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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あたたかいものが、そっと唇くちびるに触ふれた。

　静まり返っていた胸がざわりと搔かき立てられる。

　沈しずみ込むように柔やわらかで、蠱こ惑わく的てきな──こんなものは知らない。

　──何……かしら。

　確かめたくて、しょうがない。けれど視し界かいは真まっ暗くら闇やみで、何も見えなかった。

　目を開けようとしても瞼まぶたはぴくりともしない。手も足も、指先すら。

　どうして。

　恐きよう怖ふに漏もれかけた言葉は、唇から流れ込んできた熱に押し流される。

　乱らん暴ぼうで乱らん雑ざつな、そのくせ宥なだめるような、慰なぐさめるような。矛む盾じゆんした熱に。

　何が起きているのかわからない。

　けれど、不思議ともう怖くなかった。

　その熱は胸に恍こう惚こつの火を灯ともしたまま、心地ここちよい疼うずきと共に全身に満ちていく。

　凍こおった体を内側から溶とかすように、少しずつ進んでいくその感覚がじれったい。

　堪こらえかねた体が無意識に反応して──唇を開いた。

　──欲しい。

　その熱が。

　もっと、たくさん。もっと、深くまで。

　この死んだように冷え切った体が、溶かし尽つくされるくらい。

　たどたどしくも無む我が夢む中ちゆうで、そのあたたかい何かに貪むさぼりつく。求めに応えるかのように、新たな熱が止めどなく体の中へと注そそぎ込こまれた。

　ゆるやかに火ほ照てっていた全身が、苦しいほど熱くなる。

　初めて感じる悦えつ楽らくを秘めた熱に、溺おぼれ、浮うかされて──。

　眠っていた感覚が一つひとつ、強ごう引いんに呼び覚まされていく。

　さっきまで動かなかった瞼が、吐と息いきに合わせて微かすかに震ふるえる。高鳴っていく胸の鼓こ動どうが、はっきりと感じ取れた。

　耳元で、誰だれかがさらりと髪かみを撫なでる。優しく包み込むように、左耳にそっと添そえられた大きな手。

　そのこそばゆい感かん触しよくに、眉まゆをひそめた。

　──……誰？

　熱に浮かされてぼんやりとしたまま、どうにか目を開ける。

　覚おぼ束つかない視界に、伏せられた切れ長の目が映うつり込む。長い睫まつ毛げを押し上げるようにふと瞼が開いて、その奥から艶つやめくような瞳ひとみが覗のぞいた。

　澄すみ切きった紺こん青じよう色いろの瞳。

　底を見つめると吸い込まれてしまいそうな──。

「やっと起きやがったか」

　間近で聞こえた吐はき捨すてるような声に、一いつ瞬しゆんで現実に引き戻される。

　青い瞳を細めながら男がわずかに上体を起こすと、胸にあった重みがふっと軽くなった。

　──彼と重なり合っていた……!?

　そう気づいた時には、さっきまであったはずの唇の感触は、もうすっかり消えていた。

　まさか。そんなはずはない。

　そう自分に言い聞かせながら、ベッドに横座りしたまま伸のし掛かかっている男を呆ぼう然ぜんと見返して、リーデリア──リディは息を吞のんだ。

　彼が王宮に相応ふさわしくない、シャツにベストという簡かん素そな服ふく装そうだったからではない。

　彼の顔立ちが、言こと葉ば遣づかいに似合わず精せい悍かんで整っていたからでもない。

　彼の人を食ったような笑みを浮かべた薄うすい唇が、妖あやしく濡ぬれていたから──でもない。

　視し線せんが、ただ一点に吸い寄せられる。

　襟えり足あしの長い暗あん褐かつ色しよくの髪、そのさらに上。

　乱雑に整えられた髪の間から覗く二つの〈もの〉。

　ふさふさとした、柔らかそうな毛け並なみ。狼おおかみに似た形状の先せん端たんは、ぴんと天てん井じように向かって立っている。どうあっても、見み間ま違ちがう余地はなかった。




　獣けものの耳。しかも、本物の。
















　息を吞んだまま硬こう直ちよくしたリディをしり目に、男がぞんざいに口を開く。

　その怠だるそうな低い声は皮肉にも、体が触れ合ったままのリディによく響ひびいた。

「なかなか反応しねえから、永遠にキスさせられんのかと思った」

「なん……ですって!?」

　気のせいではない。夢でも──ない。

　──私、キス……したの？　この、獣耳の男と……!?

　さっき感じた唇の熱さに負けないくらいに、顔がかっと火照る。重い体を押して、リディはベッドの上で勢いよく身を起こした。

「あっ、貴方あなた！　何の権利があってこんな──」

「リディ様、急に起き上がってはいけません！」

　男を突つき放はなそうと伸ばした腕うでごと、横合いから抱だき締しめられる。侍じ女じよのシアラが、泣き腫はらした瞳を真っ赤にしていた。いつもは整えられた髪が、すっかり乱みだれ切っている。

「よかった……っ！　どこか痛むところや、苦しいところはありませんか？」

「えっ、ええ。一応、大丈夫みたい……だけど」

　何が何だか、さっぱりわからない。

　シアラは目め尻じりを拭ぬぐいながら後ろに下がる。

　見渡せるようになった室内に、リディは頼たよりなく視線を彷徨さまよわせた。深緑と白を基調としたベッドやソファ、白地に金の繊せん細さいな花はな模も様ようが入った壁かべ紙がみはよく見慣れた自室のもので、少し肩かたの力が抜ける。

　シアラの奥にある来客用の椅い子すで、虚きよ脱だつしたように兄のレオンが息を吐はいていた。その横にある一人掛けのソファでは、父王ゼアが眉み間けんの皺しわを解ときながら背もたれに体を預けている。

　──どうして、二人がここに？　いいえ、それよりも……。

　壁かべ際ぎわには、年を取ってやや猫ねこ背ぜになってきたリディ付きの侍じ医いが立っていた。他にも見知った魔ま法ほう士しが一人、二人──三人。人数を数える度たび、血の気が引いていく。

　家族から同どう僚りようまで。老ろう若にやく男なん女によ総勢七名が、それぞれ複雑な表情でリディを見つめていた。

　彼らが出来事の一部始終を見ていただろうことは、混こん乱らんしていてもわかる。

「私、もしかして……皆みなの前で？」

　浮かんだ予想をぽつりと呟つぶやいた瞬しゆん間かん、部屋に気まずい咳せき払ばらいがいくつも起きた。

　枕まくら元もとに佇たたずんだシアラは、頰ほおを赤らめながら申し訳なさそうに視線を逸そらす。他の面々も、問い詰つめられまいと明後日あさつての方向を見た。

　──うっ……噓うそでしょ!?

「はっ、そんなこと気にしてんのかよ」

　ただ一人、獣耳の男だけがリディの言葉を鼻で笑った。

「もしかして、初めてだったのか？」

　もう耐たえられない。

『王女たるもの、どんな時も見苦しい行いをしてはならない』

　王族の専せん属ぞく教師たちに叩たたき込まれて体に染しみついていた教えは、一瞬で消えた。

　リディは震わせていた唇を引き結ぶと、彼の頰に向かって容よう赦しやなく右手を振ふり下ろしていた。

　──初めてだったら……何か悪いの!?

「この、無礼者っ！」

　上品な装そう飾しよくで彩いろどられたリディの部屋に、平手打ちの小気味よい音が鳴り響いた。
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　羽根ペンが紙に滑すべる音は、何度聞いても心が落ち着く。

　ライオール国第一王女リーデリアは、充じゆう実じつ感かんを嚙かみしめながらインクに浸ひたしたペンを羊よう皮ひ紙しに乗せた。

　四季の恵みを受けた農業と、交易で栄さかえているライオール国。その王都ファルサードに、荘そう厳ごんな造りで名高い王宮がある。

　王族たちが住まう宮きゆう殿でんと、貴き族ぞくたちが政まつりごとを執とり行おこなう宮きゆう廷てい。その間に設けられた会議室の一つがここ、〈白の間〉だ。

　その名の通り白で統一された豪ごう奢しやな部屋の中心には、白しろ大だい理り石せきの円えん卓たくがある。

　今、それを囲んでいるのはリディを含めた五人だけ。

　最さい古こ参さんの同どう僚りようである御おん年とし七十歳のイルファンが発表の締しめくくりの挨あい拶さつをすると同時に、リディは羽根ペンを置いた。手本のような筆ひつ跡せきで書き終えた議ぎ事じ録ろくの山を見下ろすと、満足感につい口元が緩ゆるむ。

　我ながら今日も、賢けん者じやとして完かん璧ぺきな仕事振りだ。

　けれど、気を抜くにはまだ早い。これを書記に写させて、王宮書庫に収おさめるところまでが〈仕事〉だ。

　破顔しかけた表情を引き締めながら、蓋をしようとインクの瓶びんに手を伸ばした。

　間が悪く、隣席の同僚が居眠りから飛び起きる。足が当たったのか、がたんと円卓が揺ゆれた。一瞬力の抜けたリディの手から、摑つかみ上げた瓶が真っ逆さまに滑すべり落ちる。

　──ああっ……！

　とっさに手を伸ばすが、間に合うはずもない。

　書き上げたばかりの議事録が、真っ黒に染まるのを覚悟した、その時だった。

　空くうを切ったリディの指先を──微そよ風かぜがついと掠かすめる。

　ぶよぶよと伸のび縮ちぢみするインクと共に逆さまになった瓶が、宙ちゆうに浮いていた。

　中身を全てぶちまけた瓶は、くるりと一回転して卓上に着地する。その中に、生き物のようになめらかな動きでインクが滑り込んだ。駄目押しのように、ふわりと浮き上がった蓋ふたが覆おおい被かぶさり、回転してしっかりと口を閉じる。

　その間、ほんの数瞬。

「リディ様、大丈夫？　ドレスにインクは撥はねてない？」

　円卓の向かい側に立つ女性の声に、リディは緩かん慢まんに顔を上げる。

　豊かな金髪の美女──同僚のベルナドットが、中空に出現させた魔ま法ほうの紋もん様ようを手のひらで消し去るところだった。

　ごく当たり前のように。

「うっ」

　うらやましい。私にもこれができれば。

　──魔法が使えれば、人生の悩なやみの九割は解決するのに……！
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　ライオール国。海はないものの国交が盛さかんで、平地の多い緑豊かな富とめる国。

　隣のヴィロン国と百十一年の長きにわたり戦争をしていたが、リーデリアの父、国王ゼアの提案のもと、現在の国境を維い持じするという条件付きで両国は講こう和わを結んだ。

　それから二十年、治ち世せいは安定し繁はん栄えいの道を歩んでいる。

　治ち安あんや物流をはじめ、あらゆる分野でこの国の発展を下支えしているのは、魔法を操あやつる才能を持った人々、〈魔ま法ほう士し〉の存在だ。

　生まれながらに魔力を持つ者──ライオールではその昔千人に一人の割合で、選ばれた才能を持つ魔法士が生まれたといわれている。

　魔法は強大な力を持もち主ぬしに与えるため、彼らは当然のように要よう職しよくに就つくようになった。魔法士同士が結婚し、その才能を受うけ継ついだ子どもがまた要職に就き──結果、ライオール国の貴族ならほぼ半分、王族にいたっては全員魔力を駆く使しすることができる。

　しかし、それには但ただし書がきが付く。

『第一王女リーデリア・ライオールを除のぞいて』と。




「──もう、誰だれよ。私に〈飴あめ色いろの賢者〉なんて妙みようなあだ名を付けたのは。いつか絶対見つけ出して、訴うつたえてやるわ」

　賢者会を終えて〈白の間〉を出たリーデリアは、兄である王太子の部屋に向かって歩きながらコツコツと靴くつ音おとを鳴らした。昼食時で近くに人ひと気けはないから、これくらいはいいだろう。

　リディは回かい廊ろうの窓に映うつり込こんだ自分の髪かみ色いろを、忌いま々いましげに睨にらみつける。

　受け取った議事録を手に、リディの斜ななめ後ろに付き従したがいながら、侍じ女じよのシアラが困ったように苦笑いをした。

　苛立たしげに歩を進める主人の容よう姿しは、本人の望みとは裏うら腹はらにどう見ても愛らしい。

　幾重にも編み上げて多少目立たなくなっているものの、窓から射さし込む春の陽光を浴びて、リディの飴色の髪がまるで本物の飴のように繊せん細さいにきらめく。

　きゅっと結ばれた小こ振ぶりで柔やわらかい唇くちびる。透とう明めい感かんのある、抜けるような白い肌。年とし頃ごろになって女性らしさが出てきた華きや奢しやな体は、抱き締めると壊こわれてしまいそうに儚はかない。

「そうおっしゃらずに、リディ様。亡なき王おう妃ひ様譲ゆずりの飴色の髪を称たたえたくなる気持ちは、毎日編んでいる私にもわかりますもの。仕方ありませんわ」

「私だって賢者と呼ばれるのは光栄だわ。でも……〈飴色の〉が付くと、どうしても素す直なおに喜べないのよ」

　──国随ずい一いちの魔法士と呼ばれたお母様のように、魔法が使えれば気にならないのだけど。

　尊そん敬けいとも侮あなどりともとれる呼こ称しように、ガラスの中のリディは眉み間けんに皺しわを寄せる。

　生まれつき、魔力の量が少なかった。というより、自分の体内に魔力があるかどうかすら、感じ取ることができない。

　総量が少なすぎて、魔力を感じ取る能力が発達しなかったのか。はたまた生まれつき能力に欠けつ如じよがあるのか、原因ははっきりしなかった。

　けれど、どんな理由があろうとも魔力が感じ取れなければ魔法は使えない。

　それでも、いつか魔法が使えるようになるのではないか。淡あわい期待を抱いて、リディは幼おさない頃ころから血の滲にじむような努力を重ねてきた。異い母ぼ弟妹きようだいである他の王子や王女が遊んでいる間も魔法理り論ろんの勉強に励はげみ、専門家にも何度も相談した。

　そうして一年が過ぎ二年が過ぎ──気づけば十二歳になる頃には、自分がその専門家の仲間入りをしていた。

　けれど、ライオールの魔法研究における最高機関〈賢者会〉に最年少の十六歳で所属した今でも、リディが魔法を使えない状じよう況きようは変わらない。

　数多くの魔法を改良し、魔法士に助言を求められるような立場にまで上り詰めたところで、知識と才能は別物だと思い知らされただけだった。

　──魔法が使えない賢者なんて冗じよう談だんにもならないわ。

　長年の怨おん念ねんを込めたため息が、ついリディの口から漏もれる。

　もう七年の付き合いになるシアラは、何度となく聞いた主人のぼやきに、実の姉のように冷静に返した。

「リディ様にも、確かに魔力はあるんですよ？　その、ほんの少しですけど」

「どうせ何とか一回、爪の先に火を灯ともすくらいのものでしょう？」

「そんなことありません！　二回はできます。三回やったら魔力を使い切って……死んでしまうかもしれませんけど」

　これが厳きびしい現実だ。

「時々、お兄様が恨うらめしくなるわ……」

　第一王子で王太子でもある兄のレオンは、魔法士として国内で五本の指に入る実力の持ち主だ。

　能力の高さに加えて苛か烈れつな性格から、〈紅こう焰えんの王子〉と二つ名を付けられ、国内外で恐れられている。幼い頃は誰に習ったわけでもないのに、無意識に魔法で火を起こしては周囲の物を燃やして、よく侍じ従じゆうやメイドを困らせていた。

　対して、リディには全く才能がない──それはもう、綺き麗れいさっぱりと。

「私にもお兄様の半分、いえせめて十分の一でも魔力があれば……」

「レオン様は百年に一人の逸いつ材ざいと名高いお方ですから、比べるのは分が悪すぎるというものですわ。それに、リディ様は魔法理論の天才、特に紋様の分ぶん析せきに関しては、右に出る者のいない専門家として、国に十分貢こう献けんしていらっしゃいます」

「でも……私は戦争が起きても戦えないから」

　講和を結び戦争を終えたといっても、ライオールとヴィロンの溝みぞは、この二十年で少しも埋うまっていない。今は両国とも王の代だい替がわりが近いこともあり内政で手いっぱいだが、それが終わればまた戦争をしないとも限らない。

　そうなれば、高い魔法の才能を持っている王族は、その先頭に立って戦うことになる。

　──ヴィロンの事情はほとんど聞こえてこないけれど、王子三人が跡あと継つぎを争っていると聞くし、我が国ライオールが巻き込まれる可能性も……。

「リーデリア王女！」

　渡り終えた回廊の向こうから呼ぶ声がして、リディは足を止めた。

　表情を引き締めて、外向きのものに切り替える。賢者らしく王女らしくと自分に言い聞かせながら、隙すきを見せないように冷然と振り返った。

　大して年の違ちがわない、気弱そうな青年が息を切らせて駆かけ寄よってくる。正規の魔法士である証あかしの白いローブが目に眩まぶしい。その姿を見ただけで、リディは彼が声を掛けてきた理由にすぐ察しがついた。

「あの、リーデリア王女にこちらを……」

　予想通り、青年は申し訳なさそうに目を逸そらしながら、おずおずと紙を差し出してくる。洒しや落れた手紙などには使わない、宮廷のごく一いつ般ぱん的てきな羊皮紙だった。

「また研究協力の依い頼らいですか!?」

　横にいたシアラが息巻く。その勢いに気け圧おされて、魔法士の青年はさらに頭を低くした。

「申し訳ありません！　上司の主任担当者がどうしても頼たのんでこいというので……」

「構わないわ。ただ他の依頼も受けているから──そうね。期日は中身を見てから、明日にでも相談しましょう。それでいいかしら？」

「はっ、はい。ありがとうございます！」

　優やさしく声を掛けると、青年はほっとしたように表情を崩くずした。何度も頭を下げながら羊皮紙をリディに手渡して、宮廷の奥にある王宮書庫の方へと走り去っていく。

「全く。リディ様に頼たよりきりだなんて、宮廷の魔法士として恥ずかしくないのでしょうか」

「まあいいじゃない。恋こい文ぶみよりもよっぽどいいわ」

　歩きながらでは行ぎよう儀ぎが悪いと思いながらも、受け取った紙面にリディは早さつ速そく目を通す。

「今回は、どのような依頼なのですか？」

「大型魔法研究への協力ね。個人の持つ魔力の量を超こえた、巨きよ大だいな魔法を使う方法を編み出したいんですって」

「そんなことが可能なのでしょうか？」

「大型魔法については、戦争時代に多額の予算と人材をかけて研究し尽つくされたわ。最終的に、二人で一つの魔法を組む方法が有力視されたのだけど、それでも成功例はないの」

　リディは記き憶おくから、過去に読んだ関連文ぶん献けんを引っ張りだす。

「できる限り少ない魔力で大きな効果を発はつ揮きできるよう、魔法自体を効こう率りつ化かすべきなのよ。人が持ちえる魔力の量なんて──増やせないのだし」

　自分の雀すずめの涙なみだほどの魔力量を思い出して、思わず厳しい語調になる。

「それより、急ぎましょう。もうすぐ約束の時間だわ」

　リディはシアラに紙を預けて、誰とすれ違っても品位を失しない程度に足を速めた。

　昨日、予定が空いたからと、久し振りにレオンから昼食に誘さそわれたのだ。自分とは比ひ較かくにならないほど忙いそがしい兄が時間を作ってくれたのに、待たせるなんて申し訳ない。

　三年前に王太子になってから、レオンの多た忙ぼうさには拍はく車しやがかかっており、落ち着いて話ができるのは月に一度もなかった。

「少しはお兄様の気晴らしになるといいのだけど」

「きっと大変お喜びになります。お誘いにいらした時も、本当に嬉うれしそうでしたもの。リディ様がお好きなプラムのタルトを準備しておくとおっしゃっていましたわ」




「まあ、それは楽しそう。急いで行って差し上げなくてはね、お姉さま」




　軽かろやかな声に会話を遮さえぎられて、リディは歩みを止めた。

　白地に金の刺し繡しゆうが入った扇おうぎが、眼前でぱちりと音を立てて閉じられる。綺麗に切り揃そろえられた前髪の下からこちらを見上げる、勝気な猫ねこのような瞳ひとみと目が合った。

　リディは、思わず天を仰あおぎそうになる。

　──今日は悪日かもしれないわ。

「ごきげんよう、リーデリアお姉さま」

　通路の陰かげからリディの前に躍おどり出た異い母ぼ妹まいは、ドレスの裾すそを持ち上げ、あくまで品よく会え釈しやくした。

　十年前、レオンとリーデリアの母である王妃クローディアが亡くなった。その後を継いだのが第二王妃のジュリアンヌ。エルヴィラは彼女の娘で、第二王女だ。

　一つ年下のこの異母妹は、何かにつけ──主にリディが魔法を使えないことで──言いがかりをつけてくる。シアラが言うには、エルヴィラはレオンに一方ならぬ憧あこがれを抱いているから、可か愛わいがられているリディが面おも白しろくない、ということらしい。

　着る人を選ぶ、個性的な深しん紅くのドレス。純じゆん白ぱくの羽根をあしらった金と赤の豪ごう勢せいな帽ぼう子し。自分ならば絶対に選ばない華はなやかな衣い装しようを身に纏まとったエルヴィラが、長い黒髪を揺らしながら射いるような視し線せんを向けてくる。大勢の侍女たちが、彼女の後ろに付き従って通路を埋めていた。

　──ここを抜ければ、もうお兄様の部屋なのに。

　できる限り平静を装よそおって、リディはエルヴィラを見やった。

「ごきげんよう、エルヴィラ。何の用かしら」

「そんなに焦あせらなくても、お話はすぐ終わりますわ。お姉さま、今夜わたくしと一緒に仮面舞ぶ踏とう会かいへ参りません？」

「私が……？」

　思わず聞き返した。エルヴィラが自分と出かけたがるなんてありえない。

　──しかも私が式典以外の公おおやけの場にほとんど出席しないのを、知っているのに……。

　エルヴィラは再び扇を開いて半分顔を隠かくすと、ずいと身を乗り出した。

「実は、お母さまがわたくし一人の外出を許してくださらなかったの。最近、夜会でうら若い貴族の娘が人ひと攫さらいに遭あう事件が起きておりますでしょう？」

「お兄様も、その調査をしていらっしゃるわね」

「そう。まだ犯人が逮たい捕ほされていなくて──でも、今日は四月一日。春祭りですもの。ノーラン大おお蔵くら卿きようが開かい催さいされる仮面舞踏会は一ひと際きわ盛大と聞いているし、わたくしどうしても遊びに行きたいんですの。だからお姉さま、いいでしょう？」

「……他の人を探したら？　侍女をたくさん連れていくとか」

「だめよ。侍女たちは信用がないもの。わたくしを止められないからですって」

　それはそうだろうと、リディは義母の胸きよう中ちゆうを察して内心で同情のため息を吐ついた。派手好きであちこちの夜会に顔を出しては問題を起こす娘を、王妃も扱あつかいかねているのだ。

「つまり、私はお目付け役ということかしら」

「ええ、そう。お姉さまはわたくしのおまけなの」

　少しも悪びれることなく、エルヴィラが声を上げて笑う。

「お姉さまが一緒なら、きっとお母さまも納得してくださるわ。お姉さまは、わたくしと違って遅くまで遊び歩くことはありませんもの。何せ〈飴色の賢者〉さまでいらっしゃるから」

　エルヴィラの言葉に、通路中に広がっている侍女たちがクスクスと笑い合う。

　ますます、できることなら何としても断りたくなった。

　身分も正体も明かさずに済むのをいいことに、仮面舞踏会では皆、大だい胆たんな行動に出る。一時の恋を楽しみたいだけの多情な男たちなら尚なお更さらだ。彼らに近づかれることを想像しただけで、リディの背せ筋すじにぞくっと冷たいものが走った。

　返事に窮きゆうしたリディは、レオンの部屋の方へちらりと目を向ける。その途と端たん、エルヴィラに素す早ばやく手を摑まれた。笑顔を浮かべているのに、目はちっとも笑っていない。

　──お兄様には、黙だまっておけということね……。

　確かに、仮面舞踏会に行くなどと言えば、着き飾かざったリディをろくでもない男たちの目に晒さらすなんてと、レオンは断固反対するだろう。

　けれど、あの兄に黙って出かけるのは物もの凄すごく気乗りがしない。一度リディが内緒で街へ本を買いに出た際に、宮殿を挙あげての大捜そう索さくになってしまったからだ。

　レオンに黙って仮面舞踏会に行くのは、二重の憂ゆう鬱うつだ。

　──でも、ここで押し問もん答どうをすれば、お兄様との貴重な時間が……。

　これ以上、兄を待たせるわけにはいかない。

　一緒に食事をして喜ぶ兄の顔を思い浮かべながら、リディはため息を吞み込んで頷うなずいた。

「……わかったわ。その代わり、日が変わる前には帰るわよ」

「ありがとう、それでこそお姉さまですわ。では、わたくしはこれで」

　エルヴィラは、もう用は済んだとばかりにリディの横をすり抜けた。通路を塞ふさいでいた侍女たちも、静々とその後に続く。

　やけに大人しい。もうひと押し、嫌がらせをしてくるかと思ったのに。

　リディはとっさに、その後ろ姿に呼びかける。

「エルヴィラ、どうしてその仮面舞踏会に？　盛大な夜会なら他にも──」

「だって、仮面舞踏会なら王女の身分を隠せますもの」

　エルヴィラが背を向けたまま答える。長い黒髪がさらりと揺れた。

「お姉さまだって、王女の重じゆう責せきを脱ぎ去って、少しは羽を伸ばしたいんじゃなくって？」

「私は──」

　そんなことはない。

　その言葉が、何な故ぜかくっと喉のどにつかえた。

「──きっと、とっても楽しい舞踏会になりますわ」

　エルヴィラの満足げな高笑いが遠ざかっていく。その姿が角の向こうへ消えたのを見届けると、リディは息を吐はいた。これでレオンの部屋に行ける。

　──でも、面めん倒どうな約束をしてしまったわ……。

　がっくりと落とした肩に、突とつ然ぜんとんと手を置かれてその場で跳び上がった。

　──今度は誰っ!?

　顔を引きつらせながら振り向く。背はい後ごの人物を認みとめて、しまったと思ったがもう遅い。

〈紅焰の王子〉というあだ名とは微み塵じんも結びつかない温和な表情で、涼すずやかな美び貌ぼうの兄が立っていた。王太子特有の白地に金刺繡の入ったジャケットに、父親譲りの漆しつ黒こくの髪が映えるその姿は、まさに美び丈じよう夫ふと呼んで差し支えない佇たたずまいだ。

「……どうかしたのか？　そんなに驚おどろいた顔をして」

　レオンは問うように、微かすかに朱しゆの入った黒色の瞳を見開く。リディは通路の角を盗ぬすみ見たが、当然ながらエルヴィラの姿はもうそこにはない。

「──その」

　何と言って誤ご魔ま化かそう──いっそ、全てを話してしまおうか。

　そうすれば、レオンは間違いなく自分を引き留とめてくれる。仮面舞踏会には行かずに済むし、黙ってリディを連れ出そうとしたエルヴィラがレオンに叱しかられて──。

　その後で、異母妹に一体どんな仕打ちをされるだろう。

　不毛な堂どう々どう巡めぐりになるだけだ。

　──ごめんなさい、お兄様。今日だけだから。

「少し驚いただけ。まさか、迎むかえに来てくださるとは思わなかったから」

「すまない。いつまで経たっても来ないから、待ち切れなかったんだ」

　説明に納得したのか、楽しげにレオンはリディの手を取った。自分の腕うでにその手を乗せて、リディを先導するように自室へと誘いざなう。

「行こう。せっかくの時間がなくなる前に」

「──ええ」

　リディは申し訳ない気持ちを誤魔化すように、優しく兄に寄より添そう。背後から同情するようなシアラのため息が、リディの耳に届いた。





[image: ]






　楽しい時間はあっという間。

　その言葉通り、レオンとの歓かん談だんの時間は飛ぶように過ぎ去った。

　それに比べて、つまらない時間はどうしてこうも長く感じられるのだろう。

「エルヴィラったら、どこに消えたのかしら」

　夜とは思えないほど明るい広間の中央で、リディは仮面舞踏会の会場を見回した。

　兄との昼食の後、急ぎ自室に戻って支し度たくをし、シアラと共にエルヴィラのお忍しのび用の馬車に乗せられてここへ来てからまだ一いつ刻こく。

　けれど、もう数刻は経ったかのような疲ひ労ろう感かんだ。仮面のせいで視し界かいが狭せまく、乗り物に酔よったかのように足がふらつく。

　今日の衣装は、シアラの勧すすめに従したがって決めたピンクのドレス。色の微び妙みように異ことなる裾が何段も重なって、清せい楚そで美しい濃のう淡たんを作り出している。実は自分の好みよりも一いち段だん華やかだが、しょうがないと諦あきらめた。

　仮面舞踏会では普通の夜会以上に衣装や髪かみ型がたなどの見み栄ばえが要求される。もしもの時のために、王女と身分がばれても、恥ずかしくない装いをしておかなければならない。

　──勿もち論ろん、誰にも気づかれないのが一番なのだけれど。

　白と黒のタイルが特とく徴ちよう的てきな円形の大広間に、煌きらびやかに着飾った人々が群れ集っている。春を連想させる色のドレスが方々で咲さき誇ほこり、その間を華やかな色合いのジャケットで洒落込んだ男たちが行き来している。

　そのどこにも、エルヴィラの姿は見当たらない。

　主人に言い寄る男たちを横であしらっていたシアラが、リディの腕に手を添えた。

「諦めましょう、リディ様。エルヴィラ様は最初から一人になるおつもりだったんですわ」

「でしょうね。王妃様には申し訳ないけれど、少し休んだら先に帰りましょう」

　──万が一何かあっても、エルヴィラは魔法が使えるし。

　一度だけ、冗談と言いつつ彼女から得意の雷かみなりの魔法を撃うたれた時は、腕のひりつきが三日は引かなかった。本気を出せば、大の男でも簡かん単たんに気絶させられるだろう。

　リディは異母妹を探すのを止めて、自分の逃げ場所探しに頭を切り替える。

　むせ返るような人混みの大広間、その奥──大きな窓のすぐ外には人気のない広大な庭が広がっている。庭へ出るための通路をちらりと見て、リディはシアラに目配せをした。

　シアラと共に、できる限り目立たないように人の間をすり抜けていく。酔っているのだろうか、顔の赤らんだ男女が周囲の喧けん騒そうに負けない大声で話していた。

「そういえば、お聞きになりましたか？　夜会に、人攫いが出るとか」

「恐ろしいわ。最近はヴィロン人の姿もよく見かけますし……世の中、物ぶつ騒そうですわね」

「大丈夫ですよ。貴女あなたは私が守って差し上げますから……」

　そう言いながら、男が女の顔に唇を寄せる。

　──そっ……そういうことは、別の場所でやって！

　だから苦手なのだ。こういうところは。

　リディは赤くなった顔を、白い手袋をした手で隠しながら通路に駆け込む。カーテンをめくり、隙間から滑るようにテラスに抜け出た。

「〝とっても楽しい舞踏会〟ね……」

　エルヴィラはこれの何が楽しいだろうか。内心頭を抱かかえつつ、外の空気を吸い込んだ。

　灯あかりが煌こう々こうとした建物の中とは対たい照しよう的てきに、テラスには外灯すらない。人が来ることを想定していないのか、はたまた互たがいの姿などはっきり見えずとも構わない恋人たちのための場所なのか。ただ三日月が、朧おぼろげにリディとシアラの輪りん郭かくを映うつし出すだけだ。

「よかった、誰もいないわね」

「今、水をお持ちしますわ。すぐに戻りますから、ここから動かないでくださいね」

「もう、動くほどの気力もないわ」

　シアラを苦笑いで送り出し、リディはゆっくりとテラスの手すりに近づいた。ふわりと漂ただよってきた花々の芳ほう醇じゆんな香りに、しっとりと心が落ち着く。

　何種類もの花が植えられている立りつ派ぱな庭も、頼りない明かりの下では薄ぼんやりとしかその全景を見ることはできない。春を祝う舞踏会だというのに、庭が置いてきぼりの状況に思わず苦笑いをする。

　──でも、ちょうどいいわ。

　辺りに人がいないことをもう一度確認してから、静かに仮面を外した。

　手すりにもたれながら、疲労を絞しぼり出だすように深々と息を吐く。気が張っていたせいか、肩がいやに重い。

　視線を落とすと、手に持った白い仮面が暗がりの中でぼうっと浮かび上がって見えた。

　──エルヴィラは、王女の身分を隠せると言った……けれど。

　初めから、何の意味もないのはわかっていた。

　これを着けて──何かで覆おおい隠かくしたとしても、自分の本質は変わらない。どんなに努力して賢者になっても、魔法が使えない王女であることと同じだ。

　知識だけの、魔法が使えない──役立たずの王女。

　それでも少しだけ、王女の肩かた書がきを外すというエルヴィラの言葉に、心惹かれてしまった。

　一瞬だけ、王女の肩書を外せば、楽になれるのかもしれない、と。

　私らしくもない。

　王女として相応ふさわしくあるために、努力してきたことだけが自分の証明のくせに。

　だから、私は王女であることを捨てられない。

　それが少し苦しくても、窮きゆう屈くつに思う時があっても。

　──論ろん理りが破は綻たんしてるわ。

　目を閉じると、にわかに瞼まぶたが重たくなった。いつもなら、ベッドでうつらうつらしながら本を読んでいる時間だ。リディは、欠伸あくびのために大きく開いた口元を仮面で隠す。

「……やっぱり、部屋に籠こもっておくのが正解だったわね」

「珍めずらしい方ですね。折せつ角かくの舞踏会で、そのようなことをおっしゃるなんて」

　ぞっとするほど澄すみ切った声こわ音ねに、リディは危うく仮面を取り落としそうになった。

　背後から、悠ゆう然ぜんとした靴音が近づいてくる。

　手早く仮面を着け直して後ろを振り返れば、男はすでに手を伸ばせば届きそうな距きよ離りまで来ていた。

　春の夜会に着てくるには珍しい灰色の上着。妖あやしくも艶あでやかな濃こい群ぐん青じよう色いろの仮面──子細は見えないのに、何故かリディは鼻筋の通った美び麗れいな顔立ちに目を奪うばわれる。

　月の化け身しんででもあるかのように、微かな月光を浴びた男の髪は透すき通とおって輝いていた。

　──白、いいえ……銀髪？

「人ひと気けのないところで待ち合わせですか？　お相手が来る前に、私が連れ去ってしまっても構わないでしょうか」

　男が伸ばしてきた手に我を取り戻して、リディは素早くそれを跳はね退のける。

「人に酔って休んでいるだけなので、お気き遣づかいなく。私では、貴方あなたのような遊び慣れた方には不ふ釣つり合いです。早く広間に戻って、別の方とお話しになっては？」

「つれない方だ。けれど、そうでなくては面白くないですね」

　──私は全然面白くないわ。

　男を睨むついでに、テラスの入り口に目を向ける。春風に揺れるカーテンの隙間から人でにぎわう広間が覗のぞくが、こちらに気づく者はいない。水をもらうのに手間取っているのだろうか、シアラが戻ってくる気配もなかった。

　後ろへ身を引くと、背中が手すりにぶつかった。逃げ道を塞ぐように、男がさらに一歩踏ふみ出してくる。脇からすり抜けようとした時には、すでに腕を摑まれていた。

「少しくらい抵てい抗こうしてもらわないと、手た折おる楽しみがなくなってしまいますから」

　肌に男の手の冷たさを感じた瞬間、体を引き寄せられる。暴れようとする前に固く抱き竦められ、体が強張った。日頃は人と近くで接しない完全な箱入り王女だから、異性とこんなに近づいたことはない。

「離はなし……なさいっ！」

　何て無礼な男だろう。自分の美貌なら、どんな相手でも落とせると思っているのだろうか。ひどい扱いに怒りが沸ふつ騰とうして、リディは男の顔を睨み上げた。

　近づくと、その美貌が一層凄みを増して見える。仮面からわずかに覗いた顔はまだ若い。

　その奥にある瞳と、目が合う。

　女性を抱き締めているというのに、その瞳には少しの昂たかぶりもない。ただ、感情の見えない目に嗜し虐ぎやくの色だけが鈍く光った。

　色恋に熱を上げる男の目とは違う。むしろ──。

　さっきの男女の言葉が、頭に浮かぶ。

『人攫い』

　──そんな、まさか。

　硬こう直ちよくしたリディの首元に、青年が手を伸ばす。胸むな元もとで、ネックレスが微かに音を立てた。じっとりと背中に冷ひや汗あせが浮かぶ。

　身分を明かせば。いや、もしこの男がそんなことを気にも留めない人物なら？

　彼から逃のがれようと、必死に身を捩よじる。けれど、研究ばかりで運動をしない自分と大人の男では、力の差は歴然としていた。

　──私にも、魔法が使えれば……！

「か弱いですね。これで精せい一いつ杯ぱいですか？　──可か哀わい想そうな人だ」

　青年が耳元に唇を寄せる。冷たくも甘あまい声で、静かに囁ささやいた。

　魔法が使えないことを見抜かれている──悔くやしさに、顔がかっと熱くなった。

「私はっ……」

　可哀想なんかじゃない。そう言い返そうと口を開いた時、青年が首筋を辿たどるように長い指をリディの胸元に這はわせた。

「──っ」

　触ふれられたくない場所を撫なで上げられ、不快感に息を吞む。けれど、それは一瞬だった。

　痛みにも似た寒気が全身を駆け抜けて、意思に反して体がびくりと震ふるえる。
















　──何……これっ。

　体から力が抜けて、頭が下がる。視界に飛び込んできた異い変へんに、リディは目を見開いた。

　焼き付けたような黒い紋様が、胸元にくっきりと浮かび上がっている。

　棘とげのある植物が絡からみ合ったような、禍まが々まがしい紋様。

　自分の知識と照らし合わせても、全く魔法の中身が理解できない。

　ということは──。

　間違いない。これはヴィロン国の紋様だ。しかも、良くない類たぐいの。

　──でも、耳も尾もないのに……っ。

　魔法で隠しているのかもしれない。一時的に消すことはできると聞いた気もする。

　ライオールでヴィロン人特有の容姿はあまりにも目立つ。隠したくもなるだろう。

　特にこんなことをする時には。

「一体、何の魔法……をっ」

　息が苦しくて言葉が継げない。崩くずれ落ちた体を、男に抱き留められた。

「僕からの祝福ですよ。役立たずの貴女でも、役に立てるようになるためのね」

　男はリディの顎あごを持ち上げて、仮面を剝はぎ取る。誰すい何かしようと震えるリディの唇に、人差し指を軽く押しあてた。

「おやすみなさい。リーデリア王女」

　──私の、名前……知って。

　意識が朦もう朧ろうとして視界がぼやける。ただ、仮面の隙間から覗いた彼の酷こく薄はくな瞳だけはよく見えた。噓うそのように澄んだ、曇くもりのない淡い青。

　綺麗で──人形みたいに虚うつろな色。

　ふと、兄の言葉を思い出した。

「リディ、最も熱い炎は青白いんだよ」

　その色に飲み込まれるように、リディの意識は途と切ぎれ、やがて消えた。
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「──それが、私が覚えている全てです」

　仮面舞ぶ踏とう会かいで着ていた煌きらびやかなドレスから、生き成なり色のこざっぱりしたものに着替えたリディは、幾いく分ぶんむすくれた顔で説明を締しめくくった。

　さっきまで寝ていた天てん蓋がい付きのベッド。その横に設しつらえられた豪ごう奢しやな応接用の椅い子すやソファに腰こし掛かけた面々は、誰だれも口を開かない。すでに時間は深夜ということもあって、皆みなの顔には疲ひ労ろうの色が見えていた。

　自分の部屋なのに、すこぶる居い心地ごこちが悪い。

　その一番の原因を、リディは眇すがめた目で見つめる。

　一人掛けのソファにくつろいだ姿し勢せいで深々と座る──獣耳と尾を持つヴィロン人。

　彼は国王と王太子の前だというにもかかわらず、肘ひじ掛かけに腕うでを置き、精せい悍かんな顔をうんざりしたようにしかめていた。




　男の名は──アルヴァン・ベルモンド。

　それは、世間の話題に疎うといリディですら何度か耳にしたことがある名前だった。

　風の魔法を自由自在に操あやつるヴィロン生まれの天才魔ま法ほう士し。

　ライオールとヴィロン、どちらの魔法も会え得とくしている驚きよう異いの技能を持った男。高額な報ほう酬しゆうでどんな仕事も請うけ負おう、本物の獣のように人情の欠片かけらもない〈闇やみ魔法士〉だ、と。

〈闇魔法士〉とは、国からの許可を得ずに仕事をする無資格の魔法士だ。彼らは金さえ払えば、正規の魔法士ではできない裏の仕事を全て引き受けてくれると、実まことしやかに囁ささやかれている。

　その中でもことさら悪名高いアルヴァンは、風の魔法で村ごと吹き飛ばしただとか、敵対する闇魔法士を幾人も殺したことがあるなど、とにかく物ぶつ騒そうな話題に事欠かない。

　勿もち論ろん、全てが真実ではないのだろうが、そういう噂うわさが立つ人物であるということだけは現然たる事実だ。

　正体を知れば、この不ふ遜そんな態度にも納なつ得とくがいく。王宮にいるというのに、逞たくましい鎖さ骨こつを晒さらすようにだらしなく開けたままの襟えり元もとも、この腕を露ろ出しゆつした装そう飾しよくのないシャツ姿にも。

　──もっ……もう少し、着込んだ方がいいと思うけど……！

　アルヴァンの頭上で時折、狼おおかみに似た獣の耳が動く。彼が長い脚を組み直すと、耳と同色の太い尾が毛足をふわりと浮かせながら向きを変えた。

　──本当に、生えているんだわ。

　戦争が終わったとはいえ正式な国交がないから、ライオールに住んでいるヴィロン人は非常に少ない。宮きゆう廷てい内ないにはヴィロン排はい斥せき派はの貴族もまだ根強く存そん在ざいし、王宮にヴィロン人を立ち入らせないことは不ふ文ぶん律りつになっている。

　ほとんど外出しないリディからすれば、こんな間近でヴィロン人を見たのは初めてだ。

　品がないだとか不格好だとか、貴族の無責任なおしゃべりでは一方的な意見しか耳にしたことはない。けれど、実物は想像とまるで違う。

　そばだてているのか、微かすかに震ふるえる耳の躍やく動どう的てきな動きはどこか愛らしい。

　艶つや々つやとした毛け並なみは、思わず触ふれてみたくなるほど美しかった。

　違い和わ感かんを覚えると思っていたけれど、不思議と調和がとれていて気高ささえある。

　──すごく……綺き麗れい。

　視し線せんに気づいたのか、アルヴァンが虚こ空くうを睨にらんでいた瞳ひとみをリディに向ける。先程間近で見てしまった澄すんだ紺こん青じよう色いろを思い出して、リディは思わず目が合う前に顔を背そむけた。

　少し不ぶ躾しつけだっただろうか。そう考えかけて首を振る。

　そうだ、大したことではない。さっきのあの屈くつ辱じよくに比べれば。

　──見た目と中身は、別物よ。

　値ね踏ぶみするようなアルヴァンの視線を無視して、リディは右手に座るゼアに向き直った。

　アルヴァンがここにいる理由は一つしかない。

　着替えた時にも、あの銀ぎん髪ぱつの男──銀色の魔法士に刻きざまれた紋もん様ようはくっきりと残っていた。まるで、焼やき鏝ごてでも押し当てられたように。

「私にかけられた魔法がヴィロンの様式だったから、彼を呼んでくださったことはわかります。言われた通り、私の知っていることは全て話しました。ですから、早く教えてください！　私に、何が起きたのですか？　それに、何であんなっ、キ……」

　──キスなんて……！

「わかった。とにかく落ち着きなさい、リーデリア」

　肝かん心じんな単語を言えず唇くちびるを震わせていると、ゼアが宥なだめるように口を開いた。

「驚おどろくのも無理はない。無理はないが──曲がりなりにも彼は、お前の命の恩人なんだよ」

「命の……恩人、ですか？」

　こんな危険人物が？　という言葉を飲み込んで、次の言葉を待つ。国王である父が口から出まかせを言うとも思えない。

「そうだ。お前の異い変へんに気づいたシアラが内ない密みつに宮きゆう殿でんへと運はこび込んでくれたんだが、レオンにも宮廷付きの魔法士たちにも、解かい除じよどころか紋様の解読すらできなくてね。途と方ほうに暮くれていたところを、彼に救ってもらったのだ」

「無理矢理に紋様を破は壊かいする案も出たが、そのせいでリディの体に何かあっては取り返しがつかないからな。幸い、この男は偶ぐう然ぜん──王都に来ていたそうだ。王宮に彼を入れるか迷ったが、緊きん急きゆう事態だ。勿論、人に見られるようなことはしていない」

　ゼアの言葉を、沈ちん鬱うつな面おも持もちでレオンが引き継つぐ。

「お兄様、申し訳ありません。黙って出かけたばかりに……」

「それについては、別に説教の場を作りたいところだが」

　リディが謝りながら静かに頭を下げると、左ひだり隣どなりのソファからレオンが手を伸ばして労いたわるように髪かみを撫なでてくれる。

「とにかく、お前が助かってよかった」

　人前で甘あまやかされるのは恥ずかしい。でも、嬉うれしかった。こんなに自分を気に掛けてくれることが。

　──お兄様もお父様も、本当に心配してくださったんだわ。

「ところで、彼に救ってもらえたということは、紋様は解読できたのですよね。私は何の魔法にかけられているんです？」

「それは……」

　リディの問いに、レオンが薄うすい唇を引き結ぶ。よほど言いにくいことなのだろうかと、疲つかれた顔の兄を責め立てるのが忍しのびなくなった。

「それは、魔力を喰くう──吸い取る紋様だそうだ」

　代わりに、ゼアが表情を消して口を開いた。

「吸い取る……つまり、魔力が自動的に奪うばわれるということですか？」

「ああ。普通、紋様は魔法士が送り込んだ魔力を元にして動くものだ。送り込まれた魔力が尽つきれば、自動的に解除される。だが、その紋様はお前から吸い取った魔力を元にして発動し続け、さらに魔力を奪う」

「……つまり？」




「お前は、その魔法に魔力を喰い尽くされて死ぬ」




　言葉の中身とは裏腹な気のない声に、リディは一瞬理解が遅れる。瞬まばたきも忘れて、アルヴァンの唇が再びゆっくりと開くのを見つめた。

「その紋様は、寄生虫みたいに刻まれた者の魔力を喰い続ける──お前が死ぬまでな」

「なっ──」

　──死ぬ、私が……？

　宣告のように重ねられた彼の言葉に立ち上がった瞬しゆん間かん、足元がふらついた。後ろから、シアラが抱き支えてくれる。けれど、リディはアルヴァンから目を逸そらせなかった。

　窮きゆう屈くつなのか、アルヴァンは長い脚を持て余しながらソファに座り直した。

「俺にも全部は読めねえが、効果は間ま違ちがっちゃいないはずだ。その紋様は、最初に発動する時こそ魔法士が魔力を送り込むが、後は刻まれた者の魔力を喰うようにできてる。お前が倒れようが意識を失おうが、関係なくな」

　彼の言葉一つひとつが肩かたに伸のし掛かる。いつの間にか、頭も痛くなっていた。

　──私の体には、ほとんど魔力なんてない。そんなことをされたら、すぐにでも……！

「一体っ、どれくらいの魔力を消費するものなの!?」

　爪の先に、小さな火を二回つけるくらいの魔力しか持たないのに。

　もし、三回つけたら。

「正直、大した量じゃねえ。普ふ通つうの魔法士ならちょっと体が怠だるくなる程度で、毎日普通に寝て魔力が回復すれば特に問題はない。けど、お前のなけなしの魔力ならすぐに喰い尽くされるだろうな」

　アルヴァンはソファに座ったまま、リディの胸むな元もとを指した。

「止める方法は二つ。一つは、かけた張本人が魔法を解除すること。もう一つは、元となる魔力──お前の魔力が尽きて死ぬことだ。魔法士は、魔力を使い切れば死ぬからな」

　アルヴァンが、嘲あざ笑わらうように鼻を鳴らす。

「落ちこぼれの王女様は大変だな」

　突きつけられた言葉に、リディはぎゅっと固く拳こぶしを握にぎった。

　──あの冷たさは……体内の魔力が奪われる感覚だったのね。

　王女である自分がヴィロンの魔法で殺されたとなれば、国民も宮廷も黙ってはいないだろう。敵かたき討うちという大義名分のもとに一気に戦争へと向かう可能性すらある。

『その死をもって、役に立て』

　あの銀色の魔法士が、〈役に立つようになる〉と言っていたのは、そういう意味なのかもしれない。

　ふと、頭の中で、魔法理り論ろんを学び始めた時に読んだ教科書の一節が思い出された。

『魔力を人からもらうことはできない。魔力は人体から生み出され、体外に出ると霧む散さんしてしまう性質を持っている』

　──一体、どうしたら？　このままだと私の魔力は全て喰い尽くされ……て？

　固く結んだ手を解いて、リディは自分の手のひらをまじまじと見つめる。

　今は指先まで思い通りに動くし、血色も悪くない。胸むねは苦しいが、それはおそらく死に直面した不安のせいだろう。あの底冷えするような感覚とは似ても似つかない。

　──ちょっと待って。おかしいわ。

「私のなけなしの魔力じゃひとたまりもない──なら、何で私はまだ生きているの？」

　瞬間、左隣のレオンから苦しそうにむせる声が聞こえた。部屋がまた、先程までの気まずい雰ふん囲い気きに逆戻りする。

　──だからっ、一体何なのっ……この空気は!?

「お前、まだわからねえのか」

　アルヴァンはソファから立ち上がると、無造作にリディに近づいた。

　二人の身長差は、頭一つ分よりも優ゆうに大きい。リディは、馬ば鹿かにしたように見下ろしてくるアルヴァンの──頭上にある耳に目を向けた。まるで狙ねらいを定めるかのように、心なしかこちらに傾かたむいている。後ろから覗のぞく尾は、左右にゆったりと揺ゆれていた。

　突然、ぐっとアルヴァンがリディの顔を覗き込んでくる。眼前で、薄い唇が妖あやしく光った。

「……誰が、わざわざキスしてやったと思ってんだよ」

　死の魔法で頭がいっぱいになっていたところに羞しゆう恥ち心しんが戻ってきて、頰ほおが赤くなった。

「何で今っ、その話を！」

「だから、お前が聞いたんだろうが。何で俺とキスしてたのかって」

　──まさ……か。

　リディは円つぶらな瞳を思いきり見開きながら、声を振ふり絞しぼった。

「……キスで魔力を送り込んだの!?」

「魔法を使う時は、魔力を指先に集めて紋様を作り出す。それと同じように魔力を唇に集めて送り込めばいい。ヴィロンじゃそれなりに知られた方法だ。まあ、できるのは一ひと握にぎりの奴だけだがな」

　──暗に自分には才能があるって言いたいわけ!?

　確かに、辻つじ褄つまは合う。目が覚めた時に、アルヴァンとキスをしていたことも。彼が自分にキスをすることを誰も止めなかったことも。……命の恩人、という言葉の意味にも。

　でも、噓だ。そんなの信じたくない。

「きっ、机き上じようの空くう論ろんよ。そんな原始的な方法で魔力の移い譲じようができるなんて、私でも聞いたことがないわ。大体、よくわからない感覚任せの方法なんて信じられない！」

「じゃあ、お前が助かったのは、どう説明するんだよ。〈飴あめ色いろの賢けん者じや〉様」

「それは──」

　リディは、ぐっと押し黙る。言い返す言葉がなかった。

　それはまだ、はっきりと体に残っている。

　熱い何かを、流し込まれる感覚。凍こごえた体が、解ける快感。

　火ほ照てった、唇から。

　でもそんな。だって、それはつまり──。




「死にたくなけりゃ、黙って俺にキスされときゃいいんだよ」




　眼前にある彼の唇が、当然とばかりに言い放った。暴言に、頭が真っ白になる。

「なん──」

「他に助かる方法がねえんだから、さっさと諦あきらめろ。さっきだって俺の魔力を欲しがって、人前であれだけがっついたくせに」

「……それはっ」

　──体が無意識に反応しただけ……それだけよ！

　再び張はり倒たおそうと手を振り上げたが、すぐに手首を摑つかまれる。頰がますます赤く染まった。アルヴァンの尾が、ふわりと持ち上がってリディを馬鹿にするように揺れる。

「離はなして！」

　空いている左手で、どんどんとアルヴァンの胸を叩たたくが、ちっとも効果はない。

　怒りの形ぎよう相そうで立ち上がったレオンが、リディを引ひき剝はがそうとアルヴァンの腕を摑む。

「貴き様さま！　言わせておけば」

「はっ、どうせお前にもできねえんだろ。能のう無なしは黙ってろ」

「能無し、だと……!?」

　レオンからじわりと熱気が漂ただよってくる。魔法を使う気だ、とリディは直ちよつ観かんした。

　──この二人が争あらそったら、内ない密みつにするどころじゃないわ！

「他にできる者はいないの!?　魔法士なら、宮廷にもたくさんいるでしょう!?」

　リディは、事の成り行きを困こん惑わく顔がおで見守っていた魔法士たちを鋭するどい眼光で射い竦すくめる。彼らはその場に硬こう直ちよくし、たどたどしく答えた。

「ですが、その、前例がありませんし……ライオール人で、彼と……同じようなことができる者がいるとは、その、とても……」

「気に食わねえな。俺とキスするのがそんなに嫌いやなのかよ」

　段だん々だんと消え入る魔法士たちの言葉に被かぶせるように、アルヴァンが不ふ貞て腐くされた声を上げる。リディはレオンの助力を借りてアルヴァンの手を振ふり解ほどきながら言い放った。

「当たり前でしょう！　貴方あなたみたいに失礼で野や蛮ばんな人、本当なら死んでも願い下げだわ」

「はあ!?　助けてやったってのに、大たい概がい馬鹿にしやがって……！」

「大体、本当に私を生かし続けられるだけの魔力を貴方が持っているのか、確証がないわ。噂は尾ひれがついただけで、本人の実力とはかけ離れているのではないの？」

「この程度の魔力を差っ引かれたって、俺にとっては痛くも痒かゆくもねえ。ったく、これだから魔力も感じ取れないような役立たずは──」

「役立たずですって!?」

　──よりによって、一番言われたくないことをっ！

「……どれくらいの頻ひん度どで魔力を補ほ充じゆうすればいいんだね？」

　半はん狂きよう乱らん一歩手前のリディと苛いら立だたしげなアルヴァンの顔を見ながら、ゼアがため息交じりに言った。

「試ためしてみないとわからねえが──まあ、最低一日一回ってところか」

「一日、一回って……」

　リディは茫ぼう然ぜんとアルヴァンの言葉を反はん復ぷくしながら、事実を嚙み締める。死にたくなければ毎日彼とキスをしなければいけないという事実を。

　ゼアは、すっかり顔を青くしたリディを見ながら声を絞り出す。

「現状では君に娘の延えん命めいを頼たのむしかない。といっても、国王が闇魔法士に依い頼らいを出したと知れたら、それだけで醜しゆう聞ぶんだ。内密に依頼することになるが、それでも構わないかね？　無む論ろん十分な報酬は約束しよう」

「父上、本気ですか？」

　レオンが問うようにゼアに向き直った。ゼアは唸うなりながら目を閉じる。

「ここに集めた面々は、ライオールの魔法士の中でも経験と実力のある者ばかりだ。その上お前でもできないのだから、国内の魔法士では無理だろう。今はこれしか手がない」

「ですが、彼をこの王宮に置くというのは……呼び入れるのとは、わけが違いますが」

　アルヴァンを睨みつけながら言うレオンに、ゼアが考え込むように押し黙る。

　兄の言いたいことはよくわかる。王宮にヴィロン人を入れてはならないという不文律を破った上、滞たい在ざいまで許すなど正気の沙さ汰たではない。

　前回ゼアが講こう和わを結ぶ時ですら、ヴィロン国に対する穏おん健けん派はと排斥派で宮廷が二に分ぶんしかけたのだ。

　ヴィロン人を王宮に滞在させたとなれば、父の国王としての基き盤ばんが揺らぐだけではなく、影響は王太子であるレオンの代にも間違いなく及およぶ。貴族間の争いが再燃すれば、後々まで尾を引く禍か根こんになりかねない。

　かといって、滅めつ多たに外出をしないリディが連日出かけては、それこそ不ふ審しんに思われる。

　──本当に、私は二人に迷めい惑わくをかけてばかりね。

　父と兄は、最終的にはどんな手を使ってでも自分を助けようとするだろう。不要な揉もめ事ごとを被こうむってでも、守ろうとしてくれるに違いない。

　だからこそ、これ以上負ふ担たんは掛けたくなかった。

　魔法が使えない時点で、すでに二人の、そしてこの国の──お荷物なのだから。

　──これ以上、問題を大きくしてはいけない。

　リディは、ドレスの胸元をぎゅっと握った。

　私に、何ができるだろう。二人のために、国のために。

　リディは居住まいを正して、顔を上げた。

　──まだ、道はあるわ。

　分の悪い賭かけかもしれない。それでも。

　ちらりと、横目でアルヴァンを見上げた。彼は、竦み上がりそうなほど鋭い視線で睨みつけるレオンを、かったるそうな顔で見返している。

　こんな男に助けられないといけないなんて。

　しかも、キスで。

　──ひどく不本意な選択だけれど。

　リディは表情を引き締める。心を落ち着けて厳おごそかに、凜りんとした声で言った。

「お父様、お兄様。私に一つ案がございます」

　部屋に響き渡ったリディの声に、二人が顔を上げる。リディは父の──国王の顔を正面から見み据すえた。

「表向きは臥ふせっていることにして、私が彼の……アルヴァンの元に身分を隠かくして移り住んではどうでしょうか」

　ヴィロン人を宮殿に置けば、混こん乱らんの元になる。自分の命のためとはいえ、王女としてそんな危険を冒おかすわけにはいかない。どうせ魔法が使えないからと軽かろんじられ、研究ばかりしている身だ。長期間姿を見せなかったところで、興味を持つ者もいないだろう。

　──それにこれなら、もし私と彼の関係が発覚しても、お父様とお兄様は私を切り捨てるだけでいい。

「……本気か？　リディ」

　レオンが同意しかねるというように、張はり詰つめた声を出す。ゼアが、静かな面持ちで目を開いた。リディは二人に向けて、力強く頷うなずいてみせる。

「勿もち論ろん、黙って犯人が捕まるのを待つつもりはありません」

　アルヴァンは、犯人がこの紋様を解除するか、リディが死ぬか、その二つしか魔法を止める方法はないと言った。けれど、もう一つだけ方法がある。

　──〝飴色の賢者〟と揶や揄ゆされようとも、私が培つちかってきた〈魔法も理論の〉があれば。

「魔法は、正しい解除の魔法を重ねればかけた本人でなくても、解くことができます。ですから、私がこの魔法の紋様を解読して──解除するための新しい紋様を作り出します」

「はっ！　馬鹿馬鹿しい」

　吐はき捨すてるような無ぶ粋すいな声に目を向ける。アルヴァンが、嘲ちよう笑しようを浮かべていた。

「ライオール人の、しかも魔法も使えない賢者様に、そんなもん作れるわけがねえだろ。これはヴィロンの魔法で、しかも俺ですらどうやって作ったのかも判わからない代しろ物ものだぞ」

「魔法が使えないから、何だというの？　この国で、ライオールの魔法理論のことなら私の右に出る者はいない。それに私にとって、使えないという点ではどちらの魔法も同じことよ」

　──私はこの知識を努力で積み重ねてきたわ。貴方みたいに、才能にかまけているわけじゃない。

　アルヴァンの不遜な言葉を、視線と言葉で鋭く遮さえぎる。そうしてリディは、再び父である国王ゼアを強い思いを込めて見つめた。

「どんなに不可思議に見えても、これは魔法です。解けないはずがありません。賢者の名に懸かけて、私はこの魔法を解除してみせます。だから」

　──お願い、お父様。これが、私にできる最さい善ぜんなの。

「……いいだろう。リーデリア、お前の好きにしなさい」

　やがて重々しく頷いてくれた父に、リディは最上級の敬けい意いを込めて深々と頭こうべを垂たれる。

　顔を上げると同時に、揺るぎない決意を見せつけるよう威い圧あつ的てきな表情を作って、アルヴァンに向き直った。

　その紺青色の瞳を見据えながら、傲ごう然ぜんと言い放つ。

「アルヴァン・ベルモンド。貴方に私の延命と保護を命じます。この胸の魔法が解けるまで、私の命を守りなさい」

「ライオールの箱入り王女様が、ヴィロン人の闇魔法士と一いつ緒しよになんか住めねえだろ」

　アルヴァンが、小馬鹿にしたように笑う。リディは、その言葉をぴしゃりと抑おさえつけた。

「できるかできないかは、関係ないわ」

　こんな屈辱を受けた上に、命まで利用されるわけにはいかない。

「私は死ぬわけにはいかないの。絶対に」

　何な故ぜなら私は、王女なのだから。

「──上等だ」

　大きく左右に尾を揺らしたかと思うと、アルヴァンは胸に掛かったリディの髪を一ひと房ふさ手に取る。意地悪い笑えみを浮かべながら、唇をそっと寄せた。

「その依頼、確かに請け負った。楽しませてくれよ、王女様」

　──……やっぱり、選択を間違えたかもしれない。

　リディは髪を摑んでいるアルヴァンの手を、荒々しく振ふり払はらった。
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「リディ、支し度たくはできたかい？」

　隣となりにある居室からノックの音が聞こえて、リディは慌あわててブーツの紐ひもを結んだ。

「ええ、お兄様。もう入っても大丈夫よ」

　声を掛けるとすぐにドアが開く。寝しん室しつに入ってきたレオンに、リディは立ち上がって服ふく装そうを見せた。日ひ頃ごろこういう服を着ないから、自分では普通か判断が付かない。

「どうかしら。どこか、変じゃない？」

　レオンは問われるまま、借り物の服に身を包んだリディをしげしげと眺ながめた。

　上流階級の子女の外出着のような、膝ひざ丈たけのドレス。ウエストの後ろには大おお振ぶりのリボンがあしらわれている。シャツの胸むな元もとは、清せい楚そな三つの白いリボンで留とめられていた。足元は、外でも動きやすい革かわ製せいの編み上げブーツ。

　普ふ段だんはきっちりと上げている飴あめ色いろの髪かみをしどけなく下ろした姿は、いつもの王女らしい凜りん然ぜんとした雰ふん囲い気きとは打って変わって、気取らない印象を与える。

「こんな隙すきだらけのリディを、俺は送り出さないといけないのか……」

「レオンお兄様？」

「ああ、すまない。とっても可か愛わいいよ」

「そういうことではなくて」

「──冗じよう談だんだ。町娘には到とう底てい見えないけれど、何とか貴族の娘くらいには見えるよ」

　額ひたいに軽くキスをしながら言うレオンに、リディは胸むねを撫なで下ろす。

　──良かった。仮け病びようを装よそおって身を隠かくすのに、すぐにばれたら笑いものだもの。

　変へん装そうの仕上げに、ベージュの外套コートをシアラから受け取る。ケープとフードの付いた無地の薄うす手での外套は無ぶ骨こつで味気ないが、人ひと目めを避さけるにはちょうど良さそうだ。

　襟えり元もとの金具を留めていると、丈の長い外套を羽織ったアルヴァンが部屋に入ってくる。報ほう酬しゆうや計画を詰つめるために徹夜したせいか、その目は不ふ機き嫌げんそうに細められていた。

　彼は無言のままリディの横をすり抜けて、さっさとテラスに向かう。

　──笑うのは、人をからかう時だけなのね。

　その広い背を睨にらみながら、柔やわらかい絨じゆう緞たんを踏ふみしめ後に続く。まだ薄暗い時間で、外はしんと静まり返っていた。テラスの手前で、リディは後ろを振り向く。

　本の積み上がった紫し檀たんの机。彫り込みの装そう飾しよくが入った広くて寝ね心地ごこちのいいベッド。曇くもり一つなく磨みがかれた鏡台。見慣れた自分の部屋なのに、今日はそれがどこか遠い。

「何か御入用の物がありましたら、すぐに手配いたしますから。何なりとお申し付けくださいね」

　シアラの声で、ふと我に返る。目を潤うるませたシアラを安心させようと、笑えみを浮かべて彼女の手を握にぎった。

「ありがとう。留守をお願いね。お兄様も、何かわかったらすぐに連絡をください」

「ああ。犯人の捜そう索さくはこちらで徹てつ底てい的てきに進めておく。合間を見て、必ず様子を見に行くよ」

　ぬくもりを名残なごり惜おしく思いながらも、リディはレオンに頷うなずき返してシアラの手を離はなした。

　──ここに、いつ戻ってこられるかしら。

　魔ま法ほうが解かい除じよできなかったら。犯人が見つからなかったら。そう思うと、胸が締しめ付けられる。だがリディは首を振って、その考えを頭の外へ無理矢理追いやった。

　不安に思っていてもしょうがない。今は行くしかないのだ、彼と共に。

　迷いを振り切るように踵きびすを返して、真っ直ぐアルヴァンの横へ向かう。地平線から強きよう烈れつな朝日が射さし込んで、目を細めた。

　──夜が、明ける。

「行くぞ。日が昇り切る前には帰り着きたいからな」

「そうね。人目に付きたくな……!?」

　答える間に、アルヴァンが横で膝を軽く曲げる。リディの腰こしに腕うでを回すと、そのまま軽々と片腕で肩かたに担かつぎ上あげた──荷物のように。

「きゃあっ！」

　体がアルヴァンの身長まで持ち上がる。足がつかなくてバランスがとれない。何より、彼が長身のせいでとにかく高い。不当な扱あつかいへの怒いかりよりも、恐きよう怖ふ心しんが勝った。

　──……落ちるっ！

「ちょっと、下ろして！　こんな、やめっ──」

「それじゃあ、これは預かっていく」

「リディ様！」

「おい、アルヴァン！　貴き様さま」

　レオンがアルヴァンに近づこうとした瞬しゆん間かん、リディの耳元で弓を弾はじいたような鋭するどい音が聞こえた。

　記憶にない紋もん様ようが見えたかと思うと、テラスに強風が吹き荒れて木の葉が舞まい上がる。とっさに左手でアルヴァンの背中を摑つかみ、右手でめくれ上がったフードを押さえた。

　──何っ、この風……。

「飛ぶぞ」

　強風の中で響ひびく、低い声。

　ふわり、と体が浮いた。

　アルヴァンがテラスの床を蹴けったのだと気づいた時には、もう庭木が足元のはるか下になっていた。テラスにいるレオンとシアラの姿が、見る間に遠ざかっていく。

　眼下の景色が瞬またたく間に変わり、あっという間に上空まで来ていた。

　確かに、〈飛んでいく〉とは聞いていた。けれど。

　背中から当たる風に煽あおられて、フードが耳元でばさばさと鳴る。尋じん常じようではない速度で移動していることをやっと理解して、リディは顔を引きつらせた。

　──まさか、落としたりしない……わよね!?

　体はまだ彼の肩に担がれたままで、上半身はほぼ宙ちゆう吊づりだ。目を閉じるのも怖い。

　視し界かいを、朝日を浴びて輝かがやく王都の街まち並なみが滑すべっていく。王宮から放ほう射しや状じように道が延び、その間に色とりどりの家が建ち並んだ様は、最高の職人が作ったミニチュアのように整然としている。

　けれど、見み惚とれるほど美しいはずのそれも、こんな体たい勢せいでは恐怖の対象でしかない。

　──魔法を解除する前に……死ぬっ！

「待って……せめてっ、せめて腕で抱きかかえて！」

　風に搔かき消けされながら精せい一いつ杯ぱい叫さけんだ声は、なんとかアルヴァンの耳に届いたらしい。

　舌打ちと共に突とつ然ぜんぐいと腰を摑まれて、肩から引き下ろされる。思わず瞑つぶった瞼まぶたを持ち上げると、アルヴァンの顔が至し近きん距きよ離りに飛び込んできた。

　正面から見る彼の瞳ひとみは朝日が微かすかに射し込んで、ガラス玉のように青く澄すんでいる。その繊せん細さいな色に、一いつ瞬しゆんどきりとした。

「これで文句はねえだろ。ったく、手間かけさせんなよ」

　──普通は、依い頼らい人にんを肩に担がないわ。

　つい見つめてしまったアルヴァンの瞳から、リディは顔を背そむける。抱かかえ上げられたものの、これはこれで居心地が悪い。少しでも早く、この力強い腕から逃のがれたくなった。

「貴方あなたの家には、どれくらいで着くの？」

「数すう刻こくだ。いいから黙だまっとけ。気が散る」

　昨夜の打ち合わせで確認したところによると、アルヴァンは王都の外れにある森の向こう、小さな街ベローニナにある廃はい城じように住んでいるらしい。

　その住居に関しても、床に人を殺した血ち溜だまりができているとか、不穏な噂うわさは絶えない。

　とはいえ隠れ住む場所を選んでもいられない。できる限りまともな場所であることを祈るだけだ。

　リディは、ちらりとアルヴァンの顔を盗ぬすみ見る。

　人を抱えて飛んでいるというのに、その表情はあくまで平然としている。この様子だと、城まで休みなく飛び続けるつもりだろう。

　魔法士にはそれぞれ、得意な魔法がある。誰だれに教わるでもなく使えるもの。きっとアルヴァンはそれが、『風』なのだろう。

　風で浮くのと飛ぶのはわけが違う。飛ぶ、しかも長距離となると大量の魔力を必要とするし、高度や速度の調整にも技術がいる。リディの幼おさな馴な染じみの魔法士も風の魔法は得意な方だが、この距離は休みを挟はさまなければとても飛べない。

　アルヴァンは、森を越こえる時に一度強い向かい風に煽られたくらいで、顔色一つ変えず飛び続けている。

　──認めたくはないけれど、確かに彼は天才ね。

「着くぞ」

　アルヴァンのぶっきらぼうな言葉に思考を中断する。どんなところかと不安に鳴る胸を抑おさえながら、リディは前方を見み据すえた。

　渓けい谷こくにすっぽりと包まれるように街がある。王都とは比べ物にならないほど小さくて、立ち並ぶ家を全て数えられそうだった。

　街の奥、少し小高い場所にある城に向かって、アルヴァンが徐じよ々じよに高度を下げる。

　様式は古いものの、大振りな主しゆ塔とうと四つの隅すみ塔とうがあるその城は、貴族のものといっても差し支えない規模だ。城じよう壁へきの石積みにも破れ目はほとんどない。

　──もしかして、これが彼の住まいの廃城？

　予期せぬ立りつ派ぱな城に、思わず唸うなる。やはり噂とは当てにならないものらしい。

　地面から巻き上げるような風が吹き付ける。減速しながらアルヴァンが主塔の屋上にあるテラスに着地すると、リディは大きく息を吐はき出した。

「あぁ……やっと帰ってきた」

　落らつ下か死しを免まぬかれて安あん堵どしたのも束つかの間ま、階段から突然可か愛わいらしい声が聞こえてくる。

　こつこつと響く、軽かろやかな足音。男の物ではない。もっと小こ柄がらな──女性か。

　──そういえば、同居人がいるか確認していなかったわ。これだけ大きな城なら、いた方がむしろ自然でしょうけど……。

　もしかしたら、恋人かもしれない。リディは緊張でごくりと息を吞のむ。

　声の主は覚おぼ束つかない足取りで階段を上ってくると、柱の影からふらっと姿を現した。

　目に飛び込んできたのは、ふわりとした白いもの。

　金色の柔らかな癖くせっ毛から覗のぞいた、やや垂たれ気味の大きな獣けものの耳だ。

　だらしない寝ね間ま着き姿のヴィロン人の少年が、緑色の瞳を眠たそうに細めてごしごしとこすっていた。年の頃は十二、三といったところか、その表情はまだあどけない。

　尾も耳も、アルヴァンに比べてかなり柔らかそうだ。

　綿毛と見み間ま違ちがえた耳が、ぱたぱたと上下に動く。誘さそうように、毛け並なみが軽やかに揺ゆれた。




　──かっ……可愛い。
















　見た瞬間に、胸が高鳴った。反射的に伸ばしかけた手を、リディは慌てて引っ込める。

「遅かったですね、アルヴァンさ──まっ!?」

　少年は、アルヴァンの腕の中にいるリディを見て、寝ぼけ眼まなこをばっと見開いた。耳と尾が、その驚おどろきに呼こ応おうするかのように、びくんと跳はね上がる。

「どっ、どうしたんですか、その人！　調べ物で出て行ったのに朝帰りなんて、おかしいとは思ってましたけど。僕、この年で前科者とか嫌いやですよ!?」

「お前は俺のことを何だと思ってんだ。依頼人に決まってんだろうが」

「なあんだ……びっくりさせないでくださいよ。あんまりきれいな人だから、てっきりどこかで一ひと目め惚ぼれして、攫さらってきたのかと思ったじゃないですか」

　少年が胸を撫で下ろすと、飛び上がった耳が元の位置までゆっくりと垂れ下がっていく。やっと床に下ろされたリディに、少年はおずおずと近寄って人ひと懐なつっこい笑みを浮かべた。

「初めまして。僕は、アルヴァン様の弟で子し、もとい使用人のブラン・ユーです。えっと、こんな姿ですみません」

　きちんと挨あい拶さつを返さなければ。

　そう思っても、リディの視し線せんはどうしてもふわふわした耳に吸い寄せられてしまう。身長差のせいで、愛らしいその耳はリディのすぐ目の前にあった。

　頭上に視線が集まっていることに気づいて、ブランが眉まゆ根ねを曇らせる。

「あの……もしかして、気持ち悪いですか？」

「違うわ！　ごめんなさい、その……」

　気持ち悪いなんてとんでもなかった。むしろ、間近でこうして見ると触ふれたい気持ちが膨ふくれ上がる。誤ご魔ま化かす言葉が浮かばなくて、手で口元を隠しながら仕方なく白状した。

「……可愛くて、つい」

「か、わいい、ですか？」

「やっぱり、失礼だったかしら」

「かっこいいの方がうれしかったです……」

　てへへ、と照れたように彼が頭をかく。その仕草がまた愛らしくて、つられて微笑ほほえんだ。

　ヴィロン人も、人柄はそれぞれなのだ。当たり前のことにほっとする。

　視線を感じて振り向くと、アルヴァンが訝いぶかしむようにこちらを見下ろしていた。

「何？」

「別に」

　何でもないのなら、不ぶ躾しつけに見つめないでほしい。

　リディは気き恥はずかしさを隠すように、礼れい儀ぎ正ただしくブランの手を取る。

　第一印象は大切だ。好感を持ってもらえるよう、国外の使節と相対する時のようにできる限り穏おだやかに微笑みかけた。

「早朝に申し訳ありません。私はライオール国の第一王女、リーデリア・ライオールと申します。訳わけあって今日からこちらでご厄やつ介かいになります。どうぞよろしくお願いいたします」

「リーデリア様ですね。ライオール国の、第一王女……って、王女様!?」

　にこにこと握あく手しゆを交かわしていたブランは、その言葉に気づいてぎこちなく動きを止める。手を繫つないだまま口をぱくぱくさせた後、アルヴァンに向かって悲ひ愴そうな声で叫んだ。

「やっ、やっぱり攫ってきたんですか!?」

　動どう揺ようするブランと困こん惑わく顔のリディに見つめられて、アルヴァンは髪を搔き上げながら怠だるそうにため息を吐ついた。
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「ええっとつまり、魔法が解除できるまで、リーデリア様にはこっそりうちに住んでもらう──ってことですか？」

　リーデリアの話を聞き終えたブランは、立派な尾をもしゃもしゃと揺らしながら話をまとめた。

　主塔の二階にあるリビング。テーブルを挟んで、リディとブランは向かい合っている。

　テラスで挨拶を済ませた後、リディは三階にあるアルヴァンの部屋を過ぎ、二階のリビング兼ダイニングに通された。主塔はどの階も天てん井じようが高く、一つのフロアを仕切ることなく使っているため実際よりもさらに広く見える。

　茶を用意する間に着替えたのか、ブランは寝間着からシャツと短パンの普ふ段だん着ぎになっていた。面めん倒どうだと説明を拒きよ否ひしたアルヴァンに代わって、リディが話すことのなりゆきを、彼は耳を膨らませつつ驚いたり同情したりしながら、熱心に聞いてくれた。

　外套を脱いで身軽になったアルヴァンは、少し離れたソファにだらしなく横になったまま、ブランの言げんを受けてようやく口を開く。

「ああ、そうだ。ひとまずこの件が片付くまで他の依頼は受けないからな。連絡が来たら適当に理由を付けて断っとけ」

「わかりました。それじゃあ僕は、リーデリア様の身の回りのものとお部屋を準備しますね。ここって部屋だけはたくさん余ってますから」

「ありがとう。これで落ち着いて紋様の解読を始められるわ。後で、城の中も案内してもらえる？　書庫があれば見たいのだけど」

「はあ？　そんなもん、あるわけねえだろ」

　ソファの上で脚を組み替えながら、アルヴァンが吐き捨てた。

「まさか……一冊も？」

　アルヴァンほどの実力者なら、多少はあるはずだと思っていたのに。助けを求めてブランに目を向けると、彼は腕を組んでうんうんと唸り声を上げた。

「ええっと、一冊もないってことはないですよ。確かアルヴァン様の部屋に何冊か……」

「見せてもらうわ！」

　リディは血相を変えて椅い子すから立ち上がる。アルヴァンの返事を待たずに、一いち目もく散さんに階段を駆かけ上あがって、三階の部屋に飛び込んだ。

　そこは二階よりも一回り広く、物が少ないせいで寂さびしくすら見えた。リディは部屋の隅に乱らん雑ざつに放置された本を見つけ、急いで拾い上げる。逸はやる気持ちのまま革かわ表びよう紙しをめくって、ぱらぱらとページを繰りながら中身に目を走らせた。

　見たこともない、紋様、紋様の嵐あらしだ。

　もう一冊にも手を伸ばす。しかし、結果は変わらない。

「ヴィロンの本だから、読めねえんだろ」

　後から追いかけてきたアルヴァンが、入り口に寄り掛かったままにやりと笑う。

「もう少し難易度の低い、基き礎そ文ぶん献けんのようなものはないの？」

「何で俺がそんなもん読まなきゃなんねえんだよ」

　──これだから天才は！

「参考になる資料でもあるかと思ってたなら大間違いだ。これで、お前に紋様の解読なんて無理だってことがわかっただろ。大人しく、あの変質者染みた兄貴が犯人を見つけてくれるのを待つんだな」

「本がないなら、貴方が教えて。私はヴィロンの魔法を学んだことがないから、このままだと無む駄だな時間がかかるわ。貴方だって、早く私を追い出したいでしょう？」

「お前が長くいた方が、俺にとっては都合がいい。その分、報酬が増えるからな」

　アルヴァンが、欠伸あくびを嚙かみ殺ころしながら部屋に入ってくる。

「だりィから、俺はもう寝る。どっかの誰かのせいで徹夜だったしな」

　そう言いながら、アルヴァンはベッドへと歩いていく。しかし、部屋の中ほどで突然リディの方へとその向きを変えた。

　不ふ審しんに見つめるリディの前で、アルヴァンが立ち止まる。自分のものよりはるかに広い肩かた幅はばに、筋肉質の厚い胸板。その大柄な長身にはかなりの圧あつ迫ぱく感かんがあった。

　彼が軽く腰を折る。顎あごを捕とらえられたと思った時には、すぐ近くに青い瞳があった。

　──なっ……何!?

　唇くちびるが触れる──直前に、リディはどんと突き飛ばすようにアルヴァンの胸を押し返した。

　ふと入り口を見ると、アルヴァンの後を付いてきていたブランが両手で一いつ生しよう懸けん命めいに目を覆おおっている。駄目押しのように、耳も完全に垂れ下がり額にぴったりとくっついていた。

　──そういえばブランには、どうやって魔力をもらうか言ってなかったわ！

「何も見てません。僕、何も見てませんから！」

「違うのっ、ブラン。そうじゃなくて！　もう、何で突然こんなこと」

「何って決まってんだろうが。魔力を吹き込んどいてやるんだよ」

「それはっ、昨日の夜にしてもらったわ。まだ、半日も経たっていないじゃない」

「最初にお前にキスした時は〈お前を一時的に助けること〉しか依頼されてなかったからな。余よ剰じようの魔力はほとんど入れてねえ」

　──そういう大事なことは、早く言ってよ……！

　依頼人に対するものとは思えない高こう慢まんな態度に、段だん々だんと腹が立ってくる。まだ間近にある彼の顔を、怒りに任せて睨み返した。

「とにかく、する前に説明をして。いくら生きるためには仕方なくても、私にだって感情があるわ。少しは丁てい寧ねいに、対等に扱って──」

「はっ、対等か」

　リディの顎から離れた手が、シャツに付いたリボンを荒あら々あらしく摑んだ。体を引き寄せられて、二人の顔がさらに近づく。

「お前らライオール人が、俺たちヴィロン人を対等に扱ったことなんてあったか？　笑わせんなよ」

「──っ」

　拳の当たった胸が苦しくて、リディは顔を歪ゆがませた。さっき空の上で見た時とは違って、彼の瞳は奥が見通せない。

　背筋がうすら寒くなった。

「言っとくが、俺はライオール人が嫌いだ。お前らは、今も俺たちを対等になんか見てねえ」

　アルヴァンが、突き飛ばすように手を離す。リディが床に手をついて咳せき込むと、嘲ちよう笑しようが降ふり注そそいだ。

「確かに延えん命めいと保護の依頼は受けた。お前の〈命〉は守ってやる。だが、お前を対等に扱うなんて約束した覚えはねえ。お前は今、俺がいないと生きてすらいけない。ちゃんと立場を弁わきまえるんだな、ライオールの王女様」

　アルヴァンは踵きびすを返すと、ベッドへと向かう。

「わかったらさっさと出てけ。俺と寝たいなら話は別だが」

「そんなわけっ、ないでしょう!?」

　リディは本を持ったまま立ち上がると、入り口まで駆け戻る。アルヴァンとリディの間に挟まれたブランは、困ったように二人を見比べた。

「ブラン。余計なことは話すなよ。詮せん索さくはごめんだからな」

「えっ、わかりました、けど……」

　ブランのか細い返事を聞く前に、アルヴァンはベッドにどさりと横になってしまった。
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　──確かに、ヴィロン人をよく思わないライオール人が多いのは事実だわ。でも、それはお互い様じゃない。大体、そんなにライオールが嫌いなら、どうしてここに住んでいるのよ。

　街へと続く道を歩きながら、リディは心の中で悪態を吐く。

　部屋を追い出されたあの後、ブランが街へ買い物に出ると言い出した。小さな街だから大して期待はできないものの、最低限の資料くらいは欲しい。リディは彼と本屋へ行くことに決めた。

　再び外套を羽織り、目立つ髪色を隠すためにフードを被かぶる。ブランも耳を隠すためなのかフードを被っていたが、その大きい尾は裾すそからしっかりと覗いていた。

　城から街まで大した距離はない。ゆるやかに続く坂道を下り、街の手前に架かかった橋を渡るだけだ。

　川の手前で、ブランがリディの手を取る。小さな手があたたかい。誰かと手を繫いで歩くなんて、子どもの時以来だ。

　春光を浴びてご機嫌に揺れるブランの尾をちらちらと眺めていると、ようやく穏やかな心持ちになれた。

「僕たちを訪たずねてくる人なんてほとんどいませんから、リーデリア様が来てくださって、僕はちょっとうれしいです。あ、でもアルヴァン様にはないしょですよ？」

　ブランはくすくすと笑いながら、橋を渡る。さっき空から見た小さな街が、すぐ目の前に広がっていた。入り口には古ぼけて寂れたアーチがかかっている。古風な書体で、ベローニナと大きく街の名前が入っていた。

　ブランは迷わず街に入っていくと、アーチのすぐ脇わきに寄りかかっていた男を見つけて、手を振りながら駆け寄る。

「お、ブランじゃねえか。今日も買い出しか？」

　気さくに声をかけながら、男はブランの肩を逞たくましい腕でどんと叩く。ブランはちらりとリディを見ると、「えっと、ちょっと急に入用な物ができて」と笑顔で答えた。

「ん？　そっちのお嬢じようちゃんは、ブランの連れか？」

　男が、ずいとリディに近づいて、フードで隠した顔を覗き込んだ。

　──ちっ……近い！

　リディは落ち着きなく目を泳がせる。二人の間に慌ててブランが割って入った。

「ああっ、その人は、しばらくうちに滞たい在ざいするお客様です。ええとこちら、広場の角で酒場をやってる、店主のジジさんです。いつも、よくしてもらってるんですよ」

「よろしくな。あのデカい城も、これでちったあにぎやかになるなあ。それにしてもあんた、えらい別べつ嬪ぴんさんだ。もしかして、あれか？　ヴィロンの旦だん那なの恋人とか──」

「違います！」

　とっさに声を荒らげてしまい、ジジが驚いたように身を引いた。

「お、おう、そうか。そりゃ悪かったな。で、二人はどこ行くんだ？」

「僕は、果物でも買おうかなって。お客様は本屋に──」

「本屋なあ。じゃあ、オレが案内してやろうか？　今、店もちょうど空いてるしよ」

「えっ」

　リディはブランと顔を見合わせる。二人の揃そろった動きに、ジジが豪ごう快かいに笑った。

「そんなに驚くこたあねえじゃねえか。行くとこが違うなら、そっちの方が早いだろ？」

「それは……まあ」

「じゃあ決まりだな」

　そう言いながら、ジジは上機嫌で歩き出す。

「……大丈夫かしら」

「買い物を早く終わらせて、迎むかえに行きますから」

　ブランはリディにこそっと耳打ちすると、ジジとは反対方向に駆けていく。リディは迷った末、仕方なくジジの斜ななめ後ろについた。

　──そういえば私、王都以外の街ってほとんど行ったこともなかったわ。

　フードの陰から、リディはきょろきょろと辺りを見回した。

　出来の荒い石いし畳だたみの道沿いに、小さな家がずらりと軒のきを連ねている。

　戸口の上には、店の内容を示す金属製の看板がぶら下がっていた。建物が小さいせいか、職人が作業している様子まで通りからは丸見えだ。思っていたよりも多くの人が、忙いそがしそうに立ち働いている。

「おーい、こっちだ」

　気が付くと、ジジはもう道の先まで行っていた。リディは、フードを押さえながら急いで後を追いかける。

「すみません。つい目を引かれてしまって」

「ベローニナは明日が春祭りだから、準備に忙しくていつもより人通りが多いんだ。お嬢ちゃんを迷子にさせたらブランに怒られちまうから、しっかりついてきてくれよ」

　ジジの口振りは、まるでブランの父親みたいに聞こえる。ライオール人にしては珍めずらしく、ヴィロン人への偏へん見けんが微み塵じんも見られない。

　──さっきの呼び名でも、なんとなく予想はついたけれど……。

「ヴィロンの旦那って、アルヴァンのことですよね？　何だか……好意的なんですね」

「そりゃあな。全員ってわけじゃねえが、この街の奴らはみんな、ヴィロンの旦那に恩があるからよ。旦那がいなかったら、オレたちはここに住めなくなるところだったんだ」

「住めなく、ってどういうことですか？」

　ジジは足を止めて、アルヴァンの城を振り返る。リディもつられて城を──アルヴァンが眠っているであろう主塔を見上げた。

「元々、あそこは噂通りの廃城だったんだ。数百年前に貴族の家が絶えてから、ずっと放置されててよ。そしたら、ある時それに目を付けた闇やみ魔ま法ほう士しの窃せつ盗とう団だんが住みついて、この街に物もの盗とりに来るようになっちまったんだ」

「それじゃあ彼は、その人たちを襲おそって、あの城を無理矢理？」

　その言葉に、ジジは一瞬間の抜けた顔をした後、辺りに響ひびき渡わたるような大声で笑い出す。わけがわからずぽかんとするリディに「悪わりィ悪ィ」と言いながら、再び歩き始めた。

「旦那には、オレたち街のみんなで依頼をしたんだ。宿を探してたらしくて、たまたま通りかかってな。当時街にいた魔法士はてんで歯が立たなくて、町長一家と逃とう亡ぼうしちまっててよ。大した報酬は払はらえねえがって言ったら、代わりにあの城が欲しいって言い出したのさ」

「あの城を、ですか？」

「ああ。なんでも家が無くて、ブランと二人で国内を転々としてたって話だ」

　確かに、ライオールの街に突然ヴィロン人が二人もやってくれば、住民は騒そう然ぜんとするだろう。しかも、片方は闇魔法士なのだ。家を売りたがる者も、貸したがる者もまずいない。

「古い割に傷いたみも少ねえだろ。さすがにボロいままってのはあんまりだから、オレたちが修理して……ってお嬢ちゃん、まさか旦那の良くない噂を信じてんのか？」

「えっ、いえ……その」

　──だって、彼について知っているのはその噂くらいなのだもの。

　リディが思わず口ごもると、ジジはその背中をばんばんと笑いながら勢いよく叩いた。

「大丈夫だって！　実際魔法の腕はすげえんだろうが、旦那は悪い奴じゃねえよ。どんな事情で一いつ緒しよに住んでんのかは知らねえが、取って食われたりはしねえさ」

「そうだといいのですけど」

「まあ、お嬢ちゃんぐらい可愛いと違う心配が……っと。ここだ、ここ」

　目の前で、ジジが突然足を止めた。話し込んでいた間に、本屋の前へと来ていたらしい。

　細長い店の左右の壁かべは、天井まで書しよ架かが配され、ぎっしりと本が詰め込まれている。

　思ったよりも悪くない品しな揃ぞろえに、リディはほっとした。

「じゃあな。今度はオレの店にも旦那とブランと、遊びに来てくれよ」

「ありがとうございま──」

　手を振りながら立ち去っていくジジに、フードを押さえながら頭を下げる。と突然、足の力が抜けた。ぐらりと数歩よろめいたものの、何とか倒れる前に踏ふみ止とどまる。

　ジジが「嬢ちゃん、大丈夫か？」と言いながら慌てて駆け寄ってくる。心配をかけないようにと、リディは無理をしつつも微笑み返した。

　──疲れているのかしら。そういえば、昨日からほとんど寝ていないし……。

「ちょっとふらついただけです。すみません」

「そうか？　ならいいんだけどよ……」

　ジジが後ろ髪を引かれながらも帰っていく。リディはそれを笑顔で見送った後、深呼吸をして気合いを入れると本屋に狙ねらいを定めた。

　──いいえ、疲れている場合じゃないわ。早く紋様の解読に取りかからないと。

　店主に軽く挨拶をして、ヴィロンの本がないかと尋たずねてみる。答えはもちろん芳かんばしくなかった。王都のファルサードでさえヴィロンの本を取り扱う店は少ない。

　リディは仕方なく、掘り出し物の古書を何冊か購入した。田舎いなかの本屋だけに奇き跡せき的に残っていた、入手困こん難なんな本だ。想定外の収しゆう穫かくに、つい心が躍おどる。

　けれど店が小さくて、そんなに時間を潰つぶしてもいられない。半刻後には、買った本を抱えたまま、リディは本屋の店先に立ち尽つくしていた。

「ブラン、遅いわね。そろそろ迎えに来てもいい頃なのに」

　彼を捜さがしに行こうにも、この街の地理はさっぱりだ。行き違いになっても困る。

　知らないところに立っているのは心細い。しかも一人でなんて。

　──こんなの……初めてかも。

　王宮では常に周囲に人の気配がある。四六時中、少なくとも隣の部屋には顔見知りの誰かがいた。

　けれど今は、本当にひとりだ。

　無む性しようにシアラの声が恋しくなる。あの過ごし慣れた自室や、静せい謐ひつな空気の漂ただよう王宮書庫に、今すぐ戻ってしまいたくなる。

　リディは、思し慕ぼを振り払うようにぎゅっと本を抱き締めた。

　──ブランが迎えに来るまで、胸の紋様を読み直してみようかしら。

　リディはそう決めると、本屋のすぐ横にある脇道に入って、シャツのリボンを二つ解ほどく。ボタンを外して襟ぐりから胸元を覗き込むと、気味の悪い紋様が姿を現した。

　魔法士の作る紋様には必ず特性が出る。組んだ意図、背景となる知識、思考、性格──せめてそれだけでも摑みたい。

　銀色の魔法士の姿を思い浮かべながら、リディは自身に刻きざまれた紋様にざっと目を通した。

　几き帳ちよう面めんな性格──神経質と言ってもよさそうだ。

　一見して、バランスが良く隙がない。綺麗な対たい称しよう性せいの高い見事なまでに精確な──。

　──……？　何か変だわ。

　知識に基もとづく直感がそう告げて、リディは眉をひそめた。もう一度、注意深く紋様を見つめる。

　──ヴィロンの紋様って構造は単純で、非ひ対たい称しようになるものが多いんじゃなかったかしら。これじゃあまるで、ライオールの……。

　思考を遮さえぎるように、物がぶつかり合うような激しい音が耳をつんざいた。不ふ穏おんな気配を感じ、リディは急いで服を元に戻して音がした方へ向かう。

　駆け足で街道の角を曲がると、開けた場所に出た。

　広場の奥、軒のある小さな店を囲むようにまばらな人だかりができている。店先に黄や赤のひしゃげた果物が転がっていた。

　嫌な目をした、自分とほとんど年の変わらない三人の男。その手前に、フードが外れ白い獣の耳が露あらわになった少年がうずくまっている。

　──ブラン！

　男の一人がブランに手を向ける。その指先が、にわかに光り始めた。

　魔法を撃つ気だ。

　気が付くと、リディは走り出していた。何事かと様子を見ていた人々を搔き分け前に出ると、男とブランの間に立ち塞ふさがる。

「やめなさい！　人に向けて魔法を撃うつなんて、失礼でしょう!?」

「何だこいつ、ヴィロン人相手に失礼だってよ。笑えるぜ」

　黒髪の男が肩を竦すくめて答えた。背後で、ブランが身を硬くする。じりっと、リディは石畳を踏みしめた。

「ブランがヴィロン人だから……こんなことを!?」

「目め障ざわりなんだよ。自分たちがこの街を守ったって顔で、長々と居い座すわりやがって」

「よく言うぜ、ダミアン。あの時、一目散に逃げだした町長の息子むすこのくせにな」

　人混みの中から飛び出したジジが、ブランに駆け寄りながら威い勢せいよく言った。

「うるせえ。店を潰されてえのか！　親父おやじに言えば一発で廃業にできるんだからな」

　ダミアンと呼ばれた黒髪の男は、ぎらついた目で辺りを見回しながら周囲に指を突きつけた。指先が、魔力で再びぼうっと光を帯びる。寄り集まっていた人々は一様に彼から顔を背けた。中には、そっとこの場から離れていく者もいる。

　──魔法を、こんなくだらないことにっ……！

　ダミアンに詰め寄ろうとした瞬間、リディは服を引かれて前のめりになる。身を起こしたブランが、目を合わせないようにしながらリディの外套の裾を引っ張っていた。

「……帰りましょう。もう、買い物は終わりましたから」

　ブランはそう言うと、手早く果物を拾い集める。戸と惑まどう店主に、お金は後で払いに来ますからと告げ、リディの手を取った。

「この人たち……町長の息子のダミアンと、取とり巻まきのドニとモリスは、いつもこんな感じなんです。まともに話しても、時間の無駄ですし」

「でもっ──」

「大丈夫です」

　ブランは獣の耳を隠すように、フードを深く被り直す。その陰で、そっと呟つぶやいた。

「こういう扱いをされるのは、慣れてますから」

　──そんな……。

「ヴィロン人なんて魔法しか能のない野や蛮ばんな奴らは、さっさとライオールから出て行きゃいいんだ。その耳も尻尾しつぽも、気持ち悪くて二度と見たかねえ」

　手を引かれて立ち去ろうとする背後から、ダミアンの下げ卑びた声が聞こえた。ドニとモリスが同調するように笑い声を上げる。

　それを聞いた瞬間、リディはブランの手を握ったまま足を止めていた。

「貴方たち──ブランに謝りなさい」

「はあ？」

　毅き然ぜんと振り返って、舐なめ切った態度のドニを視線で射い竦すくめる。

「その、いいですから。別に、僕は──」

　ブランが焦あせったように手を引こうとする。リディはそれを、ぎゅっと握り返した。

「全然、大丈夫じゃないわ。だって、ブランは今……悲しそうじゃない」

　──いつもの私と、同じ目をしている。

　どんなに知識を得ても、いつまでも落ちこぼれと言われる自分のように。

　幼おさない頃から、その言葉を跳ね返すために一生懸命勉強した。結局、魔法を使えるようにはならなかったけれど、人の役に立つだけの豊富な知識を身に付けたのだ。

　それでも、侮ぶ蔑べつの言葉や陰かげ口ぐちは消えなかった。

　その時にようやく気づいた。彼らはただ傷きず付つけたいだけ、弱者を蔑さげすみたいだけなのだと。

　ぐっと唇を嚙む。

　ブランは、いわれのない蔑みに耐たえようとしている。そんなことは言われなかったという顔をして、今までずっとそうやってやり過ごしてきたのだろう。

　でも、何を言われても、本当に傷付かない人はいない。

　ブランを庇かばうように、リディは三人の嫌な視線と正面から相対した。

「持って生まれたものを理由に、一方的に蔑むなんて間違ってる。恥はじを知りなさい」

「はあ？　何様だ！　町長の息子に向かって──」

「立場なんて関係ないわ。人柄の問題よ。それでいくと貴方はろくでなしね」

「くそっ、生意気な女だな。どうせ、お前もヴィロン人だからそいつを庇ってんだろ！」

　ダミアンが、突然リディに向かって手を伸ばす。荒々しくフードを摑むと、ぐいと勢いよく取り去った。

　その瞬間、飴色の髪がこぼれる。

　辺りが、しんと静まり返った。本物の飴のように透すき通とおった美しい髪に、周囲の人々は無意識に息を吞む。その中でリディは、ただ正面のダミアンを睨み返していた。

「私は正しよう真しん正しよう銘めいのライオール人だけれど、ヴィロン人を差別はしないわ」

「……なかなかいい女じゃねえか」

「は？」

「もったいぶって隠しやがって。そっちのガキよりお前の方が、縛しばりがいがありそうだな」

　──心底下品な男ね。

　けれど、こちらに興味を持ってくれるなら都合がいい。挑ちよう発はつ的てきな異い母ぼ妹まいの仕草を真ま似ねするように、リディは口の端に笑みを浮かべながらダミアンを見据えた。

「それなら、勝負しましょう」

「勝負？」

「先に相手を動けなくした方が勝ち。魔法の使用は制限しない一本勝負。勝った方は、負けた方の望みを何でも聞く──どう？」

「だめですよ！」

　ブランが焦ってリディに耳打ちした。

「ダミアンは、ああ見えても魔法士なんです。よく街の人にも嫌がらせしたりして。それに僕、噂で聞いたことがあるんです。リーデリア様は、賢けん者じやだけどその……魔法が使えない王女様なんですよね？」

　告げることが申し訳なさそうな様子が、かえってリディの胸に刺さった。

　──ブランまで知っているなんて……私が国民にどう思われているかが丸わかりね。

「大丈夫よ。彼くらいなら」

　言い聞かせるようにブランの服についた土を払うと、リディは飴色の髪をなびかせながらダミアンに向き直った。

「俺が勝ったら、うちの下働きになってもらおう。毎日可愛がってやるぜ」

「私が勝ったら、二度とブランに嫌がらせはしないと誓ちかってちょうだい。さあ、始めましょう。逃げるなら今のうちよ」

「その減らず口、すぐ叩けなくしてやる！」

　ダミアンが、いけ好かない笑いを浮かべながら空中に指を滑らせる。

　ライオールでは、魔法士は貴き重ちような存そん在ざいだ。最低限の基準を満たす才能があれば、家柄や資産を問わず魔法士学校に入学できる。そこを卒業さえすれば、将来は約束されたようなものだ。それなのに、こんな小さな街でくすぶっているところを見ると。

　──大した腕前ではないわ。

　ダミアンが指先で紋様を描えがき出す。

　教科書通りの見慣れた構成──威力も小さい。何が、いつ、どのタイミングで起こるか、手に取るようにわかるお遊び程度のレベルだ。宮きゆう廷ていの魔法士の足元にも及およばない。

　落ち着いた動作でリディは地面を蹴って横に飛ぶ。先程まで立っていた場所に、細やかな光の粒りゆう子しが集まって帯を作り出したが、リディという目標物を無くしたそれは、空中で微かに蠢うごめいただけで音もなく霧む散さんした。

　ダミアンが口をあんぐりと開けたままその様を凝ぎよう視しする。

「まさか今、避よけやがったのか……？」

「紋様を描く速度が遅いわ。中身もお手本のまま。私に当てたいなら難なん読どく化かや多重化を組み込むべきね。せっかく魔法士として生まれたのなら、もう少し勉強した方がいいわよ」

「偉えらそうに……！」

　ダミアンが再び同じ魔法を描こうとする。リディはその隙に、さっとダミアンとの距離を詰めた。外套を翻ひるがえして、彼に向かって手を伸ばす。

「一つ教示してあげる。技量の低い魔法士ほど紋様を描く時は──無防備なのよ」
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　魔法の気配で、ぴくり、と獣の耳が震ふるえた。

　アルヴァンは苦虫を嚙み潰したような顔をしながら、ベッドの上で体を起こす。仮眠を取って幾いく分ぶんましになったものの、頭はまだ重い。

　昨日は、一日かけて王都ファルサードの方々を巡めぐり、疲れ切って城に戻ろうとしていたところで宮きゆう殿でんに呼び出された。魔力を送り込まされた挙あげ句く、徹夜明けの体で荷物を抱えて城まで飛んで帰ってくるのは、さすがに負ふ担たんが大きい。

「ったく、誰だよ。魔法を使ってやがるのは……」

　ベッド脇にだらだらと足を下ろしながら、誰にともなく呟いた。

　こういう時は自分の才能が恨うらめしい。一定範はん囲い内で魔法が使われると、その気配を勝手に獣の耳が察知してしまう。日常生活で使う程度の魔法なら無視もできるが、明らかな害意を含む魔法だと、おちおち眠ってもいられなかった。

　どんな感覚か、説明することは難むずかしい。それでも何とか例えるとすれば、耳元でがちゃがちゃと音を鳴らされるような、そんな不快感だ。

　──このド下手な魔法は、ダミアンか。

　アルヴァンは屋上への階段を上る。テラスに出る時に風が吹きつけて、少し眼めが冴さえた。

　髪を搔き上げつつ、主塔の西側へと近づく。いつも通りの小さな街並みだが、ほとんど人通りがなかった。その代わりに、広場の一角を取り囲むように人だかりができている。中心に目を凝こらすと、一人の男が今まさに空中に紋様を描くところだった。

「鬱うつ陶とうしいな。シメるか──」

　剣けん吞のんな独り言を呟きながら、魔法の先に目を向ける。少女がダミアンの拘こう束そく魔法を避けて、石畳の上を軽やかに跳んだ。昼の日差しを浴びて、飴色の髪がまばゆく光る。

　あんな立派な色彩を持つ人間は、そうそういない。

　すぐその正体に思い至って舌打ちする。風を纏まとってテラスの床を蹴ると、アルヴァンは主塔の天てつ辺ぺんから宙ちゆうに躍おどり出た。

　──何やってんだ。アイツは。

　そう内心で呟きながらも、その口元には微かに笑みが浮かんでいた。
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　リディが懐ふところに踏み込んだ時には、ダミアンの紋様はおおよそ描き上がっていた。それでも構わず、リディは驚きよう愕がくの表情を浮かべた彼の腕を取る。

　全く、隙だらけだ。

　摑んだ腕をぐいと曲げて、紋様の矛ほこ先さきをダミアンに向けた。魔法が彼の足元に現れて、そのブーツに絡からみつく。

「な──!?」

　足元を見て硬こう直ちよくしたダミアンから、リディは一歩後ろへ下がる。

　見物人は皆みな、黙りこくっていた。目の前で何が起きたのかまだ飲み込めないらしい。

「勝負あったわね。自分の魔法で動けなくなる気分はどう？」

　冷れい酷こくに見えるようできる限り虚きよ勢せいを張りながら、リディは内心胸を撫で下ろした。

　リディがやったのは、魔法の矛先をダミアン自身に向けたこと。一度描くところを見てしまえば、リディには紋様の癖くせや発動のタイミングが、瞬時に把は握あくできる。魔法を妨ぼう害がいされるという発想が、経験の浅い彼になかったことも幸いした。

　この程度の魔法士なら、やり返せる自信はあった。だてに賢者として研究をしているわけでも、多くの魔法士を見ているわけでもない。

　けれど、失敗する可能性がなかったと言えば噓うそになる。

　──ダミアンが、紋様を手で描かないといけないくらいの技量で助かったわ。

　一定技量以上の魔法士であれば、小さな魔法なら完成した紋様をわざわざ手で描かずに出現させることができる。そんな相手には、とてもこんな手は使えない。

「私の勝ちよ。約束は守ってもらうわ。まずはブランに──」

「お嬢ちゃん、後ろ！」

　ジジの叫び声に振り返ろうとした瞬間、周囲に光の粒子が舞った。光は輪になったかと思うと、避ける間もなく腕ごと押さえ込むようにリディの胴どう体たいに巻き付く。

　離れた場所から勝負を見守っていたモリスが、リディに向けて魔法を放っていた。

「っ……！」

　拘束魔法の輪が体に食くい込んで、リディは尻しりもちをつく。漏もれそうになった呻うめき声ごえを何とか意地で殺した。気勢を取り戻したダミアンが、棘とげのある笑い声を上げている。

「……一体どういうつもり？　勝負はついたでしょう。彼に、魔法を解除させて」

「そんなの、もう関係ねえ！　油断さえしなけりゃ、俺の方が強いんだ」

「自分の敗北も認められないの？　往おう生じよう際ぎわが悪いわね」

　ダミアンを促うながすように、リディは周囲を見やる。広場に集まっていた人々は、遠巻きながら彼を責めるような目で見ていた。

「仲間を使って抑えつけたところで、貴方が私に負けた事実は変わらないわ」

「黙れ。俺は負けてねえ！　このっ」

　視線に耐えかねたダミアンが、怒りに任せてリディを突き飛ばす。地面に転がった体に向かって足を振り上げた。

　──蹴られるっ。

　一瞬、顔だけでも背けようかと思ったが、それすらもしたくなかった。

　蹴りたければ蹴ればいい。何をされても、こんな輩やからに屈くつするつもりはない。

　ダミアンを睨みつけたまま、リディはぐっと奥おく歯ばを嚙んだ。

　その時だった。

　強い風が背後から吹き付けた。猛烈な風の勢いに驚いて反射的に目を瞑る。

　──何!?

　あまりの暴風に思わず身が縮ちぢんだ。

　けれど、耳を塞ぎたくなるような荒々しい風音は、すぐに消えた。後ろ髪が、穏やかなそよ風にふわりと煽られる。

　無様に転がったまま、リディは眼前に現れた男を見上げた。

　獣の耳をぴんと立てたアルヴァンが、不機嫌そうに眉を寄せて立っている。

　──助けて、くれたの……？

　アルヴァンが、空中で指を縦たてに小さく振る。瞬間、ふっと体の締め付けがなくなった。リディを拘束していた光の輪は地面に落ちて、儚はかなく消えていく。

　有う無むを言わせず腕を摑まれたリディは、その場でぐいと引っ張りあげられた。

「ありが──」

「馬ば鹿かか、お前は」

「ばっ……」

　──馬鹿!?

　日頃投なげかけられることのない罵ば倒とうに、怒りよりも先に驚きが湧わく。目を見開いたリディを見て、アルヴァンはさらに渋しぶい表情を浮かべた。

「馬鹿っていうよりは、マヌケか？　お前はここに隠れに来たんじゃなかったのか。自分から騒さわぎを起こしてどうすんだ」

「それは……そうだけど。でも、あの人たちがブランを侮ぶ辱じよくするから！」

「ほっときゃいいだろうが」

「でも……」

　──放っておけなかったんだもの。

　黙り込んだリディをアルヴァンはしばらく見下ろした後、ついと顔を背けた。

　風に飛ばされたのか、地面に倒れていたダミアンが身を起こそうとする。打ちつけた肩をさする彼の正面に、アルヴァンが回り込んだ。

「おい。勝手に人のモンに手ェ出してんじゃねえよ。今度こんな真似しやがったら、三人まとめて川に沈しずめてやる」

「うっ……るせ……」

「俺は別に、今すぐでも構わねえけどな」

　アルヴァンが睨みを利きかせると、ダミアンは引きつった顔で広場の外へと走り出す。置いていかれたドニとモリスが、慌ててその後に続いた。

「ちょっと待ちなさい！　ブランに、謝っ──」

　後を追いかけようと、リディは足を踏み出す。

　だがその瞬間、噓のように力が抜けた。

　──なっ……!?

「っ！」

　膝を突く前に、アルヴァンに抱だき留とめられた。彼から離れたいのに、足に力が入らない。ずるずると、その腕の中に沈み込む。

　いつの間にか、すっかり体が冷え切っていた。覚えがあるその感覚にリディの身が縮む。

　自分のものではないかのような体の感覚。疲ひ労ろうとは違う、体の重さ。

　──もしかして、魔力切れ……なの？

「ほらな。さっき素す直なおにキスされときゃよかったんだ」

　周囲の人々の囁ささやき合う声が、遠くでさざめく。その中で、彼の低い声だけが耳元にはっきりと響いた。

「助かりたかったら、キスしてほしいってお願いしてみろよ。王女様」

「絶っ対、言わない……から」

「くだらねえ意地張ってると、死ぬぞ」

「意地の張り合いなら……負けないわ」

　ねだるなんて冗談じゃない。自分が不利だからって、矜きよう持じを捨すてて屈するのは嫌だ。

「何と言われても、私は自分の立場を……築いてきたんだもの。だから、私は、私の意思を曲げない、から……！」

　きっと、自分の顔は苦く痛つうでみっともなく歪んでいる。それでも、強い気持ちを込めてリディはアルヴァンの眼をねめつけた。

　覗き込んだ瞳が、微かに見開かれる。今度はその紺青色の底まで、見透かせたような気がした。

「アルヴァン様。あんまりリーデリア様をいじめないでくださいよ」

　横合いからブランの焦ったような声がする。彼はアルヴァンのベストを摑んで、ぐいと引っ張っていた。

「……何で俺がいじめてることになってんだ」

「いじめてるじゃないですか。まあ、ライオールの王族につらく当たりたくなる気持ちは、ちょっとはわかりますけど……でも、リーデリア様は僕を助けてくれたから」

　ブランが小さな拳を握りながら、思いきったように言った。

「王女様の立場だって、僕たちがヴィロン人だからっていうのと同じように、本人には関係がないでしょ？　だから、アルヴァン様もリーデリア様を助けてあげてくださいよ」

　ブランは、リディの顔を覗き込んで照れくさそうに笑うと、顔をしかめたままのアルヴァンに、もっともらしく言い募つのる。

「それに、ほんとにリーデリア様が死んじゃったら、アルヴァン様も僕も投とう獄ごくじゃすまないですよ」

「……ったく」

　アルヴァンの指が滑るように顎をなぞって、リディは上を向かされた。

　そっと左耳に手を添そえられ、顔を近づけられる。

　間近でアルヴァンの顔を見た瞬間、リディの脳のう裏りに昨日の出来事が甦よみがえった。

　キスをされた、その時のこと。

　──まっ、まさか……！

　あわや唇が触れ合う直前、リディは渾こん身しんの力を振ふり絞しぼってアルヴァンの逞しい胸を押し返す。

「ちょっと待って！　まさか、こっここで……ここで魔力を補ほ充じゆうする、つもりじゃ……!?」

「仕方ねえだろうが。こんなところで魔力切れを起こすお前が悪い」

「そんな、自分ではわからないし……人がっ……見てるのよ!?」

　いつの間にか、ブランは朝と同じように両手で顔を懸命に覆っていた。

　周囲の人ひと垣がきが、さらに大きくなっている。この街の人間、ほぼ全員が集っていそうだ。

　リディは強い眩暈めまいを覚えた。

　──ここでキスなんて、そんなの嫌っ！　お父様やお兄様に見られただけでも恥ずかしかったのにっ……。

　このままでは、大勢の前でキスされた挙句、間違いなく自分はアルヴァンの恋人だと思われてしまう。

　想像しただけで顔が真っ赤になった。恥ずかしさと口く惜やしさで、目尻に涙が浮かぶ。

「しっ、城まで運んで。それまでは大丈夫、だから……！」

「はっ。息も絶え絶えのくせに、よく言うぜ」

　一生懸命、アルヴァンの胸を押おし戻もどす。けれど、その手の感覚も段々と薄れていく。

　──絶対……駄目っ。

　リディは、ぎゅっと目を瞑る。ずるりと滑り落ちた手を、アルヴァンが逃がさないとでもいうかのように受け止めた。

「──まあ、せいぜい自分のマヌケさを呪のろうんだな」

　アルヴァンの嘲あざ笑わらうような囁きが聞こえたと同時に、思いがけずそっと唇を重ねられた。瞬間、周囲のざわめきが歓かん声せいに変わる。あちこちから、囃はやし立てる声や口笛が上がった。

「……やっぱり、良い仲だったんじゃねえか」

　そばまでやってきたジジが、やれやれとため息交じりにからかう声が聞こえる。

　──ちっ、違うの！　そうじゃ……なくて。

　叫びたいのに、唇を塞がれていてはそれもできない。

　先程は酷こく薄はくな言葉を投げかけてきたくせに、アルヴァンの唇はたまらなく熱い。城で突き飛ばされた時のような荒々しさもなくて、かえって居いた堪たまれなくなった。

　耳に添えられた骨ばった手と唇の柔らかさ。相反する感かん触しよくに、否いや応おうなしに事実を突き付けられる。

　昨日の夜は意識を無くしていたけれど、今はもう言い逃れできない。

　キスを、している──。

　危き険けんで理解不能な、この男と。

　微かに開いた口から、どっと熱い息い吹ぶきを吹き込まれた。隅すみ々ずみまで魔力が行き渡っていく感覚に、体が打ち震える。知らぬうちに、甘あまい吐と息いきが漏れた。

　その様子を、アルヴァンが目を細めて笑う。リディはさらに、ぎゅうと固く目を閉じた。

　──こんなのっ……人生の汚お点てんだわ……！

　注ぎ込まれる魔力の熱に浮かされながら、リディは朦もう朧ろうとする意識を、疲労と羞しゆう恥ちに負けてあっさりと手放した。
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　睡眠は最高の贅ぜい沢たくだ。嫌いやなことを全て忘れさせてくれる至し福ふくの時。

　特に、静けさの中でうとうとと微睡まどろんでいるひとときは。

　その気け怠だるい感覚に浸ひたっていたリディは、微かすかな寒気を感じてもそりと体を丸めた。

　初春とはいえ、朝夕の冷え込みはまだ厳きびしい。暑いのは気にならないが、寒いのはどうも苦手だ。寝ぼけた頭のまま、器用に毛布の端はしを引き込む。

　──それにしても寒いわね。いつもならそろそろ、シアラが暖だん炉ろに火を入れてくれるはずなのに……。

　眉み間けんに皺しわを寄せながら寝返りをうつ。すぐ横から心地ここちよい熱を感じて、目を閉とじたまま身を寄せた。そのぬくもりに満足して、ふっと体が弛し緩かんする。

　──湯たんぽみたい。

　穏おだやかな気持ちでうっすら目を開くと、視界が真っ白なもので覆おおわれていた。それが布だと気づくのに、寝起きの悪いリディは数秒かかる。

　白い布──ボタンがいくつか開けられたシャツから、逞たくましい胸むな元もとと角張った鎖さ骨こつが覗のぞいていた。

「……なん、で？」

　眼前にある現実が信じられなくて、ぱちぱちと瞬まばたきをする。けれど、無意識に寄より添そっていたぬくもりも、目の前に横たわった男も一向に消えはしない。

　毛布を跳はね飛とばすように、リディは体を起こした。

　円形の広い部屋──暖炉のそばにあるベッドに、どうやら寝かされていたらしい。

　部屋の隅すみにはソファや椅い子すなどが置かれ、その上に物が乱らん雑ざつに積み上げられていた。

　どことなく、見覚えがある。

　──ここって、もしかしてアルヴァンの……。

「人の部屋で昼まで寝るなんて、お気楽なモンだな。王女様は」

　すぐ横から聞こえた憎まれ口に、赤面しながら鋭するどい視し線せんを向ける。いつの間に目を覚ましたのか、アルヴァンが横になったまま欠伸あくびをしながら大きく伸びをするところだった。
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　──ああっ、もう最悪だわ！

　アルヴァンの部屋、その半階上にある吹き抜けのバルコニー。

　着替えと遅い朝食を終えたリディは、手すりに接したテーブルに荒あら々あらしく本を下ろした。

　目が覚めてすぐ、何でアルヴァンの部屋に寝かされているのかと苦情を申し立てたが、彼は一いつ切さい聞く耳を持たなかった。ただ一言。

　お前が魔ま法ほうを使えないからだろ、と。

　アルヴァンの城は、広い。百人は軽く収しゆう容ようできる大きさなのに、この主しゆ塔とうと隣となりの倉庫以外、ほとんど手つかずのままだ。各所に魔法で鍵かぎや罠わなを仕掛けたりしてはいるが、リディを守るには万ばん全ぜんとは言いい難がたい。

　何かあってもすぐ対応できるように近くに〈置いて〉おく、というのが彼の主張だった。

　──だからって、別に一いつ緒しよに寝る必要なんてないわ。絶対ただの嫌がらせよ。

　ぬくもりに惹ひかれて自ら寄り添ってしまったことを棚に上げながら、椅子に腰こしを下ろす。

　ブランに頼たのんで、リディはこの三階半にあるバルコニーを借りた。

　壁かべに作りつけられた本棚は空からで好きに物が置けるし、窓も付いているから明かりも十分だ。アルヴァンが自室にいる限り、不服ではあるが離はなれることもない。

　──気合を入れて、取り掛からないと。

　また一つ、早く王宮に戻らなければならない理由が増えた。

　リディはシャツの袖そでをわずかに上げると、慣れた手つきで羽根ペンを取った。




　しかし、勇んで解読に取り掛かった数すう刻こく後ご、リディは紋もん様ようを写し終えた羊よう皮ひ紙しをテーブルに広げたまま、重い重いため息を吐ついていた。

　昨日買ってきた本──リディが広場に落としたものを、ブランがきちんと回かい収しゆうしてくれていた──と、紋様を見比べる。

　予想はしていたけれど、やはり駄だ目めだった。ヴィロンの魔法はさっぱり読めない。

　中身が違い過ぎて、どの部分にどんな効果があるのかがそもそも判断できなかった。

　これでは、解かい除じよの紋様を作るどころか解読すら不可能だ。

　──構造は、見れば見るほどライオールのものに似ている気がするんだけど……。

　内容を隅々まで理解して初めて、解除の紋様を作ることができる。ライオールのものだったら簡かん単たんに作れるのにと、羊皮紙を睨にらみながらこめかみを押さえた。

　──……せめて、基き礎その手ほどきが欲しいわ。

　リディはバルコニーから少しだけ顔を出して、三階の私室にいるアルヴァンを見下ろした。

　彼は頭の後ろで腕うでを組み、暖だん炉ろの前に敷かれた絨毯に目を閉じて横になっている。太い尾が時折ばさばさと動いているから、おそらく起きてはいるのだろう。他の依い頼らいは断ると言っていたから、暇ひまを持て余しているのかもしれない。

　ヴィロンの魔法を教えてくれないか、もう一度頼んでみようか。浮かんだ思いつきを、一人首を振って否ひ定ていした。

　──どんなに暇でも、あの人が手伝ってくれるわけないわ。シアラに頼んで、国内で手に入るヴィロンの本をかたっぱしから送ってもらおうかしら。

　といっても、ヴィロン人はあまり資料を残さないことで有名だ。良い資料が見つかるかの保ほ証しようもない。

　リディは紋様を書いた羊皮紙を放り出して、先程よりも深くため息を吐く。

　沈ちん鬱うつな静せい寂じやくを破るように、階段をどたどたと大きな足音が上ってくるのが聞こえた。

　毛が落ちそうなほどに尾を振り乱みだしたブランが、バルコニーに駆け込んでくる。獣けものの耳を興こう奮ふんでいつもより大きく膨ふくらませながら、椅子に座ったリディに飛びついた。

「リディ様、僕と一緒にお祭りに行きませんか!?」

　先さき程ほど快かい諾だくした愛あい称しよう呼びが、もうすっかり板についている。打ち解けてくれたことを嬉うれしく思いつつ、リディはブランの頭を撫なでながら問い返した。

「お祭り……？　ああ、そういえばベローニナは、今日が春祭りなのよね」

　春の到とう来らいを告げる国を挙あげての祭り、一年の豊ほう穣じようを願うのが春祭りだ。

　ライオールの春祭りは、変わった開かい催さい方法を採っている。四月一日、まず王都ファルサードが祭りに入る。それから一日ずつずれて、段だん々だんと、地方に開催日が移っていくのだ。

　リディの言葉にブランがうんうんと大きく頷うなずくと、耳もふわふわと上下に揺ゆれた。その動作が微笑ほほえましくて、リディはさっきまで悩なやんでいたことも忘れてくすりと笑ってしまう。

「やっぱり、ブランは可愛いわね」

「リディ様、ひどいですよ。僕だってもう十三歳なのに……」

　ブランが、不服そうに頰ほおを膨らませた。

　──こういう仕草が、可愛いのよね。

「おいしい出店がたくさん出るんですよ。いつも王都のお祭りに行ってるリディ様には、ちっちゃすぎるかもしれないですけど」

「そんなことないわ。そもそも私、春祭りに行ったことがないから」

「ええっ、一回もですか!?」

　王都の春祭りともなれば、国中で一、二を争う人出だ。警護の大変な王女の外出など許されるはずもないとわかっていたから、行きたいとせがんだこともなかった。

　ぎこちなく頷くと、ブランは顔を輝かがやかせてリディの手を摑つかんだ。

「それなら、やっぱり行きましょう！　ここなら、リディ様のことを知ってる人もいないですし、出かけても大丈夫でしょ？」

「でも、私と一緒でいいの？」

「もちろんですよ。昨日──リディ様に助けていただいたお礼もしたいし」

　ブランが、もじもじと手をすり合わせる。いじらしい仕草に胸むねがじんと熱くなった。初めて行く春祭りをブランと見て回れたら、どんなに楽しいだろう。

　──でも……。

　リディは胸元にある紋様に服越ごしに触ふれた。解読の糸口がない今は、正直すぐにできることはない。けれど、自分の立場を忘れるわけにもいかない。

「ありがとう。でも、もう少し紋様の解読を進めたいから……」

「そう……ですよね」

　ブランが悲しげに目を伏せながら、しょんぼりと耳を垂たらす。それだけで、普通にしょげる何倍も感情が豊かに見える。しっぽも、さっきまであんなに元気に揺れていたのに、今は力なくだらりと垂れ下がっていた。

　わかりやすい意気消しよう沈ちん振りに、思わず胸が詰つまる。ぎゅっと、抱だき締しめたくなった。

　──ああっ……すごく、すごく申し訳ない気持ちになるわ。

「あっ、その──」

「……俺は行くぞ」

　謝ろうと口を開きかけた瞬しゆん間かんに、背はい後ごから声が聞こえた。三階から飛んできたのだろうか、呆あきれ顔のアルヴァンがバルコニーの手すりに腰掛けていた。

　予想外の言葉に、ぎょっと目を見開く。

　彼が祭りを楽しそうに見て回る姿は、どう頭を捻ひねっても想像できない。

　しかしブランは気にならないのか、両手を上げて無む邪じや気きにぴょんぴょんと飛び上がった。

　──ああ、ブランのためなのね。

　そういえば、使用人という割わりにアルヴァンはブランの砕くだけた口調を咎とがめない。

　実は、ブランにとんでもない秘ひ密みつを握にぎられているのだろうか。けれど、ブランがアルヴァンを脅おどす図はさらに思い浮かばなくて、リディは自分の突とつ飛ぴな考えを内心で笑った。

「アルヴァン様！　早さつ速そく、行きましょう！　今朝はいつもより早めに起きて、もう家事は全部終わらせてありますから」

　上ってきたばかりの階段を、ブランが駆かけ足あしで下りていく。あっという間に、にぎやかな足音が遠ざかっていった。

　リディは先程放り投げた紋様の紙に手を伸ばす。だが、その手首を横からアルヴァンに摑まれた。

「……早く行った方がいいわよ。ブランを待たせたら可か哀わい想そうでしょう？」

「何言ってんだ。お前も来い」

「え？」

　拍ひよう子し抜ぬけしている間に、アルヴァンに体を引き上げられる。至し近きん距きよ離りに飛び込んできたその顔には、「このマヌケ」としっかり書かれていた。

「まさかここに一人で残るつもりだったんじゃねえよな。俺と離れてる間に、また誰だれかに襲おそわれても知らねえぞ」

　リディはアルヴァンの手を振ふり解ほどこうと精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうをする。けれど、思ったより強く摑まれていて、彼の手はびくともしなかった。
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　──昨日は、着いて早々に放置したくせに。

　足元を見つめながら、リディはとぼとぼと小道を歩く。

　先頭を行くブランは、今にも駆け出しそうなくらい、上じよう機き嫌げんだ。足取りが半分スキップになって、外套コートから覗く尾が豪ごう快かいに揺れている。

　一歩後ろを歩くアルヴァンは、今日は外套を着ていない。逞しい腕や胸板。さらに精せい悍かんな容姿と、獣けものの耳と尾というおまけつきで嫌いやでも人ひと目めを引く。

　ますます、リディの足取りは重くなる。

　昨日、街のほぼ全員にキスするところを見られてしまった。その張本人と並んで歩くなんて、羞しゆう恥ちで死んでしまいそうだ。

　けれど、街の喧けん騒そうが耳に届いてくると不思議と心がうきうきしてくる。我ながら現金だと思うが、やはり初めての祭りに期待が膨らんだ。

　──何より、ブランも喜んでくれているみたいだし……。

「リディ様、ほら早く！」

　ブランはぐんぐん先に行ってしまう。気が付けば一足先に橋を渡りきり、入り口のアーチを潜くぐるところだった。

　騒そう々ぞうしさを感じながら、リディは足早にブランの後を追う。だが街かい道どうに足を踏ふみ入れた途と端たん、横合いから来た人とぶつかりそうになった。

　──あぶなっ……！

　後ろによろけたところを、筋きん肉にく質しつの腕に受け止められる。この数日の間に何度となく抱き寄せられたせいで、それが誰かは顔を見なくてもわかった。

「……っ、ありがとう」

　小声で礼を言いながらアルヴァンから距離を取って、今度は周囲を注意深く見回す。

　近きん隣りんからも人が集まっているのだろうか。昨日とは打って変わって、道いっぱいに人が溢れていた。

　街道沿いの店が棚や台を出しているせいで、道みち幅はばが昨日よりも狭せまくなっている。肩かたが触れ合うほどの混雑の中を、人が引っきりなしに行いき交かっていた。

　あちこちの出店からもうもうと湯気が立ち込め、辺りはすごい熱気だ。味の想像もつかない食べ物が、店主と客の騒さわがしい声と共に売り買いされていく。

「さっさと行くぞ」

　ぼうっと見入っていると、突然手を引かれる。リディの手を摑んで、アルヴァンが人混みへと歩き出していた。

　──人混みだって言ってもっ……。

　どうしてもアルヴァンの容姿は目立つため、好こう奇きの視線を向けられる。リディは顔を見られないように、フードをさらに深く被り直した。

「離して。手なんか摑まなくてもいいわ。子どもじゃないんだから」

「うるせえな。はぐれると面めん倒どうだろうが。大体お前は、ガキみたいなもんだろ」

　言い合っている間にも、次々に人とぶつかって引き離されそうになる。段々と目が回ってきて、広い背せ中なかについていくので精一杯だ。

　人を搔かき分わけながら進んでいたアルヴァンが、広場の手前で歩調を緩めた。彼の陰かげから奥おくを見ると、すでにいくつかの袋を携たずさえたブランが花か壇だんの脇わきからこちらに手を振っている。

　手を振り返そうとして、リディはふと手元に視線を落とした。

　アルヴァンの手とベストの裾すそを力いっぱい握ったまま、その背中にしがみついていたことに気づいて、慌てて飛び退すさる。

　これ見よがしに鼻で笑うアルヴァンを無む視しして、リディはブランに駆け寄った。




　ブランは春祭りの案内人としても、街の案内人としても優ゆう秀しゆうだった。

　街の中でも評判の出店に連れ歩きながら、はぐれた時のために城までの道順までわかりやすく教えてくれた。しかも、あっちの宿屋の肉料理は絶品だとか、こっちの酒屋の店主は強こわ面もてなのに下げ戸こで酒が全く飲めないとか、面白い話を挟はさむことも忘れない。

　数刻が経たつ頃ころには、リディはすっかりベローニナの街に詳くわしくなっていた。

　行く先々で、ブランとアルヴァンは街の人たちに声をかけられる。皆みな気き遣づかってか、昨日の出来事には触れてこなかったが、その度たびにリディは言いようのない恥ずかしさで身を小さくした。

　ずらりと並んだ出店には、どこも多くの人が詰めかけている。人気店ともなると、行列の端は人混みの向こうまで続いていたが、ブランは何な故ぜか優ゆう先せん的てきに、おいしそうな菓か子しや食べ物を次々と受け取っていた。

「実は、一人で来てもたくさん買えるように、先週のうちにいろんなお店のお手伝いをして予約させてもらってたんです。アルヴァン様も来てくれないと思ってたから」

　街を一周ぐるりと回り終えて、三人は広場に戻り着く。ブランは花壇の縁ふちに腰を下ろすと、自じ慢まんげに胸を張りながら袋を開けた。

「本当は二つだったんですけど、お願いして三つ貰もらってきました。はい、リディ様の分」

「ありがとう……」

　歩き回って、もう足が上がらない。ブランの横に腰を落ち着けて、リディは差し出されたパイを受け取った。手のひらに乗るくらいの小さなミートパイは、祭りにちなんでか丁てい寧ねいに花の形に整形されている。脂あぶら特有の香こうばしいにおいがリディの胃を刺激した。

　──これって、ここで食べるの……よね？

　すでにブランはパイを口に放り込み終え、別の袋を漁あさっている。アルヴァンはブランの横に立ったまま、大口を開けてがつがつと嚙かみつくように食べていた。

　リディは手元のパイを一ひと頻しきり眺ながめた後、覚悟を決める。口元を手で隠かくしながらぱくりと一口頰ほお張ばった。途端に、肉の独特の甘あまみが口いっぱいに広がる。

「……おいしい」

　思わず出た感かん嘆たんに、ブランが顔をほころばせる。リディははにかみながら心からの笑顔を向けた。

「……ブラン、誘ってくれてありがとう」

「よかったです。リディ様が喜んでくれて」

「おーい、ブラン！」

　広場の向こうから呼ぶ声に、ブランがぴくりと耳を上げた。同じ年頃の少年が、こちらに向かって手を振っている。ブランが、きょろきょろとリディとアルヴァンの顔を見比べた。

「……お友だちなんでしょう？　行ってきたら？」

「ありがとうございます。暗くなる前には戻りますから」

　ブランはすくっと立ち上がると、思い出したようにリディにそっと耳打ちした。

「お礼は、アルヴァン様にも言ってあげてくださいね。アルヴァン様が着いて来てくれなかったら、リディ様も連れて来られなかったし」

「でも、彼はブランのために来ただけで──」

「そんなことないと思いますよ。去年は一緒に来てくれなかったから」

　──まさか、私のため……？

　そんなはずがない。彼はそんな人ではない──はずだ。

　リディが怪け訝げんな表情で考え込むうちに、ブランは少年に向かって駆け出していく。合流した二人は、楽しそうに話しながら人混みの中へと消えていった。

　残されたリディとアルヴァンの間に、気まずい沈黙が流れる。

「……その、行かせてしまってよかった？　ブランって一応使用人なのよね？」

「別に。雑用が終われば頼むこともねえしな」

　アルヴァンはいつの間にかパイを食べ終え、ブランが置いていった別の袋を覗き込んでいた。好みの物がなかったのか、両耳をやや下げながら渋しぶい顔で袋の口を閉める。こうしていると、彼も見た目が整っただけの普ふ通つうの青年だ。

　出過ぎた真ま似ねではなかったと安あん堵どしながら、リディはパイの最後の一ひと欠片かけらを口に入れた。

　本当の彼が、よくわからない。人を人とも思わないのか、はたまた優やさしいのか。

　──もしかしたら、案外、悪い人ではないのかも。基本的には乱らん暴ぼうだけど……。

　パイを飲み込もうとした時、間の悪いことに後ろからぽんと肩を叩たたかれる。喉のどにパイが詰まらせながら振り向くと、朗ほがらかな笑みのジジが片手を上げて立っていた。

「よっ。今日は元気そうだな。昨日ぶっ倒れた時は、心配しちまったぜ」

　昨日──という単語が指す意味は一つしかない。けれど、誤解を解消しようと焦るほど、パイはますます喉につかえた。

「んっ、んんっ……！」

「それにしても、旦だん那なが来るなんて珍めずらしいなあ。二人きりで祭り見物たあ、仲が良いな」

「ごほっ、だから、違いまっ──」

　何とか飲み下して言葉を紡つむいだ瞬間、後ろからアルヴァンに力強く引き寄せられた。あっという間に手で口を塞ふさがれ、再びもごもごと言葉が搔き消される。

「!?」

　否定をしないアルヴァンを見て、ジジはリディが照れているだけと勘かん違ちがいしたのか、太い腕を曲げると、とんとんと肘ひじでアルヴァンを突いた。

「旦那もよかったな。お嬢じようちゃんみたいな、とびきり美人で良い子が来てくれてよ。昨日のダミアンとのケンカも見事なもんだったし、ツイてるじゃねえか」

「──確かに、そうかもな」

　アルヴァンがにやりと笑いながら、さらに強くリディを抱き寄せる。

　一体、何を言い出すのだろう。その言い方では、まるで本当の恋人みたいではないか。

「だかっ……違っ……」

「こんな面おも白しろいモン、そうそう手に入らねえからな」

　──面白い……物!?

　言うに事欠いて物扱あつかいだなんて。

　やっぱり、この男はただの人でなしだ。リディは微かに触れたアルヴァンの尾を摑む。沸ふつ々ふつと湧わき上がる怒りに任せて、ぐいっと力いっぱい握り締めた。

「っつ──！」

「アルヴァンの……馬ば鹿かっ！」

　完全に脱だつ力りよくしたアルヴァンの腕を振り払い、ジジの呼び止める声も無視して街道に飛び出す。人と揉もみ合いながら、悔くやしさに滲にじんだ涙を手の甲で拭ぬぐった。

　少しだけ、優しい人かと思ったのに。

　──依頼で預かってる物くらいにしか、思ってないんだわ。

　ブランもああ言うから、期待してしまったのかもしれない。やっぱり彼は、人を人とも思わないような輩やからだ。悪あく趣しゆ味みで、失礼なただの獣けだものなのだ。

　いつもと違うところに来たからと、浮かれては駄目だったのに。

「……早く、紋様を解読して王宮に帰らなくちゃ」

　真っ直ぐ伸びた街道の先に、城の主塔が見えた。頭の中で、帰るための経路を辿たどる。さっきブランに教えてもらったから迷うことはない。

　一人でも戻れる。

　わずかに俯うつむきながら、行く手から来た人とすれ違う。突とつ然ぜん、腕を引かれた。

「捕つかまえた」

　暗い響ひびきをした男の声と共に、眼前に紋様が浮かぶ。それはライオール様式のもので、内容は瞬しゆん時じに理解できた。

　──しまっ……。

　昏こん睡すいの魔法だ。そう気づいても避ける術などない。

　一いつ瞬しゆんで、視界が暗くら闇やみに閉ざされる。小脇に抱かかえられ、体をずるずると引きずられた。

　何で、誰が、と駆かけ巡めぐる疑ぎ問もんも消えていく。リディの意識は暗い淵ふちに静かに沈しずんだ。
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　じゃらり、と硬質なものが触れ合う音が耳につく。

　朦もう朧ろうとした意識のまま、リディは目を開けた。

　最初に、金属製の手て錠じようが見えた。手首にしっかりと嵌はめられたそれは、魔法がかかっているのか、見た目よりもずっしりと腕に食い込んでいる。

　──さっきの音は、これだったのね。

　手錠を気にしながら身を起こす。

　百人くらいが入りそうな広い部屋の中央に、リディはいる。床のタイルはほとんどが割れていた。漆しつ喰くいが剝はげて所々崩くずれた壁の隙すき間まから、鬱うつ蒼そうと茂る木々の影が覗いていた。どうやら打ち捨てられた廃はい墟きよのようだとリディは結論づける。

　天てん井じようも半分ほど崩れ落ちていて、そこからぽっかりと空が見えた。雲が掛かっているのか月明かりはほとんどないが、確実に日は落ちている。

　──そういえば、前回魔ま力りよくをもらったのはいつ……だった？

「目が覚めたか」

　少し甲かん高だかい、神経質そうな声。よく目を凝こらすと、広場で魔法をかけてきた男が、影に溶け込むようにして壁に寄り掛かっていた。

　黒い外套。フードを目ま深ぶかに被っていて、顔は鼻から下しか見えない。よく見ると、壁かべ際ぎわには他にも何人かの人影があった。三、四──五人はいる。

「ここまで簡単に攫さらえるなんて思わなかった。魔法が使えないんだな」

　──悪かったわね。

　自分を鼓こ舞ぶするように、リディは心の中で悪あく態たいを吐く。

　目の前の男たちと、過去に会った記き憶おくはない。舞ぶ踏とう会かいで会った銀色の魔法士とも違う。

　不安で逸はやる心臓を抑おさえるために、リディは思い切って自分から口火を切った。

「何故、私を攫ったの？」

「なぜ？　そりゃ、お前があの獣じゆう人じんの女だからさ」

　──私が、アルヴァンの……女!?

「はあっ!?」

「違うのか？」

　違う、と大声で叫さけびたい。けれど、迂う闊かつなことを口走って用済みだと思われても困る。

　──とにかく、相手の目的を確かめないと。

　リディは怒りを抑えるために深しん呼こ吸きゆうをすると、肯こう定ていも否定もせずに言葉を紡いだ。

「──彼への嫌がらせということ？」

「違うな。復ふく讐しゆうだよ」

　背後からまた別の男が、忌いま々いましそうに不平を垂れる。

「殺しの仕事でかち合った時、護衛の依頼を受けていた奴は、容よう赦しやなく俺たちにやり返してきやがった。おかげで、こっちの仕事は台無しだ」

「襲われたら抵抗するのは、当然でしょう？」

「俺たちの名前に傷がついて、それ以来仕事が来なくなったんだよ！　何人かで襲いかかった時は建物ごと吹き飛ばしやがって……くそっ！」

　──同業者の妬ねたみ……彼の噂うわさの元は、こういうことなのね。

〝獣人〟という、ヴィロン人に対する露ろ骨こつな蔑べつ称しようを使っていることからしても、よほど憎く思っているのだろう。見苦しい逆さか恨うらみにうんざりする。

　別の男が壁から離れてリディの前に屈かがみ込んだ。ニタリと不気味に笑うと、飴あめ色いろの髪かみを摑んで眼前に翳かざす。

「あの男を倒すのは正直難しい。だから、誰か狙ねらいやすい奴が現れるのを待ってたってわけだ。獣人の割に女の趣味は悪くねえな。何なら、今からオレが奴に代わって調教してやろうか？」

「──大人数でないと、女ひとり攫えない小物の癖くせに」

　そう呟いた途端、男に手錠の鎖くさりごと腕を引かれた。

「くっ──」

　足が浮き上がるほど高く持ち上げられて、手錠が食い込む痛みに思わず歯を食いしばる。

　それでも、男を睨にらみ返そうとした時、喉元に突然ひやりとした物が押し付けられた。

　──今の……。

　男が見せつけるように手に持った物を翳す。

　鈍にぶい色のナイフ。その切っ先は、微かに血で濡ぬれていた。

　男はリディを鎖ごと放り出すと、声を上げて笑う。

「あまり調子に乗んな。お前なんかいつでも殺せるんだ」

　リディが首に手を当てると、鉄の微かな臭いが鼻についた。眩暈めまいを覚えて気が遠くなりつつも、口の中を軽く嚙んで踏ふみ止とどまる。

　──倒れるわけにはいかない。何とか、自力で脱だつ出しゆつしないと。

　男たちが金の算段を始めたのか、どこそこに売り飛ばせば高く買い取ってくれるとかいう、お世せ辞じにも真っ当とは言えない単語が漏もれ聞こえてくる。

　彼らなら、リディの正体が王女だと知れば喜んで取引材料にするだろう。今のところは気づかれていないようでよかったと安堵に胸を撫で下ろしながら、リディは逃亡の手段を求めて再度、注意深く辺りを見回した。

　いつの間にか雲が晴れて、天井の破れ目から月光が射さしている。おかげで、部屋の細部にまで目が届いた。ふと背後の壁に、小柄な人なら抜けられそうな破れ目を見つける。

　隙を突いて飛び込めば、走って逃げ切れるだろうか。

　──難しいわね。きっとここにいる男たちは皆、闇魔法士だろうし。

　しかも昨日、広場で対たい峙じしたダミアンとはわけが違う。全員が本職だ。

　気が付けば、辺りは再び静かになっていた。ナイフの男がリディに近づいて鎖を引く。

「お前を高値で買ってくれる店まで連れてってやるよ。急げば半日だ。商売人の腕が良けりゃ、明日の夜には新しいご主人様の元に行けるぜ」

　──そんなところまで運ばれている時間はないわ。

　ここがどこなのかわからないが、体内の魔力の残りを考えればもう猶ゆう予よはない。

　最後に魔力をもらった覚えがあるのは、昨日の昼だ。広場でのあのキス。

　アルヴァンが言っていた一日一回の見立てが正しければ──もういつ死ぬかわからない。

　腕が千切れそうな強さで、男に鎖を引かれる。

　せめて、あと一人二人、少なければ。

　──何か、きっかけさえあれば。

　手錠でついた擦すり傷に顔を歪ゆがめた瞬間。

　地鳴りが聞こえた。

　大きなものが倒れる音が、空気を震ふるわせる。鳥たちが一いつ斉せいに飛び立ったのか、耳をつんざくような鳴き声と、羽音が辺りに響き渡った。

　男たちの仲間だろうかと、リディは息を吞のむ。

　けれど、鎖を摑んだままのナイフの男も、隣で同じように身を硬かたくしていた。その男だけを残して、他の男たちは黙ったまま戸口から出て行く。

　残されたナイフの男はじっと動きを止めて、周囲の様子に感覚を集中しているようだった。じっとりと、脂あぶら汗あせをかいている。

　リディの鎖を摑んではいるが、その力は先程よりも弱い。

　──今なら逃げられる……！

　リディは腰を落とす。男がわずかに怯ひるんだ隙に、全体重をかけて体当たりした。

「てめえ！」

　鎖を手元に引き寄せて、リディは男の手から逃のがれる。焦あせったのか、男が放った拘こう束そくの魔法はわずかに遅く、何とか見定めて避よけることができた。

　壁の隙間から転がるように外に飛び出る。微かに靄もやのかかった森の中を、重い足に鞭むち打うって闇やみ雲くもに走った。後ろを振り返る余裕もない。ブーツの下で、湿しめった葉が嫌な音を立てる。

　あの日から──魔法をかけられた日から、こんなことばかりだ。

　──おまけに、何でアルヴァンへの逆恨みにまで巻き込まれないといけないの!?

　背後からは、絶え間なく地鳴りが続いている。木が倒されているのだ、と外に出て気づいた。

　空を見上げると、右半分よりやや欠けた月明かりが、木々の隙間から射し込んでいた。

　自分の呼吸音が、気持ち悪いくらい耳に響き、目がかすんで視界が歪む。それが首の傷のせいか、魔力が尽つきそうなのかはもう判断できない。

　──とにかく、この場から離れないと。それから、アルヴァンのところへ戻っ……。

　暗い木々の合間に、一瞬白いものが掠かすめた。月光を吸い込むように輝く繊せん細さいな揺らぎ。

　通り過ぎようとしたリディの足が止まる。

　その色を見たのは、つい一昨日だ。今よりももっと微かな月光のもとですら、その髪は不気味なほどに艶つややかだった。

　──まさか……銀色の魔法士!?

　木の陰に回り込もうとして、前につんのめる。

　足が持ち上がらなくなっていた。両足がブーツごと光の帯で地面に縫ぬい止められている。

　帯はさらに伸びて、リディの足から胸まで縛しばり上げるように巻きついた。

　光の帯が、骨を軋きしませるように容赦なく食い込む。滲んだ視界に映る、ナイフの男。

　──いつの間にっ……。

「魔法も使えないくせに、手こずらせやがって……っ！」

　彼が血走った眼で突き出した鋭えい利りなナイフが、リディの首元に迫せまりながら気味悪く光った。

　殺される──!!

　悲鳴も出なかった。

　すべてが、噓うそのようにゆっくりと感じられる。

　目を閉じたいのに、視線はしっかりと男の動きを追っていた。ナイフが首の肉を抉えぐり、喉を刺し貫つらぬいて──直視に耐たえない惨さん状じようを予期して、顔から血の気が引く。

　どうしてこんなことに……魔法が使えないから？　私が役に立たないから？

　それにしたって、あんまりだ。一いつ生しよう懸けん命めい生きてきた結果が、これなんて。

　嫌だ、死にたくない。

　──そんなの……いやっ。

　地鳴りが、男のすぐ背後で起きた。

　男がナイフを握ったまま強風に煽あおられる。魔法で障しよう壁へきを作り数秒持ちこたえたようだが、それもすぐに砕ける。男の悲鳴と共に、周囲に土つち煙けむりが舞った。

　充満する土つち埃ぼこりに咳せき込みながら、リディはその場にへたり込む。経験したことがないくらい、心臓は早はや鐘がねを打っていた。

　もうもうと立ち込める煙の先に、人影が立っている。特とく徴ちよう的てきな影でその正体はすぐにわかった。髪の間から、逆立った獣の耳が覗いていた。

　再び吹いた一いち陣じんの風に土煙が飛ばされ、アルヴァンの姿が露あらわになる。彼が通ってきたと思おぼしき跡だけ、木が根こそぎ倒れていた。

　吹き飛ばされた木に激げき突とつしたのか、力なく地面に倒れ伏している男にアルヴァンが近づく。そして、男の胸を右足で躊ちゆう躇ちよなく踏みつけた。

「ぐっ……やめ──」

「やめろ？　そっちから手を出しておいて、よく言えたモンだな」

　冷れい笑しようを浮かべて、さらに強く足に体重を乗せる。男の肋ろつ骨こつが、みしりと音を立てた。

　──まさか、本当に殺す気じゃ……！

「頼む！　もう、お前にはっ……関わらねえ。だからっ……やめてくれ！」

　悲鳴交じりの懇こん願がんに興を削そがれたのか、アルヴァンが足を上げて男に背を向けた。その隙をついて、男の手元に光が灯ともる。一瞬で、紋様が浮き上がった。

　リディには見慣れた──発火の魔法。

「アルヴァン！」

　思わず、名前を呼んだ。

　ふっと一瞬静まった空間に、目に眩まぶしいほどの火の手が吹き上がった。火柱のようにアルヴァンの体を包み込み、激しく燃え盛さかる。

　けれど、それは一瞬だった。火は見えない何かに乱されて歪んだかと思うと、あっという間に搔き消される。

　先程と同じ場所に、アルヴァンが微び動どうだにせず立っていた。

「こんなモンか？」

　アルヴァンは、驚きと恐きよう怖ふで震える男を首だけで振り返ると、はっと嘲あざけった。

「……殺さずに済ませてやってるのも、わからねえのかよ」

　アルヴァンが、ぱちんと指を鳴らす。その瞬間、鋭い風が男を取り巻いて、その体を地面に押さえ込んだ。

「もう絡からまれるのはごめんだ。きっちり投とう獄ごくしてもらえるように、どっかの妹狂いの王太子様に連絡しといてやる。それまで、そこで大人しくしとくんだな」

　アルヴァンは、すでに意識を手放した男を蹴り飛ばすと、シャツに付いた煤すすを何事もなかったかのように払はらい落とした。リディに向き直ると、かったるそうに首に手を当てながら歩み寄る。だが、あと四、五歩まで来たところで、その青い瞳ひとみを見開いた。

　リディの手錠と首の傷に気づいて、目を吊つり上げる。

「ちっ」

　アルヴァンは忌々しそうに舌打ちをすると、へたり込んだままのリディに駆け寄って膝ひざを突く。拘束の帯を即そく座ざに霧む散さんさせると、血が滲む首の傷口に手を伸ばした。

「んっ──」

　見覚えのある、ライオールの治ち癒ゆ魔法の紋様が視界に入る。リディの首元がほんのりとあたたかくなった。傷の具合を見て、アルヴァンが眉まゆ根ねを寄せる。

「……ナイフに小細工でもしてたのか、魔法が混じってやがるな。俺は、こういうちまちました治癒は苦手なんだ。とりあえず、止血だけしとくぞ。手錠もさっさと切りてえが、変な仕掛けがあると面倒だ。城に戻るまでは我慢しろ。他に何かされてねえだろうな」

　リディの体を見回したアルヴァンが、その足元に長い指で触れる。わずかに残っていた拘束魔法が、ふつりと消え去った。

　リディの体に、ようやく自由が戻る。

「おい、聞いてんのか──」

　苛立たしそうに、アルヴァンが顔を上げる。

　その瞳を見つめて、リディは思い出したように息を吸うと──声を絞しぼり出した。




「……アルヴァンの馬鹿」




「はあ!?　お前、まだそんなこと言って──」

「だって、今回のこれは全部……アルヴァンのせいじゃないっ！」

　思わず出た大声に、神経がさらに昂たかぶる。人ひと気けのない森にリディの声が反はん響きようした。

「アルヴァンがあんなっ、人前であんなことするから、勘違いされてっ……アルヴァンへの腹いせに攫われて！」

「それは」

「完全に巻き込まれ損ぞんじゃない！　アルヴァンのところに来なかったらっ……こんな目に遭あうこともなかったのに……こんなっ」

　──こんなに自分が役立たずだなんて、思わなくて済んだのに。

　王女の肩書を外した自分は、いつも以上にただのちっぽけな存在で。

　魔法が使えないから、自分の身すらも守れなくて。

　いつも張っている虚きよ勢せいを剝はがされたことで、まざまざと思い知らされる。

　何もできないことを。

　それが、悔しくて、恥ずかしくて。

　つらくて──。

　段々、声が荒くなる。ぎゅっとスカートの裾を握り込んだ。

「大体、何で……何で私ばっかりこんな目に遭うのよ」

　手錠が音を立てるが気にもならない。心の中で膨れ上がる何かを抑え込むように、筋すじが浮かぶほど、さらに手を強く握った。

「ちゃんと、人並みになるためにがんばってきたのに……それだけなのに。変な魔法をかけられて、アルヴァンとキスしないと生きていけない体にされてっ……！　全部っ、全部アルヴァンが悪いんだから」

「……お前、言ってること滅め茶ちや苦く茶ちやだぞ」

「八つ当たりだって、わかってるわよ！　でも、だって……だって」

　──あと一瞬、助けが遅ければ死んでいた。

　今になって体が震え出す。手を握り合わせたけれど、ただ胸が苦しくなっただけだった。

　気持ちの整理が追いつかない。

　もうぐちゃぐちゃだ。自分のことなのに、自分でももうわからない。

　どうすればいいのか。

「……これ以上、私にっ……どうしろっていうのよ……」

　絞り出すように呟いた瞬間、顎あごに手を掛けられて俯いた顔を持ち上げられる。アルヴァンがリディの目を見つめながら、呆れ果てた表情でその青い瞳を細めた。

「馬鹿は、お前だ」

「っ──」

　言い返そうとする前に、アルヴァンが手を伸ばしてくる。背中に両腕を回されて、座り込んだ体を抱き寄せられた。
















　思わず、狼狽うろたえる。

　抵抗することもできないくらい、しっかりと引き寄せられ、視界が閉ざされる。感じるのは触れ合った体から伝わる、包み込むようなアルヴァンのぬくもりだけだ。

　不意に、頭にぽんと手が置かれた。大きな、あたたかい手。

「──怖かったなら、泣きゃいいんだよ」

　頰に当たるアルヴァンの胸を通して、言い聞かせるような優しい囁ささやきがリディの体に響いた。

　瞬間、喉につかえていた何かが、すっと解ける。呼吸する感覚が戻ってきて、浅く息を吸った。それが段々と、速くなっていく。

「……私はっ……別に……」

　情けないくらい、か細い声が漏れた。

　大丈夫だった。怖くなんかなかった。

　そう言ったつもりだったのに、代わりにぽろぽろと、噓のように両目から涙が溢あふれた。

　滴しずくはアルヴァンのシャツに吸い込まれて、見苦しい染しみを作る。その跡が、止まることなくぽたり、ぽたりと増えていく。

　ぐしゃりと顔が歪み、気づけばしゃくり上げていた。

　たまらずアルヴァンの胸にすがりつく。両手で彼のシャツをぎゅっと握り締めた。

「こわ……かっ……、すごく……こわかった……ずっとっ」

　王宮を出るよりも、もっと前から。

　死の魔法にかけられた時から。

　呟いた途端、涙がさらに溢れ出る。もう、止めようと思っても止められそうになかった。

　アルヴァンが、さらに強く抱き締めてくる。その体温が心地よくて、リディはその胸に顔をすり寄せた。

　耳元で、彼の心臓の音が聞こえる。ゆったりと、力強く響く音。

　それに合わせるように、泣きじゃくっていた鼓こ動どうが少しずつ落ち着いていく。

　ささくれ立っていた思いも、肩肘を張っていた心も。

　緩ゆる々ゆると静められて──。




　いつの間にか、涙が収おさまっていた。

　すがっていたアルヴァンの胸から、リディは顔を離す。

　人前で泣きじゃくったのなんて、いつ以来だろう。そもそも家族以外に、涙を見せたことなどない気がする。

　瞼まぶたが腫はれぼったくて、視界が狭い。見苦しい姿を恥ずかしく思いつつも、アルヴァンの存在を確かめたくて、抱き締められたまま静かに顔を上げた。

　いつもと同じ、どこか不機嫌そうな顔。

　よく見ると暗あん褐かつ色しよくの髪は、いつも以上に乱れている。ふわりとリディの体に巻きついた尾も、毛け並なみがぼさぼさになっていた。

　──急いで、助けに来てくれたんだわ。

　そう気づいた途端、何故だか急にどぎまぎしてしまう。

　いつの間にかアルヴァンの片かた膝ひざに乗り上げていて、全身をすっぽりと包まれていた。さっきまでは確かに安心していたのに、今は彼の逞しい腕に抱き寄せられていることが、顔から火が出そうに恥ずかしい。

　広場でキスされた時の羞恥とは、種類が違う。けれど何がどう違うかは、知識を総動員しても判わからなかった。

　──みっともないところを見せてしまったせいだわ。きっとそうよ。

　戸と惑まどう視線に気づいたアルヴァンが、リディの顔を覗き込んでくる。

　その青く澄すんだ瞳をじっと見つめながら、リディは唇くちびるを震わせた。

「ぁっ……」

　ありがとうと言おうとしたけれど、掠れてうまく声が出ない。ますます居い心地ごこちが悪くなって、赤くなった顔を隠すように再び俯いた。

　突然、体が軽くなる。抱き寄せられたまま、ふわりと宙ちゆうに舞い上がっていた。

「帰るぞ。ブランが、城で右往左往してるだろうからな」

　アルヴァンはリディの体を下から抱きかかえ、浮ふ上じようする。がさがさと木の枝を搔き分け空に躍おどり上がると、迷うことなく沈みかけの月を背にして森の上を飛び始めた。

　晴れ渡った上空の夜風は、一ひと際きわ冷たい。触れ合ったアルヴァンの体温が、心地よかった。

　けれど、そんなことは口が裂さけても言えない。代わりに、憎まれ口が突いて出る。

「本当、ひどい目に遭ったわ」

「お前が勝手に離れるからだろうが」

「もとはと言えば、アルヴァンが私を物扱いするからでしょう。私は、貴方あなたの退屈を紛まぎらわせるおもちゃじゃないわ」

「……そういう意味じゃねえよ」

「？　風でよく聞こえないわ。何て？」

「──俺の尾を無理矢理摑みやがったことで、相そう殺さいだ。それでいいだろ」

　きちんと聞き取れなかったが、さっきとは違うことを言われた気がする。リディは怪訝な表情で目を合わせないアルヴァンを見上げた。

「死にかけたのだから、もう少し償つぐないがあってもいいと思うけど？」

「償いってなんだよ。金でも払えってか」

　珍しく、アルヴァンが否定しない。おそらく彼なりの肯定だろうとリディは勝手に納なつ得とくした。

　彼に聞いてほしい頼みはいくつかある。リディは、その中から迷わず一つを選び出した。

「私にヴィロンの魔法を教えて」

　アルヴァンが、両耳をびくりと震わせる。

　やはり駄目だろうか、と肩を落としかけたリディの耳に渋しぶ々しぶといった承しよう諾だくが聞こえた。

「──わかった」

「本当!?」

「これ以上、変な揉め事に巻き込まれるのはごめんだからな。ただし、条件がある。もう勝手に俺から離れるな。助けに来るのが面倒だ。あと──尾には二度と触るな」

「そんなに痛かった？」

「耳と尾は感覚が鋭いから、死ぬほど痛えんだよ」

　心なしか抱き上げている腕の力が抜けている気がする。リディは落とされませんようにと願いながら、こくこくと頭を縦たてに振った。

　──少し残念だわ。手触りはすごく気持ちよかったのに……。

　向かう先から、さあっと日が射し始める。リディは思わず目をしばたたかせた。

「……もう夜明け？」

　ということは。

　重要なことに思い至って、ぴたりと動きを止めた。

　一昨日の昼からキスをしていない──否いな、魔力をもらっていない。

　もう確実に一日以上経っている。

「あっ、アルヴァン！」

「何だよ、うるせえな」

「私、貴方の──」

　魔力がほしい。

　言葉を続けようとして、思わず喉が詰まった。

　凍いてつく感覚を味わいながら死にたくはない。けれど、口に出すのが憚はばかられる。

　それは、キスをしてくれとせがむことと同義だから。

「あの、だから、そのっ」

　顔を赤くしながら見上げたアルヴァンの顔は、意地悪く笑っている。

　──人が困ってるのを見て楽しむなんて、悪趣味だわ。

「魔力が切れねえかって心配してんだろ。あと数刻は大丈夫だ。保証してやる」

「……どうして？」

「どうしてって、昨日も魔力を吹き込んでおいたからな。明け方、お前がぐうぐう寝てる間にベッドでキスしておいた」

「なっ」

　あまりの言葉に絶句する。アルヴァンは、楽しげに笑ったままだ。

「何でまたそんな勝手にっ！　ひっ、卑ひ怯きようだわ！」

「何が卑怯だ。むしろ感謝しろ。おかげで、連れ去られても死なずに済んだんだからな」

「するならっ……起こせばいいでしょう!?」

「一応何度か揺すったぞ。全然反応しなかったけどな。お前、どんだけ寝い穢ぎたないんだよ」

　気が付くと、すぐ近くにアルヴァンの顔がある。この体たい勢せいだけで、彼が何をする気なのかわかった。

　学習させられているようで、甚はなはだ不快だけれど。

「ま、待って！」

「待たねえ」

「だって、ここ──空中よ!?」

　もし気が抜けて落下でもしたら、命がない。リディはおそるおそる地上を見下ろす。密みつに生おい茂しげった木々が噓のように小さく見えて、ごくりと息を吞んだ。

　リディは目を瞑つぶってできる限り顔を背そむける。アルヴァンは両手が塞がっているから、無理矢理顔を向けさせることはできないはずだ。

　──ただでさえしたくないのに、こんな危険なところでなんて絶対に嫌よ。

　罵ば倒とうの一つや二つくらいは覚悟する。が、嘲ちよう笑しようどころか何の反応も返ってこない。

　リディは警けい戒かいしながら目を開ける。

　あると思ったアルヴァンの顔は、影も形もなかった。自分を支えているはずの、腕も。

　リディは宙に浮いていた。それも一人で。

「噓っ……」

　ばたばたともがくと、体がゆっくりと起き上がった。嫌な想像が頭を駆け巡る。

　──これ、まさか……落ちたりしないわよね!?

　不安が胸に押し寄せて、びしりと体が固まった。

　頭上から、くっくと鼻を鳴らす音が聞こえる。

　怖こわ々ごわ声の主を目で追うと、アルヴァンがさらに上からひらりと下りてくるところだった。

　──さっき死にかけた相手に対して、やること……!?

　硬こう直ちよくした体をぐいと引き寄せられる。摑まれた手錠の鎖が、じゃらりと音を立てた。

「これで、抵抗する気も失うせただろ」

「──やっぱり、卑怯だわ」

「どうとでも」

　アルヴァンが顔を寄せ──。

「んっ」

　すぐ唇を重ねられて、リディは慌あわてて目を閉じた。

　ひやりとしたと思ったのは一瞬で、触れ合った唇はすぐに熱を持つ。それが自分の熱なのか、彼のものかはもうわからない。

　また、左耳に手を伸ばされる。身を捩よじって逃げようとする前に、アルヴァンの指が突然、耳の後ろを滑すべるように引っ搔いた。

　ぞわりと、背筋に奇き妙みような感覚が走る。

「やっ……」

　──今、何かされたっ……!?

　恥ずかしくて死にそうになりながらも、口付けの合間で何とか息を継つぐ。魔力を吹き込まれているせいか、頭がくらくらした。

　もう十分だと身を離そうとしても、足元に何の感かん触しよくもなくて恐ろしくて動けない。何より、アルヴァンの唇がそれを許さなかった。

　永遠の責め苦のように、体に注がれる熱に翻ほん弄ろうされる。角度を変えて、何度もその存在を確かめるように唇を重ねられ続けた。

　逃げられない──でも。

　もう限界だ。

　気の遠くなるような長いキスに、リディは赤面しながら眉根を寄せた。

　──いい加減にっ！

　うっすらと瞳を開けた瞬間、ふっと体から浮ふ遊ゆう感かんが消えた。アルヴァンに伸し掛かられながら、地面に向かって落下していく。青々とした針しん葉よう樹じゆの先端が、見る間に迫った。

　──ぶつかっ……！

「ちっ」

　耳元で、アルヴァンの舌打ちが聞こえた。ごうっという風音と共に、体の落下が止まる。

　横抱きにされたまま地上を見下ろすと、すぐ足元に鋭えい利りな枝があった。ここに落ちていたらと考えて、ぞっとする。

　アルヴァンに抱え直されて、再び体が浮上した。リディはやっと人心地つく。

「……今の、何だったの？　本当に死ぬかと思ったわ」

「お前、体は何ともないのか？」

「えっ？」

　アルヴァンの硬い表情に押されて、リディは思わず自分の体を見下ろす。

　首の傷はまだ疼うずくし、手錠のせいで腕は重いが、他は何ともない。困こん惑わくしながらも、大人しく頷いた。

　あえて言うなら、さっきのキスのせいで胸は苦しかったけれど。

　アルヴァンは神しん妙みような顔で黙だまり込むと、再び高度と速度を上げる。怠そうに、何度か目を瞬まばたかせた。

　──魔力の残りが、少ないのかしら？

　彼はさっき、自分を助けるために戦ってくれたのだ。思ったより魔力を消費していたのかもしれない。

　少しは労いたわってやるべきだろう。気遣うように見上げたリディの視線に、アルヴァンがにやりと意地の悪い笑みで答えた。

「この手錠、お前が抵抗しなさそうで便利だな。しばらく外さなくてもいいだろ」

「城に着いたら、すぐに外して！」

　──やっぱり、労わる必要なんてない。

　リディはそう思い直すと、じろりとアルヴァンの顔を睨んだ。けれど、その頰は微かに赤く染まっていた。
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　木の幹に寄りかかって、彼はぼうっと空を見上げていた。

　大柄なヴィロン人の青年と、朝日に飴色の髪を輝かせたライオール人の少女が、一心に唇を重ねている。

　ふと、空中で折り重なっていた二人が、浮力を失って落下した。あわや木にぶつかるかという直前に男が描えがいた魔法で、二人は何とか墜つい落らくを免まぬかれる。

　これが見たかった。とはいえ、見せつけられる方の身にもなってほしい。

　監かん視しのために登った樹上で、青年は苛立ちを笑みに隠しながら肩を竦すくめた。

　彼女がこちらへ駆けてきた時は、少しひやりとした。

　魔法が使えないくせに、あの状じよう況きようから脱出しようなどと考えるとは、思ってもみなかったから。

　──役立たずのくせに、よくやる。

　おかしすぎて、つい笑い声が出た。

　木から器用に滑り下りると、黒い外套のフードがふわりと浮き上がる。木々の間から漏れ射す陽光が彼の髪を照らして、銀色をさらに輝かせた。

　この髪は目立ってよくない。けれど姿を変える魔法を使うリスクには変えられなかった。

　近くで魔法を使えば、彼に察知される。ここまできて、見つかるわけにはいかない。

「無む駄だ足あしじゃなくてよかった」

　空中の二人を見上げながらそう独ひとり言ごちて、軽くなった足取りで背を向ける。

　彼の足元に、朝日が長い影を作り出していた。
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「この部分も終わり……と。大分、わかってきたわ」

　羊よう皮ひ紙しに書き写した紋もん様ように、リディは赤いインクで解読したばかりの内容を書き込んだ。

　やってきた時は空っぽだった三階半のバルコニーには、今ではうず高く資料が積まれている。アルヴァンが件くだんの闇やみ魔ま法ほう士したちの処理をレオンに任せるというので、リディはついでにシアラへ資料集めを言こと付づけた。結果、城にはライオール国内で搔かき集あつめたヴィロンの本が大量に届くようになっていた。

　ペンを置いたリディは休きゆう憩けいを入れようと、体をほぐすように大きく伸びをする。

　ぐっと顔を上げた瞬しゆん間かん、首の傷に微かすかな痛みが走った。ブランに巻いてもらった布に手を伸ばして異常がないことを確認すると、ほっと息を吐はく。

　あの事件から五日。まだ傷は完全には塞ふさがっていない。

　──ブランにお願いして、二階でお茶にしようかしら。

　リディは椅い子すから立ち上がると、休憩の供ともにするための資料を求めて辺りを見回した。

　──魔ま力りよくの体内操そう作さについての本は……あった、これね。

　窓の両側にある石造椅子、その座面に放置していた本を拾い上げる。ぱらぱらとページをめくると今すぐ読みたくなってしまい、つい空いた場所に腰こしを下ろした。

　窓から降り注そそぐ日光に心地ここちよさを感じながら、誰だれもが敬けい遠えんしそうな難なん解かいな中身に食い入るように目を通す。

　知らないことを学ぶのは楽しい。自分の世界が広がっていくように感じるから。

　ふと視し界かいの隅すみに、暗あん褐かつ色しよくの毛束がちらりと覗のぞいた。

　邪じや魔まそうに組んだ長い脚。やる気なく、垂れ下がった尾。

「……いつの間に来たの!?」

「普ふ通つうに歩いてきて普通に座っただろうが。気づかねえなんて、ホントお前はマヌケだな」

　だらしなく椅子に腰掛けたアルヴァンは、リディには目もくれず、乱らん雑ざつに窓辺に積まれた本を手に取った。

「もうこんなモン読んでんのか……さっぱりわかんねえぞ」

「理屈がわかれば、大して難しくもない内容だけど」

「その理屈を教えたのは、俺のはずなんだがな」

　アルヴァンは髪かみを引ひっ摑つかみながら「化けモンかよ」と悪あく態たいを吐ついた。

　あの翌日から、アルヴァンは約束通り、リディにヴィロンの魔法を教えてくれた。

　その説明は極きよく端たんに具体性に欠け、初日は理解するのにかなり苦労したものだ。けれど、その程度の苦労で放り出すなら賢けん者じやになどなっていない。

　ブランに励はげまされながら、リディは何度も何度もわかるまでアルヴァンに質問をした。

　シアラから本が届き始めると格かく段だんに理解が早まり、三日後にはヴィロンの魔法理り論ろんの基き礎そをほぼ把は握あくすることができた。

　新しい様式にすっかり嵌まってしまい、アルヴァンが無理矢理ベッドに引きずっていくまで、夜中に暖だん炉ろのそばでぶつぶつと本を読み続ける毎日だ。

　だらりと壁かべに寄より掛かかりながら、アルヴァンは開いた本を渋しぶい顔で山に戻す。

　大量の魔力を持っている天才の彼も、どうやら彼の言葉でいう「ちまちました魔法」──人にかけるような類たぐいの魔法は苦手らしい。

「で、紋様の解読は終わったのか？」

「まだ完かん璧ぺきには程ほど遠とおいわね。でも、着実に進んでいるわ。いくつか判明したこともあるし」

　彼がそう聞いてくること自体が大きな進歩だと、リディは内心胸むねを張った。

　──あとは、もう少し成果が出ればいいのだけど……。

　リディは神しん妙みような顔で、シャツの襟えり元もとに手を伸ばす。白いリボンをするりと解ほどいて襟を開くと、胸むな元もとに目を落とした。

　黒く焼き付いた紋様は、何度見ても嫌いやな予感を搔き立て、心をざわつかせる。

「結論から言うと、現状ではまだ解かい除じよの紋様は作れない。もう少し細部まで調べないと。早くても、あと数か月はかかると思うわ」

「そんなにか？　ヴィロンの魔法理論は、あらかた理解したんだろ」

「まだ基礎だけだもの。それに、解除の紋様を作るにも時間が必要だわ」

　──お兄様が犯人を捕つかまえる方が、もしかしたら早いかもしれないわね。

　それはそれで喜ばしい限りだが、あの銀色の魔法士に負けたようで賢者としては悔くやしい結果でもある。リディは、がっかりと肩かたを落とした。

「実は、解除の紋様を作るまでもなく、解読が終われば解除できるのではないかと思っていたのだけど……」

「どういうことだ？」

「一般的に、個人が作り出した魔法なんて使えるだけの代しろ物ものなの。綻ほころびだらけのレースみたいに、不格好な編み目があったり、逆に編み目が足りなかったり。その乱みだれを突くだけで、大した魔力を使わなくても魔法は崩くずせるわ。複雑なものは特にそれが顕けん著ちよ──なのだけど」

　言葉を選びながら、リディは胸元の紋様につっと指を滑すべらせる。

「この魔法には、およそ弱点が見つからない。専門書にも引けを取らないくらい精度の高いものなのよ。昨日今日では作り出せない。何度も──実験だってしているはずだわ」

「人体でか？」

「あまり、考えたくはないけれど……」

　アルヴァンが、苦虫を嚙かみ潰つぶしたように顔を歪ゆがめた。

「とにかく、並なみの魔法士のモンじゃねえってことか」

「そうね。犯人は、どこかで専門教育を受けているはずだわ。几き帳ちよう面めんな性格というだけでは、この完成度は説明できない。それと──」

　最初は、ただそう直感しただけだった。けれど、調べれば調べるほど、その直感が確信に変わっていく。

　──初めて見るものだから、確証はないけれど。

「……この魔法には、ライオールとヴィロン、二つの仕組みが使われているみたいなの」

「はあ？」

　怪け訝げんな表情をしながら、アルヴァンが身を乗り出してくる。どさくさに紛まぎれて、胸元の紋様を襟ぐりから覗き込んだ。

「なっ……勝手に見ないで！」

「いつもは人目に晒さらしてるんだろうが」

「夜会の時だけよ。大体っ、覗き込むのとはわけが違うでしょう!?」

　頰を紅こう潮ちようさせながらリディは後ろに体を引き、そそくさとシャツの襟元を合わせた。アルヴァンは面白くなさそうに椅子に腰を下ろす。

「俺にはヴィロンの魔法にしか見えねえけどな」

「中に含まれている紋様は間ま違ちがいなくヴィロンのものなんだけど、組み立て方はすごく理り路ろ整せい然ぜんとしていて。ヴィロンの魔法を、ライオールの方式で組み立てたような──どちらか片方の理論だけだと、説明がつかない部分があるの」

　手早く白いリボンを結びアルヴァンの視線から素す肌はだを隠かくすと、リディは内心息を吐く。

「つまり、犯人は魔法に関する専門教育を受けた者、かつ、両国の魔法が使える者ということよ。その条件なら、容よう疑ぎ者しやをだいぶ絞しぼり込めるでしょう？」

　一様式の魔法だけでも習得するのは難しい。二つともなれば尚なお更さらだ。誰もができることではない。

　──だからこそ、アルヴァンも天才と言われているのだし。

　再び本を開こうとして、手が止まる。

　そういえばアルヴァンは、リディが闇魔法士の男たちに襲おそわれたあの日、ライオール様式の治ち癒ゆ魔法を使っていた。

　自分ですら、取っ掛かりを教わらなければヴィロンの魔法を理解できなかったのに、アルヴァンはどこでライオールの魔法を学んだのだろう。

　ライオールの魔法学校にヴィロン人が通うことは今の法律上不可能だ。ヴィロン人はライオールの魔法士資格を取ることができないのと同じように。

　知らないことは、それだけではない。

　王宮からここに越こしてきてもう七日になるのに、アルヴァンの事情は一切わからない。

　先日の闇魔法士の一件や、叱しかられない範囲で教えてくれたブランの話を総合すると、噂うわさと違って請うけ負おっているのは合法的な仕事ばかりである、ということくらいだ。

　──わざわざ敵対国のライオールに住んでいることからすると、何か深い事情があるのだとは思うけど……。

「何だよ」

　怪訝な表情のアルヴァンに問われて、リディは開きかけた唇くちびるを閉じた。

　そもそも、そんなことを知る必要はない。ここにいるのは、あくまでアルヴァンに延えん命めいし保護してもらうため。ただ、それだけなのだ。

「……何でもないわ」

　アルヴァンは、しばらくリディを見つめていたが、ついと横を向く。壁に体を預け直して静かに目を閉じた。

　──寝ね不ぶ足そくなのかしら？

　彼の横顔を、本の陰からこっそり覗き見る。闇魔法士に助けられた日から、時々ふとアルヴァンを観察するようになっていた。

　こうやって大人しくしていると、美しい風ふう貌ぼうをしていると思う。

　日が射さして、アルヴァンの暗褐色の髪や整った顔に影を作った。

　彼の無む根こん拠きよな噂はたくさん聞いたが、〈獣けもののような〉という表現には大いに同意してもいい。耳と尾が生えているからではない。獣のような力強さと、気高さがあると思うから。

　アルヴァンの獣の耳が、片方だけぴくりと動く。

　最初は見慣れなかった耳と尾も、日の経過につれて馴な染じんできた。なにせ、四六時中一いつ緒しよにいる二人ともに生えているのだ。段だん々だんと、自分の方が少数派に思えてくる。

　ここ最近の観察で、大おお雑ざつ把ぱにだがいくつか動きに型があることがわかってきた。

　アルヴァンはわかりにくいけれど、ブランは落ち込んでいる時の耳は垂たれているし、嬉うれしそうな時はぴんと持ち上がっている。多少、感情の動きが反はん映えいされているように見えた。

　──あの耳って自分で動かしているのかしら。それとも、無意識？

　アルヴァンの耳は内側と外側で全く違う。内側はブランのものに似て柔らかそうだが、外側はやや長い毛並が艶つや々つやとしている。その肌はだ触ざわりを想像して、ついリディは陶とう然ぜんとした。

　耳よりさらに毛け並なみの深い尾は、椅子の上にだらりと置かれている。その先が、微かに持ち上がって揺れた。知らず、目で追いかける。

「おい」

「なっ……何？」

　思わず裏うら返がえった声が出る。アルヴァンは、リディの返事にわずかに眉まゆをひそめたものの、見られていたことに気づいたわけではなかったのか構わず口を開いた。

「キスさせろ。魔力を足しといてやる」

「わかっ……えっ!?」

　適当に頷うなずきかけて、慌あわてて顔を上げる。アルヴァンが近づくのが見えて、勢いに押されるように後ろに下がった。けれど背中はすぐに石積みの壁にドンとぶち当たる。

　逃げ道を塞ぐように、軽く屈かがみ込んだアルヴァンが壁に両手をつく。圧あつ倒とう的てきな体格差を感じて、リディは顔を引きつらせながら肩を竦すくめた。

　──ひっ……。

「いっ……今、ここで!?」

　アルヴァンは当然のように、昨日も、一昨日も、一昨昨日もキスをしてきた。

　朝の書しよ斎さいで、昼間の庭で、夜の寝室で。日ごとにキスが繰り返される。

　回数を重ねれば恥ずかしくなくなるだろう。人目につかなければ恥ずかしくないだろう。そう思っていたのが甘あまかった。

　何度迫せまられても、どこで唇を重ねても、恥ずかしいものは変わらず恥ずかしい。

　──それに、以前よりキスの時間が……長くなっている気がするのだけど。

「……何でお前は、毎回毎回逃げんだ。避さけて通れないのは、もうわかってるだろうが」

「わかってるわ！　けどっ……心の準備とか、タイミングとか。理屈じゃないものがいろいろあって……」

「何だそれは。まあいい、お前の行動はもう大体読めてきたからな」

　じりりと、さらに距きよ離りが詰まる。

「読めてきたって、どういう──」

「迫ると、最初は驚おどろいて逃げる。次に恥ずかしくなって、きゃあきゃあわめく。それが限界まで達すると、突とつ然ぜん怒おこり出す」

「なっ」

　──だって、必要性がわかっていても、恥ずかしいものは恥ずかしいのよ……！

　思いきり言い返したいけれど、自分の行動を言い当てられてはそれもできない。

　顔を赤らめたまま悔しがるリディを眺ながめて一ひと頻しきり満足すると、アルヴァンは低い声で、言い聞かせるように囁ささやきかけた。

「つまり、お前のやりたいようにやらせても、ろくなことにはならねえってことだ。そんな馬ば鹿かでマヌケなお前への対策は、簡単だ」

「……対策？」

　幾いく分ぶん聞き慣れてきた蔑べつ称しように眉をひそめながらも、リディはその内容が気になって思わず尋ね返す。

　彼の薄うすい唇が、満足げに笑った。

「お前の意見は無視して、無理矢理キスすればいい。俺にとっても旨うまみがあるしな」

　──……旨みって、何が!?

　そう問い返す暇ひまもなく、見る間に顔が近づく。ついと横を向こうとするが、アルヴァンに顎あごを摑まれる方が早い。

「待って。ちょっと、待っ……」

「……そんな顔で言われて、待つ馬鹿がどこにいるんだよ」

「そんな顔って──」

　眼前にあるアルヴァンの顔。その紺こん青じよう色いろの瞳ひとみが、嘲あざ笑わらうように細められた。

「死ぬほど恥ずかしいって顔。瞳が潤うるんでて、最高にそそる」

「なっ……」

　──なんてこと言うのっ!?

　もう目を合わせていられない。

　ぎゅっと瞼まぶたを閉じようとした瞬間、焼けつくような熱気が頰に当たった。

　異変に気づいたアルヴァンも、自分の肩口に目を向ける。小さく揺らめいた不思議な光が突とつ如じよ──燃え上がった。

「……っつ！」

　忌々しげに顔を歪めたアルヴァンが、リディから離はなれて後ろに下がる。ベストの肩口で燃え上がった火に右手で触ふれ、風で炎を捻ひねり潰つぶした。手の下から、微かにぶすぶすと白い煙けむりが上がる。

　アルヴァンが目を吊つり上げて入り口を振り向いた。

　そこには、人ひと影かげが三つ──その先頭に立つ人物に、リディは目を丸くする。

「──レオンお兄様！」

「おい、そこのケダモノ。今すぐ俺のリディから離れろ。さもなくば、ここで丸焼きにしてやる」

　レオンはアルヴァンに向かって手を構えたまま、赤みがかった漆しつ黒こくの瞳で射いるように睨みつけた。その後ろには、居心地悪そうな苦笑いを浮かべた幼おさな馴な染じみのユーグと、目を塞ふさごうとがんばるエプロン姿のブランが立っていた。
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「それにしても、まさかお兄様がわざわざいらしてくださるとは思わなかったわ。それもユーグまで。二人ともお忙いそがしいし、何より──」

　──すごく、目立つし……。

　リディは、手に持った木製のマグカップを弄もてあそびながら、兄と、今やその側近となった幼馴染とを困ったように見比べた。

　街の広場のすぐ脇わきにあるジジの酒場。その一角にある小さな円えん卓たくを、三人で囲んでいる。レオンが別の場所で話したいと言い出したため、ブランの勧すすめに従って城からここへとやってきたのだ。

　二人ともお忍しのびなのだろうか、平素着ているものよりも活動的な中級貴族風の服を身に着けている。レオンは黒、ユーグは少し暗い緑色の衣い装しようが、それぞれよく似合っていた。

　服装に不ふ審しんな点はないのだが、纏っている雰ふん囲い気きがこの小ぢんまりした街にそぐわない。

　一般の貴族、というにはレオンの怜れい悧りな美び貌ぼうは圧倒的だし、名門貴族の長男として手塩にかけて育てられたユーグは上品で穏おだやかすぎる。

　周囲のテーブルから、絶えず好奇の視線が刺さり、ジジも何事かと店の奥からちらちらとこちらを窺うかがっていた。

　──あんまり人のことは言えないけれど、絶対に浮いていると思うわ。

　他のテーブルに会話が聞こえないようにユーグが魔法をかけているものの、こんなに目立ってはたちまち噂になってしまうに違いない。

「父上も最初は渋っておられたが、何とか説とき伏ふせた」

　レオンは礼れい儀ぎとして注文した酒をユーグの前に遠ざける。テーブルに組んだ手を置いて、リディに向かって軽く身を乗り出した。

「見たところ住居はそこまで悪くないようだが、問題なく過ごせているか？」

「ええ、ブランがよくしてくれているから」

　それに関しては噓うそ偽いつわりがない。

　ブランは、侍じ女じよのシアラと比べても引けを取らないくらい、働き者でよく気が利きく。部屋は掃除が行き届いていて、資料を散らかすのが申し訳ないほどだ。

　何よりも驚いたのは、ブランが料理上手なことだった。時々食べ慣れないものも出てくるが、どれもおいしい。三人で囲む食事はよくしゃべるブランのおかげでにぎやかで、つい食べ過ぎている気がする。

　──だって、二人がよく食べるんだもの……。

「そちらは、王宮はどう？　変わりない？」

「今のところ、リディの仮け病びようを疑うたがっている者はいないようだ。シアラがよくやってくれている。リディが臥ふせっていると聞いたエルヴィラが俺を訪たずねてきたから、もう二度とお前を黙だまって連れ出さないように言い含ふくめておいた。少しは反省したようだ」

　意外な異い母ぼ妹まいの名前が出て、つい小首を傾かしげる。レオンが憤ふん然ぜんと言った。

「自分が無理に引っ張りだしたせいで、リディが倒れたと思っているんだろう。珍めずらしくしおらしかった。今回の元げん凶きようの一つは彼女なのだから、それくらいは当然だ」

　レオンはテーブル越しにリディの髪をさらさらと優やさしく撫なでた。

「とにかく、リディが無事で何よりだ。攫さらわれたと聞いた時には、肝きもが冷えたよ」

「アルヴァンから届いた報告の手紙を、殿でん下かは私が読む前に燃やしてしまわれたんですよ。あまりにお怒りで」

「……一言多いぞ、ユーグ」

　レオンが苦々しげにユーグを睨む。

　しかし付き合いの長い幼馴染は、王太子に焼き尽つくすような鋭するどい視線を向けられた程度では動じない。レオンは、さらに眉み間けんの皺しわを深くした。

「ありがとう、お兄様。ユーグも、無理をしてお兄様を連れてきてくれたんでしょう？」

「謝辞には及およびません。殿下が行くと言ってきかなかっただけですから」

　おそらく散々止めたのだろう。ユーグが好青年らしい人好きのする顔に苦笑いを浮かべる。きちんと整えられた茶色の短髪。長身でしっかりとした体たい軀くながら、優しい眼まな差ざしが上品で柔らかい。

「ですが、今回は殿下の我わが儘ままを聞いて正解でした。私も王女殿下のご容体は心配でしたので」

「そんなに畏かしこまらなくてもいいわ。ここは王宮ではないのだから。普段通りでいいわよ」

「そうですか？　それじゃあ──僕も、リディに会いたかったんだ」

「私もユーグに会えてうれしいわ。そういえば、あの闇魔法士たちは？」

「大丈夫。誘ゆう拐かい犯はんの皆みなさんには暫しばらくの間、薄うす暗ぐらいところでつらい生活を送ってもらうよ」

　リディは、ユーグの穏やかな笑顔と言葉の温度差に苦笑いしながらも、胸を撫で下ろす。

「首の傷はユーグに塞がせよう。少しの痕あとも残らないように」

　レオンは首元に巻かれた布に、傷に響ひびかないようそっと触れた。テーブル越しに、リディをぎゅうと抱だき締しめる。

「お兄様、人が……いるから」

　いくら兄きよう妹だいでも公こう衆しゆうの面前では恥ずかしい。リディは咎とがめる声を上げたが、返事はなかった。

　ほっとしているのかはたまた楽しんでいるか──そう思って見上げたレオンの表情は、予想に反して硬かたい。彼は静かに眉をひそめ、探るようにリディを見下ろしていた。

「お兄様？　どうかなさったの？」

「いや……リディ、体は何ともないんだな？」

「え？　ええ、健康だと思うけれど」

「なら、いいんだが……そうだ、リディ。手紙に書いていただろう？　紋様の解読を進めて、犯人の人物像がわかったと。俺たちに説明してくれないか？」

「えっ──ええ」

　ぎこちないレオンを気にしながらリディは頷くと、さっきアルヴァンに説明したことをもう一度最初から話し始めた。




「──つまり、犯人はライオールとヴィロンの魔法、どちらも使える魔法士だと思うわ。しかも、高い能力を持っていて、専門の教育を受けた人物の可能性が高いの」

　調査結果の説明を、リディは独自の結論で締しめくくった。

「成なる程ほど。それなら、犯人はライオール人の可能性もあるということか」

　腕うでを組んだままじっとリディの話に耳を傾かたむけていたレオンは、静かに頷く。

「実は今、ヴィロン人の容疑者が一人だけいる。彼が犯人でないと判断できれば、リディの言う通りライオール人にも調査を広げてみよう」

「もう容疑者が見つかったの？」

　その容疑者が犯人なら事態は解決だ。魔法は、すぐにでも解ける。

「……ユーグ、代わりに説明しろ」

　ユーグはレオンの鋭い視線に頷き返すと、リディに向き直った。

「僕たちは、主にヴィロン人を対象に調査していたんだ。リディにかけられた魔法を、純粋なヴィロンの様式だと思っていたからね。まず、仮面舞ぶ踏とう会かいの参加者を徹てつ底てい的てきに洗ったんだけど、盗とう難なんされた招待状が使われたことがわかっただけで、犯人の足取りはすぐに追えなくなった。参加者の数は多いし、仮面も着けていたから受付も記憶が不確かでね」

「確かに、あの日はすごい人だったわ」

　リディの言葉に、ユーグは同意を込めて深く頷いた。

「だから早々に、国中のヴィロン人の動向を調べる方向に切り替えたんだ。これは思った以上にうまくいったよ。ライオールに住んでいるヴィロン人自体が少ない上に、多くの者が事件発生時の居場所が明白で、容疑者候補から外れていったんだ」

「動向を探られないように潜せん伏ぷくしているヴィロン人もいるんじゃない？」

「もちろん、その方面も伝つ手てを辿たどって調べたよ。それも含めて──ね」

　ユーグが「最後まで話しましょうか？」と問うと、レオンは首を振って自らその後を継ついだ。

「ヴィロンとライオール両方の魔法が使えるほどの能力と技能があり、かつ、ライオールに住むヴィロン人。そして、あの日あの時に王都にいて、仮面舞踏会の会場に行くことが可能な者は一人しかいなかった」

　リディを見つめながら、レオンが腕を組み直す。

「アルヴァン・ベルモンド。彼だけだ」

「えっ……」

　思わず声が漏もれた。

　レオンが、リディの表情を見て整った顔を歪める。

「事件が起きた日、彼は偶ぐう然ぜん、王都のファルサードにいた。彼の姿を街中で見かけた者もいたが、何か目的がある様子はなかったそうだ」

「──だけど犯行に及ぶなら、事件を起こすまで人目に付かないように姿を隠しておくものだわ」

「そうしては、自分に依い頼らいが来ないと考えたんだろう。事件が起きた日は、ヴィロン人の闇魔法士らしき男がいると方々で噂になっていた。俺の耳にも入っていたくらいだからな」

「お兄様は、アルヴァンの──自作自演だとおっしゃりたいの？」

　レオンが、厳きびしい目をして静かに頷く。兄というより──一国の王太子としての目で。

　確かに、ぴたりと条件は合う。気持ち悪いくらいに。けれど。

「……そんな、そんなことはありません！」

　考えるよりも前に、言葉が口をついて出ていた。

「アルヴァンは、犯人の容よう姿しと明らかに違います。勿もち論ろん、姿を変える魔法はあるけれど、彼はそういう繊せん細さいな魔法が得意な魔法士ではないわ。だから、そんなこと──」

「仲間がいないとも限らない。実際、方法はいくらでもある」

「そ──れに、動機だって」

「あまり言いたくはないが、ライオールの王族を憎むヴィロン人は少なくない。それはお前だってわかっているだろう」

　レオンは少しの動揺も見せず、淡たん々たんと語る。ユーグが言いにくそうに後を継いだ。

「彼は闇魔法士だから、誰かの依頼でリディを狙ねらった可能性もあるしね」

　リディは開きかけた口を閉じる。二人に強く言い返す言葉が見つからない。

　アルヴァンは確かに、粗そ野やで粗そ雑ざつで。人を──私を物みたいに扱あつかう。

　──でも、こんなことは絶対にしない。

　闇魔法士から助けられた後、何だかんだ文句を言いながらも、首の怪け我がをできる限り治そうと、苦手な治癒の魔法をあれこれと試ためしてくれた。手て錠じようも、城に着いたらすぐに壊してくれたのだ。

　そんな彼が、あの銀色の魔法士のような虚うつろな目をするとは思えない。

　けれどそれは論ろん拠きよのない、ただの直感。

　リディは聞き分けのない子どものように、同じ言葉を繰り返すしかなかった。

「……彼ではないわ。アルヴァンは、犯人ではありません」

「リディ、お前がそこまで言うのなら、俺だってそれを信じてやりたい。だが、現状で疑わしいのは、彼だけなんだ」

　再び言い返そうとしたものの、手を上げたレオンに制される。

「逆に聞くが、リディはアルヴァンの何を知っている？」

「何……って」

「出身はどこか。今まで、何をして生きてきたのか。誰からライオールの魔法を教わったのか。いつからこの国にいるのか──どうして、ここに住み続けているのか」

「そんなこと──」

　知らない、何一つ。

　黙りこくったリディを見て、レオンが嘆たん息そくする。

「彼が何な故ぜライオールにいるかは、まだ不明だ。ただ、彼のライオールでの師しがマティアス・グラン様だということは判明した。彼のことはお前も知っているだろう」

「……勿論、知っています」

　マティアス・グラン。ライオールで知らぬ者などいない偉い大だいな魔法士の一人だ。

　どの魔法士にも得意不得意があるが、彼はどんな魔法でも一定以上の技量で使いこなすことができると言われている。

　魔法士としても研究者としても優秀だった彼は、魔法士学校を首席で卒業してすぐ宮きゆう廷ていに入った。若かりし父ゼアの側近として、主に実働的な場面でその辣らつ腕わんを振るっていたという。八年前に突然退官を申し出て表舞台から去って以降、具体的な消息は聞こえてこなかったが。

　第一線から退いたといっても彼から受ける指導ならば、専門教育というには十分過ぎるほどだ。アルヴァンがライオールの魔法を使えることにも、納なつ得とくがいく。

　──私よりも、お兄様の方がアルヴァンについて詳しいのね。

「何より、あいつには他にもリディに黙っていることがある──お前自身のことで」

「私自身？」

「……さっき、抱き寄せた時に気づいた。魔力が感じ取れないからわからないだろうが、お前の体には今、十分すぎるくらいに魔力が溜たまっている。数か月は余裕で暮らせるほどの」

「どういう、こと？」

　──私の体に、余よ剰じようの魔力が溜まっている……？

　レオンは、硬こう直ちよくしたリディを見ながら「やはり、聞いてないんだな」と小さく呟つぶやいた。

「お前の体が、何故そんなに大量の魔力を溜められるのか、そしてあいつが何故そんなことをしているのかは俺にもわからない。だが、こちらにとっては都合がいい。これで今すぐお前を連れて帰れる」

　レオンは立ち上がってリディの手を取ると、苦々しい表情で虚こ空くうを睨んだ。

「これ以上、あいつのそばにお前を置いておくわけにはいかない。あんな危険で、ろくでもない男──」

「そんなこと言わないでっ……！」

「リディ！」

　リディは、音を立てて椅子から立ち上がる。レオンの手を振り払って店を出ると、アルヴァンの城に向かって走り出していた。

　丈たけの短いスカートの裾すそが、大きく揺れる。段々と苦しくなる呼吸を飲み込み、街を抜け、橋を渡わたった。城の門を息切れしながらくぐる。

　──少し、近づいたと思ったのに。

　洗せん濯たく籠かごを抱かかえて庭を歩いていたブランの声にも応えずに、主しゆ塔とうに駆かけ込こむと見慣れた階段を上る。もつれそうになる足を必死に動かした。

　二階のリビングを覗いてから、三階の彼の部屋に飛び込んだ。

　ソファ、ベッド、床──そのどこにも求める姿はない。

　──一体、どこに……。

　風を感じて、顔を上げる。

　髪を振ふり乱みだしながら階段をさらに上り、本が乱雑に放置されたバルコニーに飛び出した。

　窓まど際ぎわの石造椅子。さっきまで向かい合って話していた場所に、アルヴァンが座っていた。

　いつも通りの、物もの凄すごく不ふ機き嫌げんそうな顔で。

「アルヴァン……」

「お前、一人で何してんだよ」

　アルヴァンが「アイツらは？」と尋たずねる前に、リディはぐいと詰め寄った。

「……アルヴァンは、何でライオールにいるの？」

　アルヴァンが、訝いぶかしそうな表情で答える。上がったままの息が苦しい。リディは、ぐっと拳こぶしを握にぎった。

「ライオールでは、ヴィロン人は魔法士として正規の資格を取れない。ヴィロンとライオールの行き来は可能なのに、アルヴァンはどうしてここに住んでいるの？」

「何なんだ、急に」

「一体いつから、ライオールに住んでいるの？　どうして、住むようになったの？」

「んなこと、どうだって──」

「どうだっていいのなら、教えてよ。何で、私に魔力を余分に溜めていることも教えてくれないの!?」

　アルヴァンが、一いつ瞬しゆん歯は嚙がみする。その微かな動きだけでわかった。

　レオンが言っていたことは、本当なのだと。

　私だけ何も知らない。アルヴァンのことも、自分のことも。

　全部、秘密にされる。

「アルヴァンは、私が魔法をかけられた日──ファルサードで何をしてたの」

　二人の間に沈ちん黙もくがおりる。アルヴァンの尾が、力なく揺れた。

「──俺に無理矢理、吐けっていうのかよ、疑われたくねえならってか？」

　その言葉に、リディはいつの間にか下ろしていた視線を上げる。

　アルヴァンが、はんと呆あきれたように鼻で笑った。

　けれど、目は冷え切っている。初めてここに来た時のように。

　──あ……。

「帰れ」

　立ち上がったアルヴァンが、横をすり抜ける。入り口の脇に掛けていた外套コートを摑み、階段へと足を向けた。

「お前は、もう王宮に帰れ。アイツらが言う通り、お前の体にはかなりの魔力が溜まってる。そんだけあれば、しばらくは補ほ充じゆうする必要もねえよ。お望み通りだろ、王女様」

　背後で響いた靴くつ音おとにはっとして、リディは駆け出した。

「待って……！」

　アルヴァンの後を追って屋上に出る。とっさに引き留めようと彼の腕に飛びついたけれど、突き飛ばすように容よう赦しやなく振り解かれた。

「アル──」

　そうじゃない。そんなつもりじゃなかったのに。

「別に、疑われたままでも一向に困こまらねえ。どうせ俺たちは余よ所そ者ものだからな」

　遠ざかる背に手を伸ばした瞬間、飛ばされそうなほどの風が吹き付ける。砂すな埃ぼこりが舞い上がって、思わず目を閉じた。

　風が止やんで瞳を開いた時には、アルヴァンの姿はもうない。

「リディ様」

　遠慮がちな声に振り返ると、微かに俯うつむいたブランが手を組んで立っていた。

「その、すぐに発たつから呼んできてほしいってお二人に言われて。僕は、難しいことはよくわからないですけど、リディ様はもう王宮に帰っても大丈夫になったんです……よね？」

「ええ。アルヴァンが余剰の魔力を入れてくれていたみたいだから」

「……よかったですね」

　ブランが眉まゆ尻じりを下げながら、小さな手を体の前でぎゅうと握り込む。

「そういえば、アルヴァン様は？　さっきまでいましたよね？」

「──わからないわ。何も言って行かなかったから」

　いつだって彼は何も教えてくれない。大事なことは何一つ。

　本当に、そうだろうか。

　──アルヴァンは確かに、自分のことを話さない。けれど、こちらから聞いて答えてくれなかったことはないわ。

「ブラン、お兄様たちは下で待っているのよね？」

「えっ、はい。一階にいらっしゃいますけど──リディ様!?」

　ブランの言葉を聞き終える前に、リディは彼の手を取って階段を下り始める。背後で、尾がばさばさと揺れる気配がした。

「一緒に来て。ブランにも協力をお願いしたいから」

「僕に？」

　答える代わりに、ブランの手を握り返す。一階に足を下ろすと同時に、主塔の入り口でユーグと話し込んでいたレオンがこちらを振り返った。

　──反対、されるかもしれない。それでも。

　手のひらにぬくもりを感じながら、リディは足に馴な染じんできたブーツで前に踏ふみ出した。
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　そういえば、当あて所どなく空を飛ぶのは久し振りだった。最近はずっと、誰かを運んだり捜さがしたり、散々だ。

　内心でそう独ひとり言ごちながら、アルヴァンは向かいから吹き付けてきた山風を片手でいなした。日付はとっくにまたいでいたが、まだ日が昇のぼるには早い。もう少し暖あたたかくてもよさそうなものだが、上空にわずかに残った冬の気配に体温を奪うばわれた。

　前方に住み慣れた城が見えてくる。全ての灯あかりが落ちて、窓の奥には暗くら闇やみが覗くだけだ。人ひと気けがないからか、石造りの冷たさが一いつ層そう際きわ立だっている。

　外套の裾をはためかせながら、屋上のテラスに着地する。調整に手抜きをしたせいで、石いし畳だたみが足元でがりっと耳みみ障ざわりな音を立てた。

「ちっ」

　苛いら立だったまま、階下へと足を向ける。

　と、入り口の陰から飴あめ色いろの光がこぼれて、思わず動きを止めた。

　もうここにはいないはずだった。

　微かに傾いた体から乱れ落ちた髪が、月明かりを照り返している。彼女は開いた本を膝ひざに乗せたまま、入り口脇の椅子に腰掛けている。すぐそばに置かれていた手て燭しよくは、蠟ろうが溶けきって灯りの用をなしていなかった。

「んっ……」

　二の足を踏んだ音に、彼女が安らかな顔を気け怠だるくしかめて喉を鳴らした。




「……リーデリア」

　誰かに、名前を呼ばれた。よく響く、低い声。こそばゆくて、でもひどく心に残る。

　こんな切ない声で呼ばれたことなんてない。

　肩をそっと揺さぶられる。眠りを妨さまたげる動きに、リディはひっそりと眉根を寄せた。

　──……誰？　折せつ角かく、気持ちよく眠ってたのに……。

　朦もう朧ろうとしながらうっすらと目を開ける。燭台の火は消えてしまったのか、辺りは暗くなっていた。切れ切れに、何とか返事をする。

「うん……な……に？」

「起きろ。お前、何でまだいるんだ」

　耳元で聞こえる、愛あい想そのない声。その主に気づいて、はっとした。

「ア……ルヴァン!?」

　突然体をびくりとさせたリディに驚いて、アルヴァンが身を引く。怪訝な顔の彼を、リディはまだ幾分ぼうっとしながら見上げた。無意識に、頰が緩ゆるむ。

「よかった。今日は帰ってこないのかと思った……」

「何でそうなるんだ。ここは、俺の家だぞ」

「だって、どこに行くとか、いつ帰るとか、言わなかったから」

「……ガキじゃねえんだぞ」

　アルヴァンが、呆れたように言う。そのいつもの調子に少しほっとする。

　起き抜けで、まだ意識がふわふわしている。けれど、すべきことはすぐに思い出した。

　リディは本を椅子に置いて、彼の進路を塞ぐように階段の入り口に立つ。

「レオンお兄様にお願いして、戻りを一日だけ延のばしてもらったの」

　面食らった兄の顔が思い浮かぶ。押し問答の末、明日必ず帰るならという条件付きでレオンはリディの頼たのみを渋々承しよう諾だくした。今いま頃ごろは、ブランが急ごしらえで用意した寝床で眠っているだろう。

　そうしてリディはここで一人、本を読みながら待っていた。アルヴァンの帰りを。

　──不覚だわ。眠るつもりはなかったのに。

　正面から見上げると、彼の体はやはり大きくて気持ちが負けそうになる。リディは己をを奮ふるい立たせるように、胸を張ってはっきりと口にした。

「私──アルヴァンの秘密が知りたいわ。貴方あなたが隠している、事情を聞きたい」

「……またかよ」

　アルヴァンが、押し退のけようと手を伸ばしてくる。リディはその腕を引き寄せて、正面から取りつくように抱き締めた。

「聞いて！」

　振り解かれると思ったが、アルヴァンは動かない。彼の胸に額をこつりと当てた。仄ほのかに、熱が伝わる。

「貴方のことは疑ってない。確かに、質問するのは犯人捜しを進めるためよ。それが、王女としての務めだもの。でも本当は……何より、そういうことじゃなくて。たっ……ただ」

　──ああ、何で言葉にするのはこんなに恥ずかしいのかしら。

　けれど、きちんと伝えなければ。いいや、伝えたい。

　恥ずかしくても、見苦しくても。自分の願いを──本心を。

「私が、アルヴァンのことをもっと知りたいの」

　自分の想おもいを伝えるように、静かに語り掛ける。

　頭を上げると、アルヴァンの視線とかち合った。彼の顔を、リディは濡ぬれた瞳で見つめながら、ゆっくりと唇を開いて言葉を紡つむいだ。

「……だめ？」

　そう言った瞬間、足元でアルヴァンの尾がぴたりと動きを止めた。彼がついと横を向いて目を逸そらす。

「……楽しい話じゃねえぞ」

「それでも構わない。それでも──知りたいの」

　目を逸らされたまま、ただ一心に彼を見つめる。

　アルヴァンは横目でリディを見た後、口に手を当ててため息を吐いた。

「いっつもつれねえくせに、突然、素直になるのはナシだろ……」

「え？」

　聞き返そうとする前に、アルヴァンが体を離す。脱いだ外套を上から荒々しく被かぶせられた。真っ暗になった視界の中で、リディは思わずもごもごともがく。

「何っ──」

「お前、一体いつからここにいた？　いつもより青白い顔しやがって」

「そんな、青白くな……ふぁっ、ふぁくしゅっ」

「……いいから来い」

　何とか外套から顔を出すと、アルヴァンに手を摑まれる。そのぬくもりで、初めて自分の体が冷え切っていたのがわかった。包み込むような大きな手がこそばゆい。

　アルヴァンはリディを伴って足早に階段を下りると、三階の私室に入る。暗闇の中で彼が空中に指を滑らせると、部屋の一番奥にある暖炉に、ぱちりと火が起こった。暖炉の前の絨じゆう毯たんに外套を羽織ったままのリディを座らせると、自分も横にどさりと腰を下ろす。

「お前が風か邪ぜなんか引いたら、頭のいかれた王太子に、今度こそ消し炭にされるだろうが」

「流石さすがに、消し炭はないと思うけど……多分」

　リディは、弱々しい声で反論する。だが正直、ないとは言い切れない。

「ねぇ、アルヴァン」

「……ったく、気が進まねえな」

　アルヴァンは尾をずるずると引きずりながら、暖炉に一歩近づいた。

「あの日俺が王都にいたのは、情報屋から連絡が入ったからだ。俺の弟に似た奴を見かけたってな。七年前、十二の時に生き別れてから、俺はずっとアイツを捜してる」

「弟？　生き別れって、どういうこと？」

「……ライオール人に、両親を殺された時に離はなれ離ばなれになったんだ」

　──殺さっ……。

　リディは暖炉に翳かざしていた手で、とっさに口元を押さえる。肩に掛けていた外套が滑り落ちた。せっかく血色の戻った頰が冷たくなっていく。

　床から拾い上げた外套をリディの肩に掛け直しながら、アルヴァンが静かに囁いた。

「やめるか？」

「……大丈夫。ごめんなさい、ちょっと驚いただけ」

　アルヴァンが、暖炉に薪まきを増やす。紺青色の瞳に、赤い光が揺らめいた。

「元々、俺はヴィロンに住んでた。親おや父じはまあそこそこ偉えらい貴族でいつも忙しくてな。その埋め合わせで、ライオールに近い南側の地方に家族で旅行に出たんだ。まあ旅行するなら暖かい方にってとこだ。その頃には、とっくにライオールとの戦争は終わってたしな」

　燃え切った薪が、暖炉の中でがらりと音を立てて倒れる。一瞬、不気味なほどの静けさが部屋を包んだ。

「そこで偶然強ごう盗とうに行き会ってな……両親が目の前で殺されちまった。ガキの頃から魔法が使えた俺は弟だけでも守ろうと抵てい抗こうしたんだが、あっさりやられちまって近くの崖がけから真っ逆さまだ。それがオーリを──弟を見た最後だ」

　アルヴァンは肩を竦めると、珍しく早口に言いい募つのる。

「俺は倒れてたところを、暇を持て余してあちこち放ほう浪ろうしてたマティアスに拾われた。ヴィロンに帰るんなら手配してやるって言われたが、俺はライオールに残ると決めた。襲われた場所に両親の死体はあったのに、弟のものはなかった。連れ去られたのか──とにかく、アイツは生きてると思ったんだ」

　バチンと大きな音を立てて、薪が爆はぜた。

　部屋を橙だいだい色いろに照らし出す火が明るくなった分、さらに濃い影を作る。

　横から盗ぬすみ見たアルヴァンの瞳は、燃もえ盛さかる炎とは対たい照しよう的てきに穏やかで静かだった。

「アイツを一人置いていけない。たった一人の──俺の弟だからな」

　リディは、ぎゅっと自分の肩を抱く。アルヴァンは、頭の後ろで手を組んで寝ね転ころがるとその瞳を閉じた。

「それからは、ずっとこっちだ。マティアスに付いてライオール中巡めぐったし、今もあちこち調べ回ってんだが手がかりはさっぱりだ。これだけ捜して見つからねえってことは──もう、どっかでくたばってんのかもな」

「そんなこと、わからないじゃない。もしかしたら、アルヴァンと同じように誰かに助けられて、どこかで元気に暮らしてるのかもしれないわ」

「だったらいいんだがな」

「マティアス様とは、どうして別れてしまったの？」

「あんな人でなしのそばに、何でいつまでもいなきゃならねえんだよ」

　アルヴァンは何か嫌な思い出でも浮かんだのか、心底うんざりした顔で吐き捨てる。アルヴァンをして人でなしと言わせるなんて、マティアスがどんな人物かリディには想像もつかない。

　アルヴァンが、ごろりと寝返りを打った。いつもと同じようでどこか疲労の見える顔に、リディはきゅっと唇を引き結ぶ。

　十二歳といえば、今のブランと同じくらい。まだ子どもだ。そんな年で両親が殺されるところを見せられるなんて──。

　自分が母を病で亡なくした時の比ではない。それに母がいなくなっても、自分には父も兄もいた。けれど、アルヴァンには寄より添そってくれるはずの弟もいない。

　だから、ブランにあんなに優しいのかもしれない。

　じわりと涙が浮かぶ。けれど泣きたくなかった。つらいのは自分ではない。アルヴァンだ。

　──同情みたいに、思われたくないもの。

　リディは目をこすって涙を飛ばした。

　何か、力になれないだろうか。私に、できることで。

　アルヴァンのために。

「……そうだわ！　お兄様に協力してもらったらどうかしら？」

「はあ？　何でアイツに」

「今回の件で、お兄様たちは国内のヴィロン人について徹底的に調べたの。その中に、アルヴァンの弟も入っているかもしれない。良い顔はされないかもしれないけれど、特とく徴ちようを伝えればきっと捜してくれるわ」

「──職しよつ権けん乱らん用ようなんじゃねえか？　それは」

　アルヴァンのくせに珍しく真っ当なことを言う。リディは王宮で魔法士を指導する時のようにつんとした表情を作って、口をとがらせた。

「アルヴァンは曲がりなりにも、〈王女〉を保護しているのだもの。それくらいの役得はあってもいいのではないかしら？」

「まあ……確かにな」

　アルヴァンが、寝転がったままおかしそうに笑った。その屈くつ託たくのない笑顔に目を奪われる。こんな表情を見たのは、初めてかもしれない。

　──ちょっと、可か愛わいいかも……。

「何だよ、人の顔をじろじろ見やがって」

「な……んでもないわ」

　──可愛いと思ったなんて知られたら、なんてからかわれるかわかったものじゃないわ。

　リディは慌ててアルヴァンから目を逸らし、暖炉に向き直った。

「アルヴァンの弟の名前は、何ていうの？」

「オリヴィエだ。家族はオーリって呼んでた。年は一つ下だ。人ひと懐なつっこくて穏やかで、治癒の魔法が得意で。能力も性格も正反対なくせに、いつも俺の後ろを付いて回ってた」

「そういえば、耳と尾は兄弟きようだいだと同じ形なの？」

「いや、弟っつっても、俺は父親似であいつは母親似だからな。目の色は似たような感じだったが、髪の色も、耳や尾の形も違う」

「……そういうものなのね」

　リディは、脱だつ力りよくして横たわっているアルヴァンの尾にちらりと目を向ける。幸いにも、それはすぐ手をずらせば届きそうな位置にあった。

　すぐ下にある絨毯よりはるかに柔らかそうな毛並みが、暖炉の熱気に煽あおられている。

　今なら少しは触れるかもしれない。

　あくまで自然に見えるようにと祈いのりながら手を伸ばす。触れた、と思った瞬間、尾はリディの手から逃のがれてばさりと向きを変えた。

　──……避けられた!?

　おそるおそる顔を戻すと、半はん眼がんになったアルヴァンがじっとこちらを見ている。

「うっ、ご……めんなさい。でも、その……もう一度だけ触ってみてもいい？」

「駄目だ」

「どうして？」

　間かん髪はつを容いれない返事に、リディは不満の声を上げる。

「普通、耳や尾は触らせねえんだ。お前は、耳や尻をべたべた他ひ人とに触らせんのか」

「さわらせないわ！」

「ふうん。もし触らせるって言ったら、どうしてやろうかと思った」

　──どう、してやろうって……!?

　きっとろくなことじゃない。どうされるのか全くわからないのに、リディはばっと赤面する。羞しゆう恥ちを隠すために、日頃の素行を思い出して思わず反論した。

「でっ、でも、アルヴァンはいつも、少なくとも私の耳を触るじゃない！」

「はあ？　いつ俺がお前の耳なんて触った」

「キ……スするときに、いっつも触ってるでしょ……!?」

　──まさかあれは、無意識……ってこと!?

　片耳を下げてううんと唸うなりながら、アルヴァンは眉間に皺を寄せて考え込む。

「まあ、そう言われりゃあそんな気もするが」

「だからっ、私にだってアルヴァンの耳に触る権利があるはずだわ」

　リディは、じっとアルヴァンの正面に回り込んで、据すえた目で見つめる。

　アルヴァンは右耳をぴんと上げながら不満げに眉をひそめたが、やがて諦あきらめたように後ろに手を突いた。

「……しょうがねぇな」

「いいの!?」

「一回だけだ」

　アルヴァンの気が変わらないうちにと、リディは膝立ちになって身を乗り出した。嬉き々きとして持ち上げた両手を、しかめっ面つらに睨みつけられる。

　すごく、嫌そうな顔だ。けれど、こんな機会はもう二度とないだろう。

　迷うことなく、アルヴァンのふさふさとした獣の耳に触れた。

　髪の毛とは違う、明らかなぬくもりがある。毛並みの感かん触しよくを確かめるように、ゆっくりと撫でた。手の中で、アルヴァンの耳がもそもそと落ち着きなく動く。

　何だか少しこそばゆい。想像よりも厚みのある感触に、思わずため息が漏れた。

　──っ……すごく、気持ちいい。

　恍こう惚こつのリディに反して、アルヴァンは苦行に耐えるようにむっつりする。

「他人に耳を触られるのは気持ち悪いの？」

「……くすぐったいんだよ」

　いじめているつもりはないが、少しだけ可か哀わい想そうになった。

　──どこか気持ちのいい場所ってないのかしら。動物だって、うまく撫でてあげれば気持ちよさそうにするし。ヴィロン人にとって心地よい撫で方とか……。

　とにかく、荒々しく揉もみ込むよりも、そっと触れた方がいいだろう。

　思案の末、アルヴァンの耳に両手を被せる。毛並みに触れるか触れないかのところで、すっと指の腹を滑らせてみた。その瞬間、アルヴァンがその大きな体を激しく震ふるわせる。

「……っ！」

　露ろ骨こつな反応に首を傾げながら、もう一度同じように撫でようとした時、リディの視界がぐらりと傾いた。斜ななめに体を押さえ付けられて、そのまま絨緞に組み敷かれる。

「きゃあっ！」

　慌てて体を起こそうとするが、腰に体重を乗せられて身動きが取れない。アルヴァンの逞たくましい体の存そん在ざい感かんに、心臓が早はや鐘がねを打ち始める。

　眼前に、片眉を上げて笑う彼の顔があった。どこか切せつ羽ぱ詰つまった表情で、息が荒い。
















「お前な……他の奴に絶対こんなことすんなよ」

「もしかして、気持ち悪かった？」

　悪気はなかったのだけど。そう言おうとした時、アルヴァンが耳にふっと息を吹きかけてきて、リディは息を吞のんだ。

「……アルっ──」

「あんまり調子に乗ってると……食っちまうぞ」

　囁かれた声こわ音ねが不必要なくらいに甘くて、視線を逸らす。アルヴァンは、声を上げずに口だけで笑った。

「そういや、今日はまだキスしてなかったな」

　──まさか、今……!?

「でも、私の体には十分魔力があるんでしょう!?」

「昼には帰るんだろうが。だったら、できる限りは入れといた方がいいだろ」

「それは……そうだけど」

　アルヴァンが唇を寄せてくる。明々と暖炉の火に照らされて、その唇はいつもより赤く艶めかしかった。

　──じゃあ、これがアルヴァンとする最後の……。

「っ、待って！」

　慌てて悲鳴にも似た声を上げながら身を捩よじる。唇が、触れ合う直前で止まった。

「何だよ」

「あっ……灯あかりを消して。これじゃあ、落ち着かないわ」

　ぎこちない動作で暖炉を指差す。アルヴァンはわずかに体を起こすと、じりじりと燃える火を鬱うつ陶とうしそうに見つめた。

「別にいいだろ、灯りくらい。今更何言ってんだ」

「そうだけど……でもっ」

　体が、近い。その事実に今になって胸が詰まる。

　──何だか、いつもより恥ずかしい……からっ。

　そう口にするのは負けのような気がして、リディは口を噤つぐんだ。

　アルヴァンは、その様子を鼻で笑うと右手を上げる。

「いいぜ。ただし、後こう悔かいすんなよ」

　アルヴァンが宙ちゆうで軽く手を振ると、暖炉の火が揺らめいて灯りが落ちた。燃え残った薪が、ぱちぱちと小さな火の子を飛ばす音だけが聞こえる。

　暗くなった視界にほっとする間もなく、耳に手が添そえられる。予期せぬタイミングに、びくんと体が震えた。

　暗闇の中で、正面を見据える。けれど、薄ぼんやりとアルヴァンの輪りん郭かくが見えるだけだ。耳に置かれた手の温度が、ひどく生々しい。心しん臓ぞうが口から飛び出しそうだ。耳元で、微かに上うわ擦ずったような囁きが聞こえた。

「──するぞ」

　反射的に強こわ張ばった体をほぐすように、唇があたたかい何かに触れる。もう何度目かの、アルヴァンの唇。皮肉にも暗闇の中では、温度や形まではっきりと感じ取れる。

　彼の言葉の意味に気づいて、リディはたちまち顔を赤らめながら眉間に皺を寄せた。

　──暗ければ、恥ずかしくないと思ったのに……！

　そう思った、自分の愚おろかさが恨うらめしい。

　唇から、魔力が流れ込んでくる。力の満ちた、ほっとするようなあたたかさが体の隅々まで広がっていく。暖炉で十分あたたまっていたはずなのに、体がさらに熱を帯びる。

　鼓こ動どうは絶え間なく高鳴っているのに、心のどこかでほっとする。アルヴァンの腕の中にいるなら大丈夫だと。何の根拠もないのに、そう思ってしまう。

　こんなのは変だ。

　──これは、ただの延命のためのキスなのに。

　流れ込んでくる魔力の波に、気が遠くなりかけ──。

　突然、ばちりと、大きな音を立てて暖炉の薪が爆ぜた。あまりに大きな音に、リディは目を開けてアルヴァンを押し退ける。火が暖炉からはみ出しそうなほどに燃え盛り、中に残っていた薪が、目にも留とまらぬ速さで真っ黒な炭になっていく。

「リディの悲鳴が聞こえたと思って来てみれば……」

　壁に拳こぶしを打ちつける鈍にぶい音がして、リディは跳ね起きる。飛んできたのか、シャツの襟元のボタンを開けたまま、乱れ髪姿のレオンが何とも言えない形ぎよう相そうで立っていた。

「こっ、これは、魔力をもらっていて、それで──」

「ああ、わかってるよリディ。それで、アルヴァン。どこから燃やしてほしいんだ？　頭か手足か、胴どう体たいか。何ならまとめて、そこの薪みたいに一瞬で骨まで消し炭にしてやるぞ」

「それが、王太子の言う台詞せりふかよ……」

　アルヴァンは、リディの上に伸のし掛かかったままため息を吐いたのだった。
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　翌朝、リディはアルヴァンから許可をもらって、彼の事情をレオンとユーグに話した。

　大筋は調べていたらしく、二人は一応、あの日にアルヴァンが王都にいた理由について納得したようだった。勿論、裏取りとしばらくの監かん視しはすると念を押して。

　アルヴァンの弟捜しについても、リディが頼み込んだおかげでレオンは何とか了りよう承しようしてくれた。

　五人でにぎやかな──うち二名は静かに睨み合っていたが──朝食を囲んだ後、レオンに急せかされるようにリディは荷物をまとめる。

　けれど、持ってきたものなど何もない。買い集めた本も、後日誰かに取りに来させれば済む。

　半はん刻こくもしないうちに、リディはここに来た時と変わらぬ格好で城の入り口に立っていた。

　城の門を出た瞬間、さわさわと生ぬるい風が頰を撫でる。リディは下ろした髪が広がらないようにそっと手で押さえた。

　雲一つない、晴れやかないい天気だ。

　城の前には、ユーグが昨夜のうちに手配した馬車が出発を待っていた。所々色落ちすらある使い古された馬車に、まさか王族が乗っているとは誰も思わないだろう。御ぎよ者しやが忙せわしなく辺りに目を配っている。魔法士なのか、その動作には隙すきが無かった。

　アルヴァンと共に見送りに出てきたブランが、靴先でとんとんと地面を叩たたく。

「ブラン、本当にありがとう。何から何までお世話になって、感謝の言葉もないわ」

「そんなことないです。僕も、リディ様が来てくれて……すごくうれしかったですから」

　いつもと同じように、ブランが笑顔で答える。けれど、その耳は力なく頭に垂れていた。

　王宮で解除用の紋様を作るのに数か月。その間にもし魔力の補充が必要になっても、その時だけアルヴァンを呼び出せば済む。

　ここに来る機会はもう二度とない。

　リディは、ためらいながらもブランに手を伸ばす。金色の癖くせっ毛けを軽く撫で、自分よりも小さな体を慈いつくしむように抱き寄せた。柔らかい綿毛のような耳が頰に当たって心地いい。

「そろそろ行こうか、リディ」

　ユーグの言葉を合図に、背中に手を回してしがみついたブランからそっと体を離す。リディは横で黙って立っているアルヴァンを、戸と惑まどいながら見上げた。

「アルヴァンも……いろいろとありがとう。おかげで、助かったわ」

「別に。仕事だからな」

「──そうね」

　その言葉を嚙み締めるように、リディは心の中で静かに反復した。

　彼の言う通り、これはただの仕事だ。

　一時的な、不本意な関係。それ以上でも以下でもない。

「これで依頼は完かん了りようよ。魔力が尽きる前に、私は解除の紋様を完成させるつもりだから。もしそれが間に合わなかった時だけ、改めて連絡するわ」

　アルヴァンが鷹おう揚ように頷く。リディはそれを見届けてから、飴色の髪を翻ひるがえしレオンに続いて馬車に足を向けた。踏み出したところで、ふと歩みを止める。

「そういえば、昨日一つ聞き忘れたことがあるのだけど」

　立ち去りかけたアルヴァンが、不機嫌そうに振り向く。

　今となっては、特に意味のある質問ではない。けれど、ただ何となく──気になった。

「──なぜ魔力を多めに吹き込んでくれたの？　そんなこと、依頼には含んでいなかったのに」

　アルヴァンが、微かに唇を開いた。けれど、すぐにそれを引き結んでリディに向き直る。

　腰を曲げた彼の手が、耳に伸びる。さらりと髪を撫ぜられた。

　いつの間にか、すぐそばにある瞳。

　慣れ親しんだ動作に、思わず身構えた。

　反射的に目を閉じかけて、はっとする。耳元の、手のぬくもりはもうない。

　リディが詰めていた息を吐き出した時には、アルヴァンは再び城へと歩き始めていた。

　──はぐらかされた!?

「またキスされたくなけりゃ、せいぜい紋様解読に励はげむんだな」

「あっ、当たり前でしょう……！」

　リディは彼に背を向けて、馬車に向かって駆け出す。ユーグに手を添えてもらって、レオンの隣に腰を下ろした。御者に合図をしてユーグが乗り込む。扉が閉まるとすぐに、足元でガラガラと車輪が音を立て始めた。

　窓からわずかに顔を覗かせて、城を振り返る。アルヴァンの姿はもうない。さっき抱き合った場所で立ち尽くしたブランの姿だけが見えた。それが、段々と小さくなっていく。

「それにしても、驚いたな。リディが俺に意見するなんて」

　隣となりから聞こえたレオンの声に、リディは窓から顔を引いた。

「あれは──容疑者を減らして、お兄様に無む駄だ足あしを踏ませないためよ。彼から魔法の手ほどきを受けたから、あんな魔法を使用することはできないだろうと経験から思えたもの」

「それでもな。良いことなのか悪いことなのか」

　歯切れの悪い言葉が気になって首を傾げたリディに、レオンは首を振った。

「いや、何でもない。リディが王宮に戻れてよかった。父上も少しは安心なさるだろう。シアラも喜ぶ。お前も、心細かっただろう」

「……ええ」

　そうだ、心細かった。アルヴァンの城での暮らしが、彼とのキスがたまらなく嫌で──。

　でも、もうアルヴァンとキスをしなくて済む。

　そう思った瞬間、胸が苦しくなった。

　何故かは、欠片かけらもわからないけれど。

「寝不足なんじゃないか？　俺たちが降りる時には起こすから、少し休むといい」

　リディはレオンの言葉に大人しく頷いて、窓のカーテンに手を伸ばす。

　早く、王宮に帰りたい。

　シアラと再会を喜んで、好きな研究をして。

　王女らしく、賢者らしく──あるべき自分に戻る。

　窓に映うつった自分を睨み付けて、リディはカーテンを一思いに引き閉じた。
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　人の気配がする。

　リディは、上質な柔やわらかい毛布の合間で気け怠だるげな声を上げた。

　寒い。無意識に、目を閉じたままベッドの上で手を這はわせる。けれど、そこには自分一人のぬくもりしかない。

　何とか上半身を起こしたところで、天てん蓋がいの布が開いた。隙すき間まから、眩まぶしい朝日が容よう赦しやなく射さし込こむ。そこに現れた顔を見て、リディは自分が今どこにいるのかをやっと理解した。

　宮きゆう殿でんの──自分の部屋だ。

「……シアラ……おはよう」

「おはようございます、リディ様。自分でお目覚めなんて珍めずらしいですね。何だかお疲れのご様子ですけれど、お加減はいかがですか？」

　心配そうなシアラの声を聞きながら、ベッドに腰こし掛かける。シルクの夜着を脱いで瞼まぶたをこすった。シアラがすかさず、準備していた今日のドレスを持ってくる。

「少し、眠りが浅かったみたい……」

「きっと、気が張っていらっしゃるんですわ。宮殿に戻ってきて、まだ三日ですもの」

「……そうかもしれないわね」

　シアラの言葉に生返事をしながら、リディは立ち上がった。

　眠りが浅い原因はわかっている。ここのところ、眠る時に隣となりにあったぬくもり。それに、この寝い穢ぎたない自分の体がいつの間にか慣らされてしまったのだ。

　かといって、シアラにそんなことを言えるわけもない。

　──あんなに嫌だったはずなのに。

　シアラに手伝ってもらいながら、足まで隠かくれる丈たけの長いドレスに着替える。首元まであるボタンを留とめ、長い裾すそを整えて鏡台の前に移るとシアラが髪かみをとかし始めた。リディは、鏡に映うつった冴さえない自分の顔を、気合で引き締しめる。

「体調が優すぐれないようですから、いつでも横になれるように今日も髪は下ろしておきますね。レオン様のご命令でまだ外出もできませんし」

「そうね。今日も、部屋で紋もん様よう解読の続きをするわ。後で、王宮書庫へ資料を取りに行ってもらってもいいかしら？」

「もちろんですわ。ですが……少し根を詰つめすぎなのではございませんか？」

　机の上に積み上がった資料を見ながら、シアラが眉まゆを曇くもらせる。アルヴァンの城から運ばせてきた本は、数日であっという間に床の一部を占せん拠きよし始めていた。

「昨日も遅くまで本を読んでいらっしゃったでしょう？　確かにリディ様は研究に夢中になると、昼も夜もというふうになりますけれど……」

「──少しでも早く魔法を解かい除じよしたいの」

　そうでないと、またアルヴァンとキスすることになってしまう。

　──できれば……もう会いたくないわ。

　そこへ、部屋の扉が硬くノックされる。髪を整え終えたシアラがブラシを置いた。

「リーデリア王女殿でん下か、入ってもよろしいでしょうか？」

「ユーグだわ」

　リディの頷うなずきに従ってシアラが扉を開けると、ユーグが様子を窺うかがうように顔を覗のぞかせた。

「よかった。王女殿下のことですから、まだお休み中ではないかと心配いたしました」

「ここは私の部屋なのだし、そんなに畏かしこまらなくてもいいのよ？」

「ありがとう、リディ。でも今日は──仕事でお伺うかがいしたものですから」

　ユーグは自分の服を軽くつまんで見せる。先日とは違ちがい、今日は王おう太たい子しの側そつ近きんらしく詰つめ襟えりの制服を着ている。そのゆったりとした歩みに合わせて、マントが翻ひるがえった。

「貴族の子し女じよ誘ゆう拐かい事じ件けんの犯人が地方で逮たい捕ほされましたので、レオン王太子殿下はその護ご送そうに朝から出しゆつ立たつされました。今日はお戻りにならないとのことでしたので、私はリーデリア王女殿下にご報告してから追ってくるようにと仰おおせつかって参りました」

「報告？」

「はい。先日王女殿下より依い頼らいされた、アルヴァンの弟の件なのですが──」

　シアラに勧すすめられた椅い子すに、ユーグは一礼をして品よく腰を落ち着けた。




　ユーグの報告は、簡かん潔けつだった。

　アルヴァンの弟らしきヴィロン人は、現在ライオールにはいない。アルヴァンが説明した容よう姿しや特とく徴ちようと一いつ致ちする者はいなかった、と。

　──すぐ見つかると思っていたわけじゃないけれど……。

　アルヴァンが期待していたかはわからない。だが、王太子の調査だ。それなりに当てにはしているだろう。自分も多少は情報が出てくると思っていた。

「何も成果がなくて、申し訳ありません」

　リディはユーグの言葉に静かに首を振った。二人はできる限りのことをしてくれたはずだ。誰が悪いわけでもない。

　──けれど、それならアルヴァンの弟は一体どこに？

　ティーワゴンを脇わきに置いて、シアラが向かい合った二人のためにカップを用意する。紅茶を注そそぎながら、彼女は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「こうしていると、なんだかいつも通りですわね。リディ様が魔法にかかったままだということを忘れてしまいそうです」

「そういえば、どうして王女殿下が大量の魔ま力りよくを溜ためることができるのか、理由は判はん明めいしたのですか？」

「いいえ。本当はその調査もしたいのだけど、今は紋様の解読で手いっぱいだわ」

「殿下でもそんなに時間がかかるなんて、犯人は相当に高度な紋様を作り出せる魔法士なのですね」

　ユーグは、部屋の隅すみに積み上がった資料を見て苦笑いをする。

　隠そうかとも思ったが、すぐに片付けられる量ではない。リディはあまり見ないでと、わざとらしく咳せき払ばらいをした。

「ええ。ちょっと腹立たしいくらい。いっそ引ひき抜ぬきたいところだわ」

　リディは、頭の中であの男に魔法をかけられた時のことを思い出す。

　銀色の魔法士。その冷えたような笑顔が頭にこびりついていた。

「今、やっとライオール人にも対象を広げて調査し始めたところです。それにしても、一体どんな人物なのでしょうね」

「やっぱり、どこかの研究機関にでも務めているんじゃないかしら。もちろん、こんな研究をしていることは隠しているでしょうけど」

　リディは、紅茶の注がれた白はく磁じのティーカップを手に取る。広がる香気と澄すんだ色を楽しみながら、口元に運んだ。

「もったいないわね。この実力なら、どんな仕事だって……そうだわ、仕事！」

　リディはカップをソーサーに戻すと、お菓子を用意するシアラに身を乗り出した。

「どうかなさいましたか？　リディ様」

「あの紙はどこに置いたかしら。私が倒れた日に宮きゆう廷ていの魔法士から受けた、大型魔法の研究依頼の──」

　今回の件で、すっかり忘れていた。こちらから会おうと約束したのに、連絡もしていない。相手が王女だからと急せかすこともできず、今いま頃ごろ弱り切っているだろう。

　──不ふ慮りよの出来事に巻まき込まれたとはいえ、私としたことが依頼を忘れるなんて……。

　リディが積み上げた紙の山から、シアラが記き憶おくを頼たよりに依頼書を探り当てる。リディはその中身にもう一度目を通すと、ティーカップの横に真新しい羊よう皮ひ紙しを広げた。

「大型魔法ですか？　でも……昔からある難なん問もんですよね？」

　ユーグはその依頼内容を察さつしたのか、眉まゆ根ねを曇くもらせる。

「昨日今日で妙みよう案あんが浮うかぶようなものでもないと思うのですが、殿下にはいい解決方法があるのですか？」

「取り立てて目新しい手法ではないけれど、魔法自体の効こう率りつ化かを提案しようと思っていたの。単純化と並へい列れつ化かを進めて、できる限り少ない魔力で大きな効果を出す方法を」

　羊皮紙に堅かた苦くるしい文字で謝罪の言葉を書きつけながら、リディは頭を巡めぐらした。

「それでも、勿もち論ろん大きな魔力を蓄たくわえられる魔法士限定だけれどね。少なくとも、お兄様くらいの魔力を持っていなくては困るわ。できる限り魔力を体に溜め込んでもらって──」

　──今の私みたいに……？

　羊皮紙の上で、思わずペンが止まる。ペン先からインクが紙に染しみ込んで、黒いだまができた。それが、じわじわとさらに広がっていく。

　けれど、頭に浮かんだ考えに血の気が引いて、手が動かない。

　──お兄様は、何て言っていた？　私の体には、お兄様よりはるかに膨ぼう大だいな量の魔力が溜まっているって。

　レオンなら、小さな街や村なら一面焼き尽つくすくらいは簡単にできる。全て注ぎ込めば王宮を隅から隅まで破は壊かいすることも可能だろう。

　それよりもさらに強大な魔力となれば──。

「どうかしたのかい？」

　硬こう直ちよくしたリディに気づいて、ユーグがくだけた態度に戻る。リディは息を吐はきながらペンをテーブルの上に置いた。

　自分ひとりの勝手な妄もう想そうであってほしい。けれど──。

「ユーグ。今、私の体にはアルヴァンの数日分、つまりお兄様を超こえた魔力が溜まっているのよね？　これを一気に使えば、桁けた違ちがいの大型魔法が発動できるのではない？」

「それはそうだけど、リディは魔力の操そう作さができないから魔法は使えないだろう？」

「でも銀色の魔法士が私にかけた魔法は、私に蓄えられている魔力で動いているわ。私の意思とは無関係に。同じ仕組みで私の魔力を取り出されて……それを悪用されたら？」

「それは──」

「まさか、ありえません。そこまで考えて仕組まれていたなんて……」

　シアラが不安そうに首を振った。

「でも、現実にアルヴァンはあの日、都合よく王都にいたわ」

　ぞわりと悪お寒かんが体を駆かけ巡めぐる。

　この国で今、他人に魔力を吹き込むなんて芸当ができるのは彼しかいない。その唯ゆい一いつの人物が、あの日、あの時王都に来ていた。それを偶ぐう然ぜんと考える方が、都合がよすぎる。

　もし、故意にアルヴァンが誘おびき出されていたのだとしたら。

　どうして気づかなかったのだろう。

「──犯人は私を殺すために魔法をかけたんじゃない。私に魔力を溜め込ませるために、魔法をかけたんだわ」

　確たる証しよう拠こがあるわけではない。けれど、あれ以来リディに対して銀色の魔法士が何も行動してこなかったことにも、そう考えれば納なつ得とくがいく。

　──だから、最初に接せつ触しよくした時にも私を殺さなかったのよ。あの魔法士の力量なら、こんな面めん倒どうなことをしなくても一いつ瞬しゆんで命を奪うばえたはずなのに……！

「ユーグ、今からお兄様を追いかけて、連絡してくれる？　王宮にいる限り、すぐに何かが起こるとは思えないけど」

　ユーグが神しん妙みように頷いて、足早に部屋から出ていく。シアラはポットをテーブルに置いて、その様子を不安げに見送った。

　リディは、こめかみを押さえながら深々とソファに腰掛ける。

　──それにしても一体、あの男は何者なの？　この魔力を使って、一体何を。

　ふいにコンコン、と扉がノックされる。

　気を取り直したシアラがノブに手を伸ばすより先に、勢いよく扉が開いた。

「入りますわ」

　朱しゆ色いろが、目に飛び込んでくる。いつもより控ひかえめなボリュームのドレスを身に纏まとったエルヴィラが静かに入ってきた。せっかく腰を落ちつけたソファから、リディは立ち上がる。

　──何で、エルヴィラが!?

　今まで、彼女が自らリディの部屋にやってきたことはない。

　エルヴィラは扉を閉め、訝いぶかしげな顔をするリディの前まで静しず々しずと近づいた。扇おうぎの陰かげになっていて、彼女の表情は円つぶらな緑色の瞳ひとみからしか読み取れない。

「入室を許可した覚えはないけれど」

「病状を心配してお見み舞まいに来た妹を、お姉さまは追い返しますの？」

「その割わりには、見舞いの品もないのね」

「……わたくしは、お姉さまのお好きな物を存じ上げませんもの。お部屋で退たい屈くつしていらしたでしょう？　今からわたくしと買い物にでも参りません？」

「私は病やみ上あがりなのに？」

「顔色は良ろしそうですわ」

「また……お兄様に黙だまって？」

　そういえば、今日はいつも大勢引き連れている侍じ女じよの姿がない。エルヴィラが伸ばしてきた手を、リディはとっさに払はらいのけた。

「エルヴィラ。貴女あなたは何を隠しているの!?」

「いいから、わたくしと一いつ緒しよに来て！」

　エルヴィラは何も答えず、苛いら立だったように再びリディに手を伸ばす。

「貴女の思おも惑わくもわからないのに、そんなことできるわけないでしょう!?」

「では本当のことを申し上げたら、言うことを聞いてくださるの？」

　エルヴィラが、焦じれたような瞳で見つめてくる。いつもリディを小こ馬ば鹿かにした声とは違う、どこか恐きよう怖ふすら滲にじんだ切せつ羽ぱ詰つまった声だった。

「内容次し第だいよ。それと、私に危き害がいを加えないと約束するのなら、付き合ってもいいわ」

　一度リディを忌いま々いましそうに睨にらみつけた後、エルヴィラが観かん念ねんしたように扇を閉じる。華きや奢しやな手で、銀製の柄つかを握にぎり締しめた。

「──なら言いますわ。仮面舞ぶ踏とう会かいのあの日、お姉さまに魔法をかけさせるために、わたくしがわざとあそこへ連れ出したの」

「貴女っ、こうなると知っていて!?」

「少し……痛い目を見てもらうだけだからと。それくらいならいいと思ったんですの。役立たずのくせに、お兄さまに特別扱あつかいされるお姉さまが大嫌いだったから。だけど、それだけじゃなかった……！」

　彼女は何かに耐たえるように、扇を摑つかんだ手にさらに力を込める。

「お姉さまが臥ふせったとお兄さまから聞いた時は嬉しかったわ。これで当分、お兄さまを独ひとり占じめできると思ったから。だから協力してくれた彼に、会ってゆっくりお礼をしたいと何度も連絡を取りましたの。けれど、彼はあれこれと忙いそがしそうで……もう、計画は全て終わったはずなのに。何か、おかしいと思ったのですわ。だからわたくし、うちの者に彼との関係を伏せた上で、密ひそかに動どう向こうを探らせましたの。そうしたら──」

　今度は落ち着きなく、エルヴィラが手で扇を弄もてあそぶ。何度かくるくると回した後、再びぎゅっと力を込めて握り込んだ。

「監かん視しをさせていた魔法士が、驚おどろくべきことを報告してきたの。彼が、最近起きていた子女誘拐事件の被ひ害がい者しやと思おぼしき少女を、闇やみ魔ま法ほう士しから受け取っていたって」

「どうして……!?」

　──それすらも、あの魔法士の仕し業わざということ!?

「そこで、何か他に──わたくしにも言えないような別の目的があると確信しましたの。お姉さまに、彼が何をするかまでは知りませんわ。でも、きっととんでもないことよ。だから、その前にお姉さまを別のところに移してしまいたいの！」

「でも、ここは王宮よ？　一いつ介かいの闇魔法士がおいそれと出入りできる場所じゃないわ。だから、ここにいた方が──」

「彼はライオールの正規の魔法士ですもの。王宮にも入れるわ」

　──やっぱり犯人は、ライオール人だったのね。

　読みが当たっていただけに、悔しい。もっと早く解読して、レオンに進言していれば──けれど、それはもう遅い。

「エルヴィラ。あの男は何者なの？」

「それは……」

　エルヴィラが言葉を濁にごす。自信なさそうに視線を泳がせた。

「何な故ぜ言えないの？」

「だって──」

「貴女は知らないうちに、この国の危機に関わるかもしれないような、とんでもないことに加か担たんさせられたのよ!?　いいように利用されてっ……それなのに、まだ彼を庇かばうの!?」

「だって彼が捕まったら、わたくしのしたことが全てお兄さまに知られてしまうじゃないっ！」

　エルヴィラが、悔しそうに唇くちびるを引き結んでリディの腕うでを摑む。緑の瞳が、ゆるく潤うるんでいた。

「いくら憎にくいと言っても、お姉さまは王女ですもの。国のためには守らなければいけない。それでも、まだ……わたくしは本当のことを言いたくない。お兄さまに失しつ望ぼうされたくない、嫌われたくないの！」

「なんて勝手な……！」

「お姉さまは、誰も好きになったことがないからわからないのよ！」

　リディの腕に、彼女のよく手入れされた長い爪つめが食い込んだ。

「他人からどう思われるかとか、自分がどうすべきだとか。そういうことを超えてでも、手に入れたいと思う人なんていないからですわ。お姉さまにはっ……！」

　──……っ。

　一方的な言葉に息を吞のんだ瞬しゆん間かん、記き憶おくの断だん片ぺんが浮かんだ。

　骨ほね張ばった大きな手、逞たくましい胸むね。澄んだ紺こん青じよう色いろの瞳。

　あたたかい唇。

　ちらりとよぎった幻げん影えいを、リディは脳のう裏りから追いやった。

　そんなもの、知らない。欲しくもない。

　こんなに取り乱してしまうほど、手て離ばなせないものなんて。

　──羨うらやましくなんてない。

　目を背そむけたリディの腕を、エルヴィラは力いっぱい引いた。

「……わたくしは全部話しましたわ。お姉さま、約束通りわたくしと一緒に──」

「姉し妹まい団だん欒らんの時間を、邪じや魔ましてしまいましたね」

　エルヴィラの背はい後ごで、どさりと物音がした。ぞくりと背せ筋すじが粟あわ立だつ。

　聞き違うはずもない、突き放すような冷めた声。

　舞踏会でリディに魔法をかけた──銀色の魔法士。

　ライオールの正式な魔法士である白いローブを手に、彼は悠ゆう然ぜんと微笑んで立っていた。足元には倒れたシアラが見える。その体は、ぴくりとも動かない。

　──まさかっ……。

「少し眠ってもらっただけです。王女の侍女ともなれば、魔法くらい使えるでしょう？」

　シアラに駆け寄ろうとするも、ぐっと腕を引かれる。振り返ると、エルヴィラが厳きびしい顔を銀色の魔法士に向けていた。彼女はリディを庇うように、彼との間に立つ。

「安易に近づいちゃダメよ。お姉さまだって、彼の腕はわかっているでしょう？」

　銀色の魔法士は人ひと懐なつこい笑みを浮かべながら、困ったように息を吐いた。
















「まさか、ここにきて貴女に裏切られるとは思いませんでした」

「噓うそばっかり。どうせわたくしのことなんて、最初から信用していなかったのでしょう」

　彼はエルヴィラの言葉には答えずに、優雅な所しよ作さで足を踏ふみ出す。

「それ以上、近づかないで」

　エルヴィラは、彼にぴたりと指を向けた。

「今すぐ立ち去りなさい。そうすれば、貴方あなたがやったことはわたくしがなかったことにしてあげる。だから──」

「私を止めたいなら、人をお呼びになっては？」

　エルヴィラが、肩を震ふるわせて言葉を飲み込んだ。銀色の魔法士はその様子を見て、声を立てずに笑う。

　わかっているのだ。エルヴィラの迷いを。

　彼は硬直したエルヴィラの横をすり抜ける。彼女の耳元に、諭さとすように囁ささやいた。

「本当にほしいものなら、どんな手段を使っても自分のものになさればいいじゃないですか」

　その声に揺ゆさぶられるように、エルヴィラがはっと顔を上げる。その時には、銀色の魔法士はリディまであと数歩のところまで迫っていた。

「貴女の嫌いな彼女を、僕が殺してあげますよ」

「でも、でもっ……待って、オリヴィエ！」

「!?」

　──今、何て……!?

　背後から追いすがろうとしたエルヴィラの眼がん前ぜんに、銀色の魔法士が紋様を生み出した。エルヴィラの体が、即座にその場へ崩くずれ落ちる。

「全く、余計な手間を掛けてくれる」

　銀色の魔法士はその姿を無感動な目で見下ろすと、リディへと視線を戻した。人のぬくもりが感じられない冷めた声で言い捨てながら、白いローブを邪魔そうに放り投げる。

　彼がすっと宙ちゆうに指を切る。エルヴィラにかけたものと、同じ魔法。

　──速いっ。

　パチンと硬こう質しつな音がした。倒れるかと身構えたのに、リディはまだ己おのれの足で立てている。

　──魔法が、消えた……？

　同時に、耳の後ろが燃えるように熱くなっていた。探るように、リディは耳の後ろに触ふれる。まだ熱が残るそこには、以前触れられた記憶がある。確か、空中でキスをした時──。

「……兄さんか」

　銀色の魔法士が、忌々しげにその淡い青瞳を細める。

「まさか護身用の紋様を入れてるなんてね。そういうの、苦手なくせに」

「にい、さんって──」

　聞き間違いであればと思った。

「ああ。名乗りが前後して申し訳ありません、リーデリア王女殿下」

　彼は笑顔を崩さない。舞踏会でリディに魔法をかけた時の、嗜し虐ぎやく的てきな笑みのまま。

「僕の名前はオリヴィエ・ベルモンドといいます。貴女のよく知るアルヴァン・ベルモンドの、たった一人の弟ですよ」

「何で……アルヴァンの弟がライオールの魔法士に!?」

　ヴィロン人ならば、その白いローブを身に着けているはずがない。何よりも彼には、ヴィロン人特有の、耳も尾もなかった。

「ライオール人かヴィロン人か──一体、それは何で決まるんでしょうね？」

　オリヴィエが、再び右手を空中に翳かざす。先程のものとは違う、氷の紋様。

　気づいた時には、眼前に氷の刃やいばが迫せまっていた。

　反はん射しや的てきに顔を庇う。氷は見えない壁かべにでもぶつかったかのように、触れる直前にパラパラと砕くだけて足元の絨じゆう毯たんに散った。

　耳の裏にある紋様が、さらに強く熱を帯びる。今にも火傷やけどしそうなほど、熱い。

「護身用の魔法も、普ふ通つうの魔法と変わりません。紋様の中に入っている魔力が尽きれば消えます。その程度の魔力、すぐに使い尽くして差し上げますよ」

　リディに向かって歩きながら、戯たわむれのように軽い調子でオリヴィエが紋様を作り出す。

　鮮あざやかな手付きで、次々と鋭えい利りな氷の刃が生み出されていく。彼の瞳と同じような、触れただけで凍りつきそうな色。

　切っ先がリディ目がけて一いつ斉せいに飛ぶ。当たらないとわかっていても、足が竦すくむような速度だった。

　ガシャンと氷が砕ける音が断続的に続いて、耳が痛くなる。

　このままでは捕つかまってしまう。護身用の、アルヴァンの魔力が尽きる前に逃にげなくては。

　──だけど、私が逃げたとしてもシアラが……！

「何もできない貴女に、迷ってる暇ひまなんてあるんですか？」

　一ひと際きわ、大きな破は裂れつ音おんが部屋に響ひびいた。

　耳の後ろから、感覚を焼くような熱が──アルヴァンの魔法がついに消え失うせる。氷の切っ先が腕を掠かすめて、裂さけたドレスの袖そでからじわりと血が滲んだ。

　正面から首を摑まれる。オリヴィエは、これ見よがしにリディの眼前で昏こん睡すい魔法の紋様を描えがいた。

　今度はもう、避さけられない。自分を守ってくれるものは、何もない。

　ぐらりと視界が歪ゆがむ。崩れ落ちるところをオリヴィエに抱かかえ上げられた。

「これはさすがに、兄さんに気づかれたかな。急がないとね」

　オリヴィエの声が耳元で聞こえる。だがもう目が開かない。

　かけた魔法士に、魔法を破られたことは一体、どんなふうに伝わるのだろう。魔法を使う感覚がわからないリディには、想像もつかない。

　けれど、わかってしまうものなのだろうか──破った相手が誰なのかも。

　できれば、そうでなければいい。

　意識を失う直前に、リディの唇が微かすかに震える。けれど、その呟つぶやきはもう声にはならなかった。
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「アルヴァン様、仕事しないんですか、仕事。今日もたくさん依頼が来てますよ？」

　主しゆ塔とうの二階。ダイニングテーブルの上にこんもりと積まれた依頼書の山を見ながら、ブランがアルヴァンに向き直った。

　シャツにベストという、いつも通りのラフな服装のアルヴァンは、リビングのソファの上で、ごろりと寝ね返がえりを打つ。座ざ面めんから太い尾がだらりと下に垂たれた。

　──落ち着かねえ。

　いつになく、住み慣れた部屋が広く感じられる。ソファに寝ね転ころがった自分、ダイニングテーブルで依頼に返事を出すブラン。三日前までは、その奥にある一人掛けのソファに本を読むリーデリアの姿があった。

　アルヴァンは内心舌打ちをして、再び寝返りを打つ。さらにだらしない姿し勢せいになった。

「……適当に放っとけ」

「えーっ、でも結構報ほう酬しゆうが良いものもありますよ？　これなんて、護衛一日三十万ギルとか！」

「どうせ、今回の件でたんまり報酬が入るんだ。依頼なんてしばらく受ける必要ねえだろ」

「いつも以上にやる気がないですねえ……」

　ブランが紙し片へんを一枚一枚開きながら、テーブルに重ねていく。急ぎのものとそうでないものに手早く山を分けながら、ぼそりと呟いた。

「……そんなに落ち込むなら、リディ様に余分に魔力を吹き込まなきゃよかったのに」

　アルヴァンは顔だけをブランに向けて、ぎろりと睨む。だが珍しく、ブランは大きな耳をぴんと立てて、責めるように主人を見返してきた。

「アルヴァン様だって、リディ様のことすごく気に入ってたでしょ？」

「はあ？　あんなマヌケ、出て行って清せい々せいしたぜ」

「とか言って、耳と尾が垂れてますよ。ライオール人にはわからないかもしれませんけど」

　視線を逸そらしながら、アルヴァンは苦々しく顔をしかめる。急ぎの依頼に一つ一つ断りの返信を書き入れながら、ブランは深々とため息を吐ついた。

「あーあ、楽しかったのになあ。リディ様と過ごすの。お姉さんができたみたいでうれしかったし。あんなに一いつ生しよう懸けん命めい守ってくれたのって、リディ様が初めてだったから……」

「うるせえな……そんなこと言ったって、しょうがねえだろうが。アイツは仕方なくここにいただけだ。大体、ああ見えても一応王女なんだぞ」

　ぞんざいに吐き捨てる。ブランは、アルヴァンの方を眇すがめた目で見ると、くるりと背せを向けた。尾を逆立てながら、返信を書き入れた手紙を携たずさえて階段へと向かう。

「……アルヴァン様がそんな常識的なこと気にするなんて、思いませんでした！」

　送り返してきます、と冷たい目をしながら小声で言い捨てると、ブランはどかどかと足音を立てて階段を上っていく。

　一人になった部屋で、アルヴァンは居い心地ごこち悪そうに天てん井じようを見上げた。

　本当は、そういう問題じゃない。

　リーデリアの立場を全く気にしなかったと言えば、噓になる。彼女は王女だ。落ちこぼれと言っても、王宮に──彼女の居場所に帰りを待っている者はたくさんいるだろう。

　だから彼女に魔力を余分に吹き込んだ、というわけじゃない。

　魔力切れで死ぬ心配をしなくてもよくなれば、少しは安心させてやれると思った。

　ただ、安心させてやりたかったのだ。

　──意地を張りながら、自分には力がないと肩かたを震わせる少女を。

　たとえそれが、彼女を帰すことに繫つながっても。

「アイツが、こわいって泣きやがるから──」

　不ふ貞て腐くされたように呟く。誰もいない部屋に、言葉はすっと吸い込まれて消えた。

　目を閉じると、あの柔らかな髪が脳のう裏りに浮かぶ。本物の飴あめのような、とろりと艶つやめいた髪。怒った時に朱しゆが強く出る飴色の瞳。

　自分に対しては滅めつ多たに笑みを浮かべない、愛らしくて甘あまい唇。

　本当なら、こんな馬鹿げた依頼を受けるつもりはなかった。

　宮廷上がりの師し匠しようにも事あるごとに言われている。権けん力りよくに関わる大きな仕事を受けるものではない、と。アルヴァンもそれを律りち儀ぎに守ってきた。滅め茶ちや苦く茶ちやな師匠の言葉の中で、それは数少ない真実だったからだ。今までも何度かそういった依頼を持ち込まれたことはあったが、どれもすげなく断ってきた。

　王都で依頼の使者に声を掛けられた時から嫌な予感はしていた。相手は素す性じようを隠していたが、使者というには身なりが明らかに良かったからだ。宮殿へ向かいながら、面倒な話ならとっととずらかろう、そう思っていた。

　──ベッドで静かに眠る、冷たくなったリーデリアを見るまでは。

　夜会用のドレスを着たまま、彼女は豪ごう華かなベッドにそっと横たえられていた。髪は大きく乱みだれ、彼女が何か危険な目に遭あったことを無言のうちに主張していた。しっかりと閉じられた目とは対照的に、唇は微かに開いている。細く華奢な手は、体の前で静かに組み合わされていた。触れた肌はだは、氷のようにひやりと冷たい。

　まるで、出来のいい人形──。

　胸むな元もとの紋様を見るまでもなく、その凍いてついた体に触れた瞬間、直感した。放っておけば、このまま彼女は死ぬだろう。

　別に、彼女を──よりにもよってライオールの王女なんかを、助けてやる義理はない。

　けれど、つい興味が湧わいてしまったのだ。

　この飴色の髪をした美しい少女は、横たえられ静かに死を待つ少女は、目を覚ましたらどんな表情をするのだろうか。どんな声で話し、どんな目で自分を見るのか。

　その唇は、どんな味がするのか、と。

　──見た目とは正反対の、あんな強ごう情じよっ張ぱりだとは思ってもみなかったがな。

　やはり、受けるべきではなかったのだ。どうせ、手離さなければならないのだから。

　こんな面倒で、不本意な依頼など。

「馬鹿馬鹿しい」

　アルヴァンは、ソファからその長い体を起こした。気分が乗らない時は、さっさと寝てしまうに限る。立ち上がろうと腰を浮かせた、その時だった。

　自分の意思とは関係なく、獣けものの耳が跳ね上がる。毛がぞわりと逆立ち、ぴりぴりと稲いな妻ずまでも流れたかのような疼うずきが走った。誰かに魔法を無理矢理破られた不快な感覚に、反射的に顔をしかめる。

　リーデリアにかけていた魔法が壊こわされた余波。その感覚は一瞬で消え、不気味な静せい寂じやくが戻った。

　──誰が破りやがったんだ？

　護身用の魔法にレオンが気づいて解除したのだろうか。そう考えて、すぐにその可能性を打ち消す。どんな理由であれ、あの男が彼女に魔法を向けることは絶対にないだろう。

　自然と答えは一つに絞しぼられる。リーデリアの命を──護身用の魔法を破ってでも奪いたいと思う者。

　歯ぎしりをして、勢いよく立ち上がる。三さん段だん跳とびで階段を駆け上がると、屋上のテラスに飛び込んだ。依頼の手紙を送り返していたブランが、驚いて封筒を取り落とす。

「どうしたんですか？　そんな怖い顔で──」

「出かける。お前は絶対に城から出んなよ」

　そのまま歩調を緩ゆるめずにテラスの床を蹴ける。事態が飲み込めないブランは、その忙せわしない姿をきょとんと見上げた。

「もしかして、仕事ですか？」

「いや──」

　ブランの問いに答えながら、自分自身をアルヴァンは鼻で笑った。

　──仕事だとか、依頼だとか関係ねえ。

　例え本人がもうそれを必要としていなくても。

　彼女を、リーデリアを傷付けることは許さない。たとえ、誰であっても。

　──あれは俺のモンだ。誰かにやってたまるか。

　アルヴァンは、空に飛び上がる。夕ゆう刻こくの風が、外套コートを着ていない体にひやりと冷たい。びゅうと音を立てて、暗あん褐かつ色しよくの髪と尾を揺らした。

　折しも、不ふ穏おんなほど赤い夕陽が、地平線の向こうへと沈しずみ始めるところだった。
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　頰ほおに、何かがぽたりと落ちた。滴しずくの冷たさに、リーデリアは睫まつ毛げを震ふるわせる。

　涙かと思った。けれど、目を開けた視し界かいは思ったよりもはっきりとしている。

　背中に感じるのは、石いし畳だたみのひやりとした感かん触しよく。室内なのに外よりもはるかに気温が低い。

　横たわったまま石造りの天てん井じようを見上げると、隙すき間まからぽたぽたと滴が落ちていた。

　窓は一つもない。壁かべに据すえ付けられた燭しよく台だいの火が、わずかに辺りを照らし出している。

　──地下……かしら。そういえば、王都の地下に採さい石せき場じようを利用した通路があるって、シアラが前に言っていたわね。

　どれくらい、意識を失っていたのだろう。体内に溜ため込こんでいた魔ま力りよくはもう使われてしまったのだろうか。

　息を詰つめたまま目だけを周囲に向ける。

　視界の左端に、明るい色がちらついた。薄うす暗ぐらい地下には不ふ釣つり合あいな赤や黄色の華か美びなドレス──を纏まとった少女たちだ。煌きらびやかで豪ごう勢せいな衣い装しようの彼女たちは、微び動どうだにしない。

　──私と同じくらいの年とし頃ごろ……あれは、もしかしてエルヴィラの言っていた──。

「おはようございます、リーデリア王女。いい夢は見られましたか？」

　視線を向けた反対から、嘲ちよう弄ろうするような声が聞こえた。

　声の方に振り向くと、オリヴィエが壁に寄より掛かかって立っていた。特とく徴ちよう的てきな銀色の髪かみが、手て燭しよくの明かりで鈍にぶく輝かがやく。

　彼が身じろいだ靴くつ音おとが反はん響きようして、不ふ穏おんな余よ韻いんが耳に残った。

「──まさか彼女たちは、最近起きていた人ひと攫さらいの被ひ害がい者しや？」

「僕は依い頼らいしていただけですよ。実験はもう十分終えたので、実行犯の闇やみ魔ま法ほう士しは、王太子を外出させる口実として使わせてもらいました。貴女あなたを連れ出すのに彼は邪じや魔まですから」

「実験って……」

「貴女の胸むねに入れたそれの、ですよ。貴女の命は脅おびやかすものの使い過ぎず、ちょうどいい量の魔力を吸い上げるように調整する必要がありましたから」

「……彼女たちは、まだ生きているの？」

　一瞬の間をおいて、オリヴィエはリディを見下ろしながら声を上げて噴き出した。ゆらりと火が揺ゆれる。

「そんなことより、自分の心配をした方がいいんじゃないですか」

　オリヴィエはリディに背を向けると、壁かべ際ぎわに手燭を下ろした。指先に魔力を集めながら、彼は通路の中央に進み出る。意識を集中するように一度目を閉じて、静かに腰こしを落とした。

　──紋もん様ようを、描えがく気だわ。

　起き上がろうとしたけれど、力が入らなくてリディは無様に這はいつくばった。逃にげられないように、オリヴィエが魔法をかけていてもおかしくはない。腕うでを使って、何とか上体だけでも持ち上げる。

　オリヴィエの足元には、びっしりと何かが描きつけてあった。視界に入っていなかっただけで、通路の石畳の床一面に蠟ろう石せきで複雑な紋様が描かれている。

　とにかく大きい。床を埋うめ尽つくすような、こんな巨大な紋様は見たことがなかった。

　所々、何度か描き直したのか白くくすんでいるところもある。

　──今から使う魔法の下描き、というところかしら。

　これほど大きな紋様だと、作り出した本人でも隅すみ々ずみまで頭の中では描き切れない。けれど、いちいち思い出しながら描いていては、間ま違ちがいや綻ほころびができる可能性が高まる。

　紋様を描くことに集中するため、あらかじめ準備していたのだろう。

　──これを彼がなぞり終えれば、魔法は発動する……！

「何でこんなことを！　彼女たちやエルヴィラや……アルヴァンを利用して何をするつもりなの!?」

「復ふく讐しゆうですよ。僕をこんな姿に貶おとしめたライオール人と……兄さんにね」

「アルヴァンに!?」

　どうして。彼はオリヴィエのために、立場上の不自由やいわれのない蔑さげすみにも耐たえて──ここにいるのに。

「アルヴァンは、貴方を捜さがしてライオールに留とどまっていたのよ!?　貴方だけのために、それなのに何な故ぜっ……」

　糾きゆう問もんしようと上げた声は、最後には悲痛な叫さけびになる。

　けれど、返事はない。その代わりに、オリヴィエは蠟石の線をなぞるように、魔力で光を灯ともした指先を滑すべらせた。

　大型魔法は、戦争中に徹てつ底てい的てきに研究された。それはその時にこそ有意だったからだ。

　大勢の人間を傷きず付つけるために。

　──止めないと。

　上体を何とか起こしたままで、リディは蠟石で描かれた紋様に急いで目を凝こらす。

　オリヴィエ特有のライオールとヴィロンの様式が交じった紋様は、猛勉強した甲か斐いもあってどういった類たぐいの内容かはなんとか読めた。

　彼が、紋様を描き上げるより早く──。

　じりじりと焦あせりを覚えながらも、意識を集中させて読み解いていく。半分ほど解読した時、リディは瞬まばたきすらも忘れて目を見開いた。

　これは魔法士の体内に蓄たくわえられている魔力を強制的に、魔法に変へん換かんさせて発散させる。例えば、才能の顕けん著ちよな子どもが無意識に魔法を使ってしまうように──魔力を暴ぼう走そうさせるための魔法だ。

　突つっ張ぱっていた腕ががたがたと震えた。この大きさなら、真上にある王都全てにその作用を及およぼすことができる。

　──ただでさえ王都には魔法士が多いのに、こんな魔法が使われれば!?

「やめて、こんなっ……両親を傷付けられた恨うらみにしても、あんまりだわ！」

「へぇ。兄さんは、全部貴女に話したんですね」

　オリヴィエは、しゃべりながらも地面に滑らせる手を休めない。

「アルヴァンは、全て教えてくれたわ。目の前で両親を殺されたことも──貴方を守れなかったことも」

　これ以上、彼を傷付けないで。そう願いながら、必死に呼びかける。

「その後、貴方に何があったのかは知らないわ。でも、こんなことをする必要なんてない。ただアルヴァンの前に現れればいいだけじゃない」

　きっと、彼は迷いなくオリヴィエを受け入れるだろう。どんなに見苦しくても、みっともなくても。

　──私にそうしてくれたみたいに。

「例え過去に何があっても、アルヴァンは貴方を責めないわ。言っていたもの。大切なたった一人の弟を──オーリを置いてはいけないって」

　愛あい称しようを口にした瞬しゆん間かん、オリヴィエの手がぴくりと止まった。淀よどみなく動き続けていた指が、微かすかに震える。

　けれどオリヴィエの指先は、しばらく宙ちゆうを漂ただよったもののすぐに迷いなく滑り出した。

「──それは、楽観的に過ぎますね」

　機械のような精確さで、紋様を描き出していく。アルヴァンより薄うすい青の瞳ひとみは、痛いくらいに澄すんで──虚うつろだった。

「今の僕は、昔とは違う。中身も──姿形も」

　オリヴィエは、もう何も答えない。黙もく々もくと、憑とりつかれたように紋様の細部へと入り込んでいく。狂きよう気き、という言葉しか見つからないほど、丁てい寧ねいに描かれたそれには、歪ゆがみも綻びもない。

　いつの間にか、彼が描き上げた紋様の光で、石畳の床が暗い地下の中でぼうっと浮かび上がっていた。

「さあ、もうおしゃべりは終わりです」

　オリヴィエがリディの背はい後ごに回り込む。抵てい抗こうする間もなくリディは弛し緩かんした体を抱かかえ上げられ、彼が描いた紋様と重なるように横たえられた。

　──だめ！　この魔法を使わせるわけには……！

　とっさに、離はなれようとする彼の上着の裾すそを摑つかむ。振ふり解ほどこうとされるが、しがみつく手に全力を込めた。

　オリヴィエが嘆たん息そくして、リディの前に片かた膝ひざを突く。赤子をあやすように穏おだやかに微笑ほほえんで、裾を摑んだ手に一いつ瞬しゆんで紋様を重ねた。

「いっ──」

　突とつ然ぜん、何千本もの針はりで刺さされたような激げき痛つうが手に走る。それでも痛みに耐えながら、絶対に離すまいとリディは強く裾を握にぎり込んだ。

「何故、そんな無む駄だな抵抗をするんですか？　魔法が使えない貴女に、僕を止められるわけがないのに」

「それは──」

「ただ、無様なだけですよ？」

「──っ」

　ため息交じりの言葉と共に、彼はリディを無む慈じ悲ひに見下ろした。

「今回のことで、前よりもよくわかったでしょう。貴女は、一人では何もできない。ちっぽけな人だ。そんな貴女に、僕を止めることはできない」

　彼が何を言いたいのかは、わかった。今までに何度も言われてきた言葉。

　どんなにがんばっても、覆くつがえせない言葉だ。

「──貴女は、役立たずの王女ですからね」

　微かに、手の力が抜けた。オリヴィエに荒々しく振り解かれて、裾から手が離れる。

「待っ……！」

　静止の声に、意味はなかった。伸のばした手は、何も摑めない。

「せめて、最後くらいはしっかり僕の役に立ってくださいね」

　リディから離れると、オリヴィエは目を閉じて意識を集中させる。なぞり残していた紋様を指でひと思いに繫つなぐと、リディの体の下で紋様が、それまでとは違う強い輝きを放つ。

「今度こそ本当に、お休みなさい」

　そう彼が告げるやいなや、リディの体に凍りつくような感触が走った。

　体から徐じよ々じよに魔力が吸い取られていくのがさすがのリディにもわかる。しかも、その量は胸に刻きざまれた紋様の比ではない。全身から一気に体の熱が奪うばわれる。

　──理論上は、紋様から離れられれば、魔力を吸い取られずに済むはず……っ。

　けれど体は鉛なまりのように重くて、上半身を微かに持ち上げるので精せい一いつ杯ぱいだ。何とか体を引きずったけれど、這ったまま紋様の上をわずかに進んだだけだった。

　もう、どうしようもないのかもしれない。

　そう思うと、体から力が抜ける。

　オリヴィエの言う通り、自分は役立たずの王女なのだ。魔法の使えないちっぽけな。

　どんなに知識を付けても、何をやってもそれを覆すことはできない。

　ちっぽけで、役立たずで、しかも見苦しい。




　でも、それが私。




　──そうよ。そんなこと……誰よりも私が知っているわ。

　それでもいい。ちっぽけでも役立たずでも。魔法が使えなくても。

　今──できることをする。

　閉じようとする瞼まぶたを、無理矢理こじ開ける。唇くちびるを嚙かんで体に力を入れると、ぐっと身を起こした。通路一面に広がる紋様と対たい峙じする。

　──たとえ無駄になるとしても、諦あきらめたりはしない。これだけ大きな紋様なら、絶対に何か破る方法がある。それを考え見つけるのが、魔法が使えない賢けん者じやである私の仕事よ！

　苦しさを堪こらえて、もう一度紋様を読み直す。気持ち悪いほど整った紋様の、その細部の細部まで隈くまなく目を凝らした。どんなに小さなものでもいい。

　きっと、どこかに隙はある。彼がまだ、アルヴァンの弟であるなら。

　霞かすんでいく視界に、紋様の中心部が映うつる。目を皿のようにして諦めまいと見続ける。そうして。

　──見つけた。

　苦しいのに、つい笑みが零こぼれた。

　この魔法の要かなめに微かに刻まれた、迷いのある歪み。

　──ここを、突けば──。

　その部分に手を伸ばそうとして、リディは目を見開いた。

　手が、持ち上がらない。

　苦く痛つうにも似た感覚に息を吐はいた瞬しゆん間かん、我が慢まんできずに声が漏もれた。

「あっ──」

　魔力を剝はぎ取られていく感覚をすっかり忘れていたことに、今更気づく。

　いつも、彼にたくさんの熱をもらっていたから。

　耐えるように目を閉じると、涙が一ひと筋すじつっと零れた。

　何故かはわからない。けれど、その名が口を突いた。

　呼ばずにいられなかった。




「アル、ヴァン……っ!!」




　叫んだ瞬間、ごうっと一ひと際きわ強い風が通路の奥から吹き付けた。

　ここは地下だ。こんなところまで、外気の風が自然に流れてくるはずがない。

　うずくまったまま、リディはなんとか目を開ける。

　オリヴィエの奥に、風を纏った彼がいた。

　数日振りに見た紺こん青じよう色いろの瞳は、いつもより深い。アルヴァンはわずかに疲労を滲にじませながら、リディと巨大な紋様、そして壁際に倒れた少女たちに素早く目を走らせる。

　怒りを込めて細めた目が、悠ゆう然ぜんと佇たたずむオリヴィエに向いた瞬間、大きく見開かれた。

　──ああ。

　彼がごくりと息を吞むのが、離れていてもわかった。

「お前、その姿……耳と尾は──」

「このなりでも、さすがにわかるんだね、兄さん」

「当たり前だろうがっ……！　何馬ば鹿かなことやってんだ。今すぐ、その魔法を止めろ！」

「断るね。せっかく血ち反へ吐どを吐くような努力で作り出したんだ。無駄にするつもりはない。そんなに止めたいなら、力ずくで来ればいいだろ？」

　アルヴァンが顔をしかめる。開いていた手を、ためらいがちに握った。

　乾かわいた靴音を響ひびかせながら、オリヴィエはアルヴァンの一歩手前で足を止める。自分よりも背の高い兄を、鮮あざやかな笑みを浮かべて見上げた。

「そうやって迷うのが、兄さんの弱いところだ」

　一瞬で紋様を描き、オリヴィエが手元に氷の刃やいばを作り出す。すぐさま、アルヴァンの懐ふところに踏ふみ込んだ。

　刃がアルヴァンの胸を掠かすめる。深く食い込む前に、アルヴァンは痛みに顔を歪ませながらオリヴィエの腕をぐいと摑んで、引き剝がした。

　オリヴィエはアルヴァンの手を振り解いて、反転して距離を取る。眼めをぎらつかせながら氷の刃を万と作り出すと、アルヴァン目がけて手を振り下ろした。苦しそうな顔をしながら風で受け流すアルヴァンを見るその口元には、まだ変わらぬ笑みがある。

「何で耳と尾がないのかと聞いたよね。簡単なことだよ。連れ去られた後に、あいつらに切り落とされたんだ」

「!!」

　──切り落と……された……!?

「ナイフで後ろから──ね。兄さんなら、それがどれくらいの痛みを伴ともなうか、わかるだろ？」

　そんな情景、思い描きたくない。けれど、オリヴィエの低い声は静かにリディの想像を搔かき立たてる。知らぬうちに、歯ががちがちと鳴った。

「ヴィロン人にとって、耳と尾は自身の誇ほこり。こんな姿でヴィロンに戻っても普通の暮らしができるわけないじゃないか。だから僕は、助けてくれた人の勧すすめに従したがってライオール人になった」

　オリヴィエは、話しながらも戯たわむれのように軽かろやかに魔法を紡つむいでいく。息をつかせぬ素早さで、アルヴァンの足元を氷で縫ぬい止めた。

「ヴィロンの魔法を使えば正体を見抜かれる。だから、僕はライオールの魔法を一から勉強したよ。僕の尊そん厳げんを奪ったライオール人として暮らすことは、とんでもない屈くつ辱じよくだったけれど、それにもなんとか耐えた──いつか、こうして復讐するためにね」

「オーリ……」

　アルヴァンの呼び声を無む視しして、オリヴィエは心底おかしくてたまらないとばかりに、くすくすと笑った。

「本当は、もう仇かたきを取るべき相手はいないんだ。耳と尾を落とされた時に、僕が──殺してやったから」

　アルヴァンは唇を微かに震わせた後、何かを飲み込むように歯を食いしばる。

　オリヴィエは、作り出した無数の氷ひよう刃じんをアルヴァンの頭上へ向けた。天井の隙間に切っ先が入り込んで、敷しき詰つめられた石を抉えぐる。

　──崩ほう落らくする……！

　けたたましい音と共に、辺りに土つち埃ぼこりが充じゆう満まんする。崩くずれ落ちた石材の中に、アルヴァンが膝を突いていた。彼の周囲だけ不自然なほど物が落ちていないのは、何とか風で吹き飛ばしたからだろう。

「兄さんは、僕を助けてくれなかった」

　いつの間にか、アルヴァンの眼前にオリヴィエが進み出ていた。その口元に、もう笑みはない。その瞳が、全てを吸い込むように虚ろな色を湛たたえる。

「兄さんが助けに来てくれるのを、僕はずっと信じてたのに。結局、見つけてもくれなかった」

　すっと優ゆう美びな動きで腕を伸ばし、長く美しい指をぴたりとアルヴァンに向ける。

「ただ普通に暮らしたいと思っていただけなのに、何で、何で僕だけがこんな目に遭あわないといけない？」

　──どうして自分だけ？　それは、その疑問は。

　私がずっと抱いだいてきたことと同じだ。

　オリヴィエが、くすりと笑った。

　けれど、その顔は何だか──泣き顔のようにも見えた。

「そんなのは間違ってる。だから、僕は兄さんの魔力と、学んで得た両国の魔法の知識を利用して、ライオール人同士で殺し合ってもらうことにした。兄さんの力が、大勢の人を殺すんだ」

　オリヴィエの手が、魔法を生み出そうと静かに翻ひるがえる。

「──兄さんにも僕と同じように苦しんでもらう。兄さんだけ、何もなかったみたいに暮らすなんて許さない」

「馬鹿みたいな駄だ々だをこねてんじゃねえよ！」

　アルヴァンが、ぐっとオリヴィエの腕を摑む。オリヴィエが腕を振り解き、氷で障しよう壁へきを作った時には、その腕や頰にすっと赤い線が走っていた。

　目に見えないから、確証は持てない。けれど、アルヴァンが風で切きり裂さいたのだとリディは直ちよつ観かんした。

「黙だまって聞いてりゃ、自分だけがつらいみたいに言いやがって。俺に気づいてたなら、さっさと出てくりゃいいだろ。お前は、こんなことでもしないと文もん句くも言えねえのかよ」

　アルヴァンの耳が、段だん々だんと逆さか立だっていく。彼が足元の氷を風で砕くだいてゆっくりと立ち上がると、二人の青い瞳が真っ直ぐに交差した。

「お前が俺を恨むのは、お門かど違ちがいだがまあいい。だが」

　アルヴァンが、オリヴィエに向かって腕を振る。轟ごう々ごうと辺りに風が逆さか巻まいた。

「そいつは返してもらう……！」

　アルヴァンが発した烈れつ風ぷうを、オリヴィエは軽く下ろしていた手を胸の前に掲げて、作り出した障壁で受け流した。身を翻して彼特有の紋様が現れた瞬間、アルヴァンの耳が、一瞬で凍こおりついた。

　体内に侵しん食しよくしようとする氷を、アルヴァンは苦も無く風で砕き切り、宙に身を躍おどらせる。四方から迫せまりくる氷刃を金属をも切り裂くような風で薙なぎ払はらい、魔力を使って搔き集めた大風をオリヴィエに叩たたきつけた。

　お互いに、じりじりと生なま傷きずが増えていく。互角──いや、まだ攻めあぐねているのかアルヴァンの分がわずかに悪い。

　体を起こすこともできないリディは、痛みに耐えるようにぐっと唇を嚙んだ。

　──こんなこと、させたくない。アルヴァンにも……オリヴィエにも。

「もうやめて！　オリヴィエ」

　うずくまったまま、声を張り上げる。けれど、しっかりと瞳だけはオリヴィエに向けた。

「こんな……こんなことをしないで。貴方がどれだけ苦しんだのか……私にはわからない。でも、それでもこんなことはしちゃだめよ……！」

　オリヴィエの放った刃で、アルヴァンの腕に新たな傷が走る。リディは目を背そむけたい欲求をこらえて、オリヴィエを見据えた。

　彼と同じように、ずっと思っていた。なぜ、こんな目に遭うのかと。

　自分だけが。

　でも、それはきっと違う。みんなどこかで、そういう想いを抱えて生きているのだ。

　ブランやエルヴィラや──きっとアルヴァンも。

「苦しいことや理り不ふ尽じんなことは、たくさんあるわ。けれど、どう生きていくかはその人の問題よ。人を憎にくんで恨んで生きるのも、自分を愛してくれる人とともに生きるのも」

　体が重い。まだ意識を失っていないのが不思議なくらいだ。段々と、瞼が閉じていく。

　けれど、オリヴィエをこのままにはしておけない。その意思に突き動かされるように言葉を紡いだ。

「私は自分の知識を……みんなの助けになるために使うわ。それが、私にとっての救いになるから。貴方はせっかく手に入れた力を、大切な人を……傷付けるために、多くの人を苦しめるために使うの？　それが、本当に……貴方の望んでいることなの!?」

　オリヴィエだって、きっとわかっている。こんなことをしても、苦しみは癒いえないと。

　──でもきっと、他に誰も方法を教えてくれなかったのよ。

「もう、やめて。私は、アルヴァンにも……貴方にも傷付いてほしくない。苦しいからって、誰かを恨み続けないといけないわけじゃないのよ」

　そう囁ささやいた瞬間、オリヴィエの手から一瞬光が消えた。誰よりも、彼自身が信じられないものでも見るかのように、自分の手元を見つめる。

　その手が焦ったように再び紋様を描こうとした時──彼の前でちらりと灯った火の影が勢いよく爆発した。ライオールの魔法を使って起こした火に、アルヴァンは得意のヴィロンの風の魔法をぶつけて勢いよく吹き飛ばす。

　アルヴァンがしなやかに手を突き出すと、巻き上げる風がオリヴィエの足を掬すくい、容よう赦しやなく体を壁に叩きつけた。彼は一瞬苦痛に顔を歪めたものの、強く体を打ちつけたせいか壁に寄り掛かるようにずるずると崩れ落ちた。

　アルヴァンはオリヴィエが気を失ったのを確認すると、肩で息をしながら地面に降り立ち、どさりと膝を突いた。

　アルヴァンが重たそうな腕を上げると、風に荒あら々あらしく体を持ち上げられてリディは彼の元に引き寄せられる。

　体から魔力を奪われる感覚は消えたが、もうほとんど力が入らない。逞たくましい腕に、ぐったりとした体を優しく支えられる。

「くっそ疲れた……」

　とても品がいいとは言えない悪態が聞こえた。

「……アルヴァン、どうやって、ここを……？」

　リディは何とか声を絞しぼり出す。まるで自分が苦しんでいるかのように、アルヴァンは眉み間けんに皺しわを寄せていた。

「呼んだのは、お前だろうが」

「……っ」

　確かに、よくわからぬまま名前を呼んだ気がした。

　──でも、そういうことじゃないのだけど……。

「護身用の魔法が解除されたのに気づいて、王都まで飛んできた。その後はそれの気配で場所はすぐにわかった。皮肉にもな」

　リディはアルヴァンに支えられながら、床に広がる紋様に目を向けた。それは、まだ煌こう々こうと不気味な光を放ち、徐々にその輝きを増している。

　──早く……壊さないと。時間がないっ……。

　重い腕をなんとか持ち上げて、震える指で一点を指す。

　紋様のほぼ中心、要の部分にさっき見つけたそれはある。よくよく目を凝らして、やっとわかる程度の歪みだが、リディには確信があった。

「アルヴァン、あそこを狙ねらって。紋様を、壊して……っ」

「はあ!?」

「早く、時間がないの……！　あそこを集中して突けば、あの紋様は壊せるはずだから」

「無理に決まってんだろ。あれには、俺の何日分もの魔力が入ってんだぞ!?」

「私を信じてっ！」

　リディは訴うつたえかけるように、アルヴァンの胸をぎゅうと摑んだ。

　目を覗のぞき込めば、紺青色の瞳は忌いま々いましそうについと視線を逸そらす。

「そうはいっても、ここに来るまでに結構な魔力を消費してんだ。俺の残りの魔力じゃあの一か所だって、壊せるかどうか──」

「大だい丈じよう夫ぶよ。貴方の魔力ならまだ残っているわ」

　リディは、アルヴァンの手に自分のそれを重ねる。

　大きくて、あたたかい。彼の手を、そっと自分の胸に当てた。

「──ここに、まだ残ってる」

　アルヴァンが驚おどろいて見開いた目を、逃のがすまいとすかさず正面から覗き込む。

「オリヴィエに最初にかけられた紋様は解かい除じよされていないのに、私は生きている。つまり、体にまだ魔力が残っているのよ。これを使えば、アルヴァンならあの魔法を壊せるでしょう？」

　彼の口は微かに開いたままだ。けれど、言葉を失ったかのように何の返事もない。

　しようがないと、リディは何でもない──雑談のように言いい募つのった。

「アルヴァンやオリヴィエに魔力をやたら出し入れされたから、少し感覚を摑んだ気がするの。勿もち論ろん、調整なんてできないから、体にある全ての魔力を渡わたすことになるけれど──」

「……お前、自分が何を言ってるのかわかってんのか？」

　アルヴァンが、リディの体をぐっと摑む。身構えたものの、込められた力は優しかった。

「お前には、魔力を喰くい続ける魔法がかかったままなんだぞ。そんなことをすれば──」

　アルヴァンが、結論を直前で飲み込んだのを、リディは見逃さなかった。

　代わりに、言葉を継つぐ。自信に満ちた、冷静な声こわ音ねで。

「おそらく──死んでしまうでしょうね」

「……お前がそんなことする必要なんてねえだろうが」

「あるわ。このままだと王都の人が大勢傷付き、命を奪われる。それだけは、この国の王女として絶対に止めなくてはいけない。それにこれは、オリヴィエのためでもあるの。オリヴィエが今までしてきたことは十分罪に値あたいするとしても、こんなに多くの人の命を奪う咎とがを負おったら──」

　──二度と後あと戻もどりができなくなる。

「どうして僕だけがこんな目に」と漏らす彼の気持ちはよくわかる。その苦悩も。

　だからこそ、救いたかった。

　まだ、彼は人の心を残しているのに。それを見捨てるわけにはいかない。

「あの綻びは、アルヴァンのことを話した時に……オーリって呼んだ時にできたものなの。まだオリヴィエにも、迷いがあるわ。だから、これ以上罪を重ねさせちゃだめなのよ！」

「だからって──」

　それは悲痛な声だった。怒りと苦しみと──優しさの交じったアルヴァンの声。

「だからって、俺にお前を見殺しにしろって言うのか？　俺は、お前を守るために来たんだぞ!?」

　リディは、アルヴァンの深い瞳をじっと見返す。その瞳に映った自分の顔は、予想に反して優しく微笑んでいた。

　彼の背中に手を回して、そっと抱きつく。広い胸に顔を埋うずめると強い力で抱き返された。

　頰に、アルヴァンのぬくもりを感じる。

　──あったかい。

　不思議と迷いはなかった。不安も。恐おそれも。

「……ありがとう、アルヴァン。助けに来てくれて。すごく、嬉しかった」

　──あの時みたいに、力のなさに泣かなくてもいい。今の私には、できることがある。

　本当は、一人で何でもできた方がかっこいいのだけど、そうでなくてもいい。

　守りたい人たちのために、できる限りのことをする。

　私は弱くてみっともないけれど──もう役立たずの王女じゃない。

　リディは、真まっ直すぐな目でアルヴァンを見つめた。

「お願い。私に協力して。オリヴィエを、みんなを──アルヴァンを守りたいの」

　アルヴァンが、キスの度に間近で見てきたリディの瞳を覗き込む。しばらくその朱がかった飴色の瞳を目に刻みつけるように見つめた後、リディをさらに強く抱き締めた。

　掠れた声で、囁く。

「壊せるって保ほ証しようはねえからな」

　リディは、その言葉に頷うなずきながら、ぎこちなく地面に膝を突く。アルヴァンに向き合うと、ゆっくりと目を閉じた。

　今まで、彼にされてきたこと。それと逆のことをすればいいはずだ。

　──どんなふうに、魔力を吹き込んでもらってきた……？

　自分の胸に手を当てて、体の内側へ意識を集中させる。

　最初のキスを思い出す。自分の部屋でされた、無意識のキス。

　あの時は、本当に死んだかと思った。いや、実際ほとんど死んでいたのだと思う。けれど、体の隅々まで溶とかすような、優しいぬくもりを吹き込まれて──。

　体の奥が、ちりりと熱くなる。そう、この感覚だ。

　次にキスしたのはいつだろう。そうだ、広場でみんなに見られながら無理矢理キスされて。

　恥ずかしくて死にそうだった。でも、アルヴァンに吹き込まれた魔力に心地ここちよくなって──。

　それから、それから……。

　頭の中で、何度もしてきたキスが浮かんでは消えていく。その度に、体の中にある何かを、はっきりと感じられるようになる。

　──私はアルヴァンに何度も命を吹き込まれて、生きていたんだ。

　胸が熱くなる。どんどん、鼓こ動どうが速くなる。体中にアルヴァンの熱が残っていることを、はっきりと感じた。

　その熱を搔き集める。体の先から胸へ。そして──唇へ。

　ゆっくりと、瞳を開ける。膝立ちになると、リディはアルヴァンの左耳に手を伸ばした。いつも彼が自分にキスをする時に、そうするから。

　自分から、顔を近づける。アルヴァンの青い瞳が、何かに耐えるように細められる。それに合わせるかのように、リディもそっと瞳を閉じた。

　突然、きゅっと胸が苦しくなる。切なくて、張はり裂さけそうな。

　──一度くらい、ただのキスをしてもよかったかもしれない。

　でも、もう迷いはない。

　リディはアルヴァンの唇に自分の唇を重ねる。今までされてきたことを思い出しながら、唇に熱を吹き込む。

　久し振りのその感触に、一瞬うっとりする。

　自分が死ぬとわかっていてもそのキスは──不本意にも甘あまかった。

　体から、急速に熱が失われていく。力が抜けて倒れそうになった体をアルヴァンに抱き留とめられて、何とかキスを続ける。もう残っているのは、唇の熱い感覚だけだ。

　けれど、それも長くは続かない。アルヴァンの耳にかけていた手が、だらりと落ちる。リディの唇は、力なく彼から離れた。

　次の瞬間、ふわりと風が飴色の髪を撫なぜた。アルヴァンの風。その力強さに、ふっと笑顔を浮かべた。

　──もう、大丈夫。

　感覚が消え、自分の体がどうなっているのかすらわからない。きっと、アルヴァンが抱き締めてくれているはずだ。今はもう、それだけでいい。

「……お前は、こういう時しか自分からキスしないんだな」

　耳元で、アルヴァンの囁きが辛かろうじて聞こえる。それに答える前に、リディの意識は静かに搔き消えた。




　──当たり前じゃない。何で、私が自分から、アルヴァンにキスなんてするのよ。
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　廊ろう下かの中心を真まっ直すぐに歩く。すれ違う人々から送られる会え釈しやくに鷹おう揚ように応こたえながら足早に進んだ。

　想定していたより、会議に時間を取られてしまった。

　先日の一件以来、宮きゆう廷ていはどこか浮うわついている。事件自体は隠いん匿とくしたといっても、全てをなかったようにできるわけではない。

　誰かが王都に対してよからぬ魔法を使い、それをヴィロン人の魔ま法ほう士しが打ち破ったらしい──その妙みように的を射いた噂うわさだけが、市中でも宮廷でも独り歩きしている。

　しかも同時期に、第二王女のエルヴィラを表向き静養という名目で王おう妃ひの実家に帰したのだから、憶おく測そくを呼んでも仕方がなかった。

　事の詳しよう細さいを話さなくとも、関かん与よが明白な状態ではエルヴィラを放置できない。

　けれど、事件を表おもて沙ざ汰たにできない上に、彼女は王妃の娘だ。

　公おおやけに処しよ断だんするわけにはいかない、妥だ協きようの選せん択たくだった。

　──頭が痛いことばかりだ。

　付つき従したがっていた侍じ従じゆうが通路の扉を開く。

　回かい廊ろう状じようの静せい謐ひつな王宮書庫。方々の机で熱心に資料を広げていた魔法士たちの何人かが、こちらの姿に気づいて驚おどろいたように本を取り落とした。

「……レオン王太子殿でん下か！」

　通路そばの机に座っていた青年──おそらくまだ下したっ端ぱなのだろう──が、慌あわてたように追ってくる。

　仕方なく足を止め、その整った美び貌ぼうに笑えみを一分も含ふくめずにレオンは振り返った。

「何だ？」

　青年は深く一礼すると、しきりに瞬まばたきをしながら何とかレオンに目を合わせた。

「その、リーデリア王女殿でん下かのご病状はいかがでしょうか？　先日いただいた大型魔法の研究依い頼らいへのご回答について、口頭で詳くわしくお尋たずねしたいのですが……」

　自分の表情がどういう効果を生むかわかった上で、睨にらむように目を細める。視線に押された青年が顔を青くしながら慌てて口を開いた。

「もっ……申し訳ありません！　ご体調が万全ではないというのに、このようなことを」

「……回答には、何と書いてあったんだ？」

　レオンは、青年が動転しながら差し出してきた報告書を受け取る。自分の悪筆とは似ても似つかない、手本のような妹の整った字に目を通した。

「ええと、その──『残念だが、現状では大型魔法を使う建設的な方法は、魔法自体の簡かん略りやく化かや合ごう理り化かしかない』、というお話でした」

「そうか」

　リディの魔ま力りよくを大量に溜ためられる性質は、父王とも話し合った結果、秘ひ匿とくすることに決めた。大きすぎる力は、得てしてろくなことにはならない。

　──まだ行方ゆくえのわからない主しゆ犯はんのオリヴィエが、誰かよくない輩やからに話さないとも限らないが。

「いただいた報告書の中身は素す晴ばらしいものだったのですが、いかんせん私わたくし共どもの理解力ではご説明いただかないと不明な点もありまして……その、お部屋にお伺うかがいしたのですが、侍じ女じよの方が面会謝しや絶ぜつの一点張りで」

「そうだな。おそらく、数日、いや、四、五日のうちには回復するだろう。勿もち論ろん、面会が可能になるのはもう少し先だろうが」

「あっ、ありがとう存ぞんじます……！」

　苛いら立だちを抑おさえながら、レオンは青年の声に背を向ける。

　シアラの判断は正しい。今は、どんな理由があろうともリディの部屋に人を近づけるわけにはいかない。

　侍じ医いには口くち裏うらを合わさせているが、現在彼女の部屋に主人の姿はないのだから。

　誰にも見られていないことを確信してから、レオンは見た者を射い殺ころしてしまいそうなほどの凶きよう悪あくな顔で、宙ちゆうを睨みつけた。

　──ああ、忌いま々いましい。何な故ぜ、こんなことに。
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　──何でこういうことになるのよ。

　正面に立ったアルヴァンの獣けものの右耳が、ぴくりと動いた。リディは、彼のやや前方に傾かたむいたそれをじっと見つめる。

　微かすかに初夏の気配が漂ただよい始めた風の中、リディはアルヴァンの城にある城じよう門もんで、橋を挟はさんでその城主と向かい合っていた。舞まい上がりそうになった膝ひざ下した丈たけのスカートを、リディは慌あわてて押さえた。

　馬車に揺ゆられて約半日。アルヴァンの城にやってきたリディは、ブランが出てくると予想して、閉じられた落とし格こう子しから城の中に向かって声をかけた。久し振りの再会をブランと喜んでから、アルヴァンに話をつける予定だった……のに。

　──まさか、最初にアルヴァンが出てくるなんて。

　リディは彼を睨み上げながら、唇くちびるをゆるく嚙かんだ。




　オリヴィエの魔法を無事破は壊かいした後、アルヴァンがわずかに残った魔力を即そく座ざに戻してくれたおかげで、リーデリアは辛からくも一命を取り留とめた。

　異い変へんに気づいた宮廷付きの魔法士たちがすぐに駆かけつけ、魔法が破壊された衝しよう撃げきで崩ほう落らくした現場から、意識を失って倒れていた少女たちとリディとアルヴァンを助け出し──魔法士たちは王女がヴィロン人の腕の中で眠っている状じよう況きようを見て目を剝むいた。

　国王ゼアによってすぐさま箝かん口こう令れいが布しかれ、リディはすぐに宮きゆう殿でんで怪け我がの治ち療りようを受ける。一方のアルヴァンは、治療と事情聴ちよう取しゆも兼かねて宮殿の一室に収しゆう容ようされ、厳げん重じゆうな監かん視しが付いた。

　アルヴァンがリディを誘ゆう拐かいしたのではないかという憶測まで飛び出したが、急報を受けて飛ぶように戻ったレオンがそれを否ひ定ていし、アルヴァンは何とか犯罪者になることを免まぬかれたのだ。

　疑うたがいの晴れたアルヴァンは、ヴィロン排はい斥せき派はの貴き族ぞくたちが騒さわぎ出す前にと、夜明けを待たずにさっさと宮殿を後にした。連れ去られていた少女たちは、魔力を著いちじるしく消しよう耗もうしていたものの無事保護され、それぞれの家へと帰ることができた。

　これで、全ては解決したかと思われた──のだが。

　翌日、ここ最近の睡すい眠みん不足を取り戻すように昼に目を覚ましたリディは、自分の胸むな元もとを見て茫ぼう然ぜんとした。

　死ぬ覚かく悟ごをして、すっかり忘れていた。

　まだ魔力を喰くわれる死の紋もん様ようが残っていたことを。




　だからこそ、またここに来たのだ。

　──全くもって、不本意だわ。

「王宮から出ていく前にどうやったのかは知らないけど、貴方あなた、また私の寝込みを襲おそってキ……魔力を入れていったでしょう!?」

「わざわざ礼でも言いに来たのか？」

　確かに、助かりはした。そのおかげで、目が覚めてから翌日ここに来るまで生きていられたのだから。けれども。

　──そもそも、この胸の魔法をかけたのはオリヴィエなんだから……言ってみれば、やっぱりこうなったのはアルヴァンのせいじゃない。

　それなのに、何故〈こんなこと〉をこちらから依頼しなければならないのだろう。

　下ろした髪が心もとない。リディは飴あめ色いろの髪を撫でつけながら、渋々口を開いた。

「……このままだとまたいつ魔力を喰くい尽つくされるかわからないから、改めて依頼をします。アルヴァン・ベルモンド。貴方に私の延えん命めいを命めいじ──」

「断る」

「なっ、何で!?」

「──依頼するなら、〈保護〉も入れろ」

　アルヴァンは忌々しいと言わんばかりに顔をしかめ、左右に尾をばさばさと振った。

「まだ、オーリは捕つかまってねえんだ」

「それは、そうだけど──」

　魔法士たちが現場に来た時には、すでにオリヴィエの姿はなかった。レオンが血ち眼まなこになって捜さがしているが、その行方はようとして知れない。

　ユーグが彼の細かな経歴を洗ったが、複数の貴族が出資している慈じ善ぜん施し設せつの出ということになっていて、なかなかその先が追えないらしい。彼が務めていた私し設せつの研究機関にも調査の手を伸のばしているが、大した情報はまだ出ていない。

「アイツが、またお前を狙ねらわないとも限らない。それに、今後はアイツ以外にも、お前の魔力を溜め込む才能を悪用しようとする奴やつが、出てくるかもしれねえだろうが。あの変態王太子様が、お前にべったりするわけにもいかねえだろ」

　その口くち振ぶりに、どきりと胸が鳴った。

　自分といれば、アルヴァンはまた面めん倒どう事ごとに巻き込まれるだろう。それでも、いいのだろうか。一瞬浮かんだ考えを、慌てて打ち消す。

　──アルヴァンにとってはその方がオリヴィエを捕まえやすいのだし、当然よ。

　本当に、とんでもない兄弟きようだいに巻き込まれてしまった。

　ああもう、なんで私がこんな目に……と言いかけた言葉を飲み込んで、顔をしかめながらリディは頷うなずいた。

「……わかったわ。前回と同じで報ほう酬しゆうは──」

「報酬は、お前でいい。つっても、お前はもう俺のモンだけどな」

「なっ」

　素早く手を摑つかまれ、引き寄せられる。逃のがれようとする前に腕を回され、あっさりと後ろから抱だき竦すくめられた。アルヴァンが、感かん触しよくを楽しむように飴色の髪に顔を埋うずめる。吐と息いきが頭にかかって、ぞわりと体が疼うずいた。

「離して！　それと、私は物じゃないって言ってるでしょう!?　守ってもらうなら、きちんと正当な代金を払はらうし──」

「お前は、何にもわかってねえ。だからマヌケなんだよ」

　アルヴァンがリディの耳に手を伸ばして、そっと指を這はわせた。前に護身用の魔法をかけられた時と同じように、奇き妙みような感覚が走ってリディは息を吞のむ。

　──また、勝手にっ……。

　アルヴァンが、背後からリディの耳に口を寄せる。そっと、睦むつ言ごとのように囁ささやいた。

「俺は、お前に頼たのまれたから守るんじゃねえ。お前が俺のモンだから、勝手に守るんだ。文句あんのか」

　あるに、決まってる。

　そう言おうと思ったのに、耳の感覚がこそばゆくて言葉が出てこない。リディが答える前に、アルヴァンが呆あきれ声を上げた。

「大体、お前は意地を張って噓うそばっかりなんだよ。本当は嬉うれしかったんだろうが。まだオーリの魔法が残ってて」

「……っ」

　リディは、ぐっと唇を嚙む。首だけで後ろを振り返って、意地悪く笑うアルヴァンの顔を、精せい一いつ杯ぱいの怒りを込めて睨み付けた。

　──人をおちょくって、虚こ仮けにして……！

「何で私がそんなこと！　思ってなんかいるわけないでしょう」

「ふうん。まあ、そういうことにしといてやる。今は、な」

　反論する前に、そっとアルヴァンの方を体ごと向かされる。真しん剣けんな、青い瞳ひとみと目が合った。自然な動作で彼が唇を寄せてきて、リディは慌てて押し返そうとする。

「リーデリア」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれて、はっと動きを止めた。

　初めて、しっかりと名前を呼ばれた気がする。だがその隙すきをついて、アルヴァンが軽く啄ついばむようなキスをした。
















「お前は──誰にも触ふれさせない」

　囁かれた切ない声こわ音ねに、一いつ瞬しゆん反応が鈍にぶる。気の緩ゆるみを突ついたアルヴァンが唇を重ねてきて、慌ててその思いを振り払った。

　押し返そうとした両の手首を、まとめてアルヴァンの左手に摑まれた。身を引こうにも引けなくなる。懸けん命めいに離れようとする間に、軽かったキスが嚙みつくような激はげしいものに変わる。角度を変えながら何度も執しつ拗ように口付けされて、リディはさらに顔を真っ赤にした。

　まるで、飢うえた獣みたいな。

　──い、今までのキスと何か違うような……!?

　こんなキスは初めてで、どうしていいかわからない。なんとか頭だけでも引こうとするが、耳に添えられた手がそれを許さなかった。

「アル……待っ」

　キスの合間に何とか声を上げるものの、アルヴァンは止める気配を見せない。むしろその隙に、さらに深く口付けられた。

　何度かそれを繰り返した後、彼の唇からやっと解放される。リディは手で口を押さえながら、肩で息をした。アルヴァンは息も絶え絶えなリディを見て、濡ぬれた唇でくっと笑った。

「──で、どうだった？　王女様。初めてのキスは」

「初めて……？　何が？」

「〝普ふ通つう〟のキスがだよ」

　──いっ、今のは……魔力を移すためのキスじゃなかったってこと!?

「ま、普通のキスならこれくらい当たり前だろ。日ひ頃ごろの俺の紳しん士しな対応に感謝するんだな」

　──こんなやり方の、どこが紳士よ……っ。

「……アルヴァンの、馬ば鹿かっ！」

　リディは目め尻じりに涙を浮かべながら、初めて唇を重ねた時と同じように、アルヴァンの頰ほおに向かって右手を高く高く振り上げた。
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　はじめまして、松まつ村むら亜あ紀きと申します。

　この度は本作をお手に取っていただき、本当にありがとうございます。

　第十八回えんため大賞ライトノベル　ビーズログ文庫部門で特別賞を賜たまわり、刊行の運びとなりました。これから一層努力してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

　刊行するにあたって、お世話になった方々にお礼申し上げます。

　面おも白しろいコメントと共にご指導くださった担当様。想像を超える素敵なイラスト・まんがを描いてくださった山やま田だシロ先生、佐さ保ほ先生。編集部の皆様や校正様、デザイナー様をはじめ本作に携たずさわってくださったすべての皆様。小説講座の鈴すず木き輝き一いち郎ろう先生、家族や友人。

　そして何より、本作を手にしてくださった読者様に。

　感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございます。

　賢かしこくも間ま抜ぬけなリディと強引だけれど案外、なアルヴァンの物語はどうだったでしょうか？　皆様に少しでも面白いと思っていただけるものになっていればと願うばかりです。

　また、次の作品でお会いできたらうれしいです。


松村　亜紀










著

松村亜紀

Aki Matsumura




東京都在住。

原稿中は、自分で挽いたコーヒーやお気に入りの紅茶をお供にしていました。

猫舌なので少し冷めるのを待つのですが、原稿に集中しすぎて準備したことをすっかり忘れてしまい、毎度冷え切ったものを飲む羽目になっています。

これから読者の皆様にどっぷり浸っていただける物語をお届けしていきたいです。

どうぞよろしくお願いします。










イラスト

山田シロ

Shiro Yamada




この度イラストを担当させて頂きました。

ずっと描きたかったケモ耳モノで本当に嬉しいです！

テンポの良い２人の掛け合いを是非楽しんでください。



















イラスト／山田シロ

デザイン／みぞぐちまいこ（cob design）
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